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    　甘かん美びで虚うつろな鳥籠せかいに住まう青き鳥の、残ざん酷こくな幸せへと誘いざなうウタを聞きながら。


    　世界で最初に生まれた〈空虚〉に包まれて。


    　彼女と指を絡からませながら、安らかな顔をして睡すい臥がする。


    　そんな夢に見み惚ほれながら、いつのまにか──泣いていた。

  


  
    



    　　　漆しつ黒こくが嗤わらう恋のオト── ～prelude～


    



    「……あたしのこと、必要？」


    　声には出さずに、少年は頷うなずく。


    　この世界には、生きていくのに必要な真実は少ないが、必要な噓は多すぎて。


    　真実などという大たい層そうなものより、噓の上塗りの上にできあがった現実のほうが、より自分たちが感じられるリアルさをもっていることを知った。たとえ、それがただの傷のなめあいなのだとしても。それこそが自分を満たす幸福感になるのだということを。


    「……いいんだよな？」


    　濡れた服の上から薄めのタオルケットをはおった少女は、こくん、と小さく頷く。


    　木製のベッドには、動物の刺し繡しゆうがついたカバーがかけられている。


    　カバーの上から、端はしにちょこんと座った少女。隣となりに腰掛けている少年はそのしぐさを見て、少女の肩口にかかるくらいの長さの栗くり毛げ髪をゆっくりとすいていく。


    　窓の尺しやくからすると、どうにも中途半はん端ぱな長さ。少女の部屋にあるものとしては、いささか地味すぎる淡い水色のカーテンが揺らぎ、初夏特有の湿り気のある風と、ぼんやりとした月明かりを部屋の中に迎え入れた。


    　闇色の空にかぶさったほの暗い雲も幾いく分ぶんか散り始めている。


    　その合間からこぼれる消えそうな青白い光を浴び、少年のまだ大人とも言えない、だが子供と言うにはたくましい男の背中が浮かびあがる。同時に、背中の下のほうから肩まで斜めに伸びる大きな傷跡が照らしだされた。傷は胸のあたりにもあり、その形状はただの傷ではなく、なにかの意味をなす刻こく印いんのようにも見える。


    　もう一度風が強めに吹き込んできたとき、窓にかけてあるハンガーがカーテンにあおられて床にコトリと落ちた。


    　同時に、目の前にちょこんとしおらしく座る小さな少女を、少年は抱きしめた。


    　愛いとおしく、壊れないように、大切に。


    　そっと、そっと。


    　少女の細い両腕が少年の背中に回り、肩けん胛こう骨こつのあたりで止まった。


    　少女を包んでいたタオルケットが、はらりと落ちる。


    　肌と肌が触れあう。どこか温かく、くすぐったいような感じが二人の身を包んでいた。


    　こんなふうに女の子を抱きしめ、また抱きしめられるのは、少年にとっては初めてのことだ。


    　けっして上う手まくはない。だが、少女がそれに応えてくれたことで、不安が幾ばくか和やわらいだ。


    　少女が手を背中から髪にうつして顔を近づけると、栗色の髪から漂ただよう香気が鼻をくすぐった。女の子の匂いだ、と少年は思う。同時に、そんなことを思ってしまった自分に赤面してしまう。
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    　しばしの沈ちん黙もく。次にどうすればいい？　なにか声をかけていいものか、名前で呼んでみたいけど、いきなり変えるのも──いや、ここは男らしくリードしたほうがいいに決まっている。でも、もしかしたら、そういうのはあまり好きじゃないかもしれない。もっと自然に……などと、フル回転で散々悩んだ挙あげ句く、たいした案も浮かばなかった。


    　ただ、そんな妄もう想そうとは別のところで、 少年は「このときが永遠に続けばいいのに」と、心底感じてもいた。永遠という言葉の意味を知らないほど少年は子どもではなかったし、人の生が続く限りという意味においても、よほどの幸運がない限りそういうことはないのだろう、ということも知っていた。


    　それでも、もし許されるのなら、このままずっと彼女という存在を手放したくない。


    　だから、少年はせめて笑ってみることにした。


    　普段、無ぶ愛あい想そうな顔しかできない自分が、彼女にだけ見せられる精一杯で。


    　すると、少女は顔を赤らめてうつむいてしまった。


    「な、なんだよ」


    「……初めて見た……かも。颯そうくんの、そんな優しそうな笑顔って」


    「そ、そうか？　や、やっぱり変……だよな」


    　少年がそう言って無愛想顔に戻ると、少女は大きく首を左右に振った。


    「ううん、すごい……びっくりしたけど、なんかかわいい」


    　少女は、きゅっと顔を少年の胸にあわせ、今まで以上に寄り添った。


    「か、かわいいって……あほ」


    「ねぇ、この傷……どうしたの？」


    　少年の背中の傷に手を添えながら、ゆっくりと少女が言った。


    「ああ。昔ちょっとな。事故っつーか」


    「そっか。痛かったりとか……しない？　大丈夫？」


    　傷口に沿って手を動かしながら言われると、いつも聞いているはずの少女の声が、妙みようになまめかしい響きに聞こえてくる。その声色は少年の頭の芯しんをぼんやりと包み込み、くらりと酔わせた。


    　このまま押し倒してしまいたい衝動に駆られるが、少年はそれを無理矢理に押し殺して、


    「ははっ、もう痛みなんて全然ねーって。何年も前の傷だし」


    　なんでもないかのように笑ってみせ、少女の頭を撫なでた。


    　それは事実ではなかった。確かに見た目から連想できるような極度の痛みはないものの、ときおり、傷口が思い出したかのようにうずくときがあった。


    　その鈍どん痛つうはおそらく傷自体から発しているものではなく、その傷が思い出させる記憶が、少年の心に痛みを感じさせているのだ。


    「そう……だよね」


    　わずかな沈ちん黙もくのあと、少女は顔をあげてしっかりとした口調で言った。


    「ねえ、それって二年前？」


    「ああ、そうだけど……。俺話したか？　そのこと」


    「そう。……やっぱりそうなのね」


    　少女の声色が、すこし沈んだような気がした。


    「え？　やっぱりって……あ」


    　言い終わる前に、少女は少年の左目を、その小さな手で覆おおう。


    「……やめろよ。俺、そうするとお前のこと、見えなくなるんだ……」


    　見えなくなる、というのは半分噓だ。押し当てられた手から伝わる心地よいぬくもりが、彼女の存在を〝視界〟にはっきりと感じさせていた。しかし、少年の右目には、すでに視力と呼ばれる世界を捉える力はほとんど残っていない。これも、背中の傷と同じ事故で負ったものだった。


    　そのせいで、少年は右目だけ瞳の色素が薄い。灰色と銀色の中間くらい。それが目立たないように、髪の色もあえて瞳に近い色に染めていた。


    「傷だらけなんだね……。颯そうくんは。ごめんね」


    　真っ暗な世界の中で、少女の声だけが聞こえる。


    「あほ、なんでお前が謝あやまんだよ」


    　ただ、その言葉は、少年を少なからず不安にさせた。


    「やっぱ……嫌いやか？　こんな変な傷もって、片目見えないヤツなん──」


    「ちがうっ、そうじゃない。そうじゃないよ」


    　少年の口から堰せきを切って流れ出したそうとした言葉。


    　それを塞ふさぎ止めるかのように、そっと少年の唇に、少女のそれが重ねられた。


    「……ん」


    　やわらかい感触。


    　そのやわからさを、ほかのなにかで形容することは容よう易いな気もするが、きっとそのどれもが当てはまらないだろう、唯ゆい一いつ無む二にの不思議な感覚。


    　たぶん、この想いをカタチにする言葉はないんだと、少年は思った。


    　少女の手は若じやつ干かんずれたものの目に添えられたまま。


    　そのためか、やや不自然な体勢になってしまっていたが、そんなことは少年にとって重要なことではなかった。閉じ忘れていた見えない右目の瞼まぶたもおろし、その甘さに酔う。


    　実際のところ、何秒くらいであっただろうか。


    　愛いとしさで胸きよう中ちゆうの空白部分が満たされかけたころ、二人はぴったりの呼吸で、ゆっくりとお互いの唇を離した。二人の間を伝っていたかすかな光にまとう糸がゆっくりと消えていく。


    「違うの。あたしが、あなたの傷を……心の傷も、身体の傷も癒いやせるような存在であればいいなって、そうあれたら、どれだけよかっただろうって」


    　それだけ言って、少女は言葉に詰まる。


    「あたしは、傷を増やすだけ……それだけしか」


    　少女は少年の左目に添えていた手をゆっくりとどけて、身体を離した。


    「そんなこと……ねぇよ」


    　しばらく押さえられていたためか、見えるほうの目にも白みがかかって、ぼやけていた。


    「ほんとに綺麗な目」


    　それは、少年にとって一番うれしい言葉であったかもしれない。


    　たった、それだけの言葉が、少年の心を落ちつかせていく。


    「透すき通ってて……まっすぐで、そのくせ触れたら壊れてしまいそうで」


    「…………」


    「あたしのすべてを見透かしてくれそうな」


    　徐々に、少年の視界が正常に戻ってくる。


    　寂しさを感じさせる少女の笑顔──ほおをつたう、涙。


    「人が……噓を吐つけない生きものだったら、よかったのにね」


    　声の震えが、伝わってくる。


    　どうしたんだ、なんで急にそんな顔をするんだと、少年は思う。


    （……？）


    　同時に気づいた、違和感。


    　まだ上う手まく視界が戻ってきていないのかと、左目をこすってみる。


    「なんでお前、そんな……銃なんて、持ってるんだ？」


    　その瞬間に、少年の中でどういう思考回路が働いたのかは、わからない。


    　本物なのか、とか。どう使うのか、とか。それでどうするつもりなのか、とか。


    　──どうしてその銃口が、自分に向けられているのか、とか。


    　大事なことがすっぽりと抜け落ちたまま、考えるよりもはやく、少年は咄とつ嗟さに少女に向かって手を伸ばした。


    　だが、


    「……サヨナラ」


    　愛いとしさと冷たさが同居したような、涙まじりの別れの言葉とともに、一発の乾いた銃声が部屋の中に轟とどろいた。


    



    　このときになって、拓たく真ま颯そうという少年はようやく、いくつかの真実に気づくことになる。


    　この世できっと一番噓吐きな、真実というやつに。


    　そして、これはたぶん世界で一番個人的な──〈戦争〉のハナシだ。

  


  
    



    　　　１ｓｔ ＦＬＡＧ　『噓』を吐つくイキモノ


    



    　たとえば、ヒトが噓をつけないイキモノだとしたら。


    　もうすこしはやく滅んでいたかもしれないよと、世界はつぶやく。


    　もうすこし幸せな日々を[image: ]れたかもしれないよと、世界はささやく。


    　なにかを得ることが、失うことに連鎖することで安住を約束された檻おりは、いつしか。


    　本当は存在しない、空に拡がる幻色への憧あこがれで──満たされていた。


    



    　どうやら、この国は戦時中らしい。


    　俺たちのまわりにはびこる〝戦争〟という、確かにそこにあるはずの存在。


    　俺たちはその本当の意味も姿すらも知らないままに、それが行われていることをただ当たり前に許きよ容ようしている。


    　コトコトと音を立て始めた鍋なべの火を止めて、温めた朝食用のコーンスープを陶器製のカップに注ぐと、白い湯気がふんわりと立ち昇る。


    　スープをすすり、口の中のほのかな甘さが消えないうちにトーストをほおばると、サクリと音がしてバターの香ばしい風味が口の中に広がった。


    　戦時中──。ただ、こんなことを朝の日課にできるくらいには、とりあえず世間はまったくの平和であり〝普通〟というシロモノに満ち溢あふれている。


    　俺は、スタンダードからはやや外れた人生を送ってきていると思うが、それでもそれは、人生の中の突発的な出来事構成がほんのすこし人と違うだけ。


    　たぶん、そうなのだと思う。


    〝らしい〟というのはつまりそういうことで。俺自身、いや、おそらくほとんどの人にとって、戦争というものは、空に浮かんでいる雲とさして変わらない。


    　いつもそこにあることは知っていて、確かに見えているのに、けっしてつかめないもの。


    　戦争という存在を俺たちに知らせているのは、テレビから流れてくるヘキサゴン領りよう域いきの掌しよう握あく度推すい移いと、変化情報──いわゆる戦せん況きようだ──を告つげるニュース。


    　それも国営の局が毎朝五分程度、淡たん々たんと情報を伝えているだけだ。


    『本日の戦死者は０名でした。……さて、次のニュースです』


    　そもそも、戦争で死ぬ確率というやつは、交通事故のそれよりも低いという話だ。


    　本日の戦死者０名、という無機質な数字が何度画面に映し出されても、ドラマティックに構成された自動車事故の幼い被害者の両親が見せる涙のほうが、よほど感情を動かされる。


    『今の若い人たちは、昔の悲ひ惨さんな戦争を知らない。だから、平和ボケしているんですよ。ハングリー精神というかですな、必死さが欠けている──』


    　そんなことは言われ慣れているけれど、そう言われたって俺たちにはどうしようもないということを、わかっていない。昔の戦争のことは、俺たちだって理屈ではわかっている。


    　それが、むなしいことなのだと。悲しみしか生まないものなのだと。


    　俺たちは、戦争によって生じた悲ひ惨さんな状じよう況きようを必死に生き抜いたわけでもない。


    　物心つくころから存在していた〝今の戦争〟ですら、自分にとっては実感がないのだ。


    　テレビ画面に映し出されるこの無機質な数字だけが、俺にとっての戦争のすべて。


    　だから、重要なのはそれよりも、今日の晩飯のメニューであり、好きなギターをどうしたらもっとうまく弾けるようになるかであり、学校生活をいかにとどこおりなく過ごせるかであり、あいつからのメールをどう返すかに悩むことであったりする。


    　結局、そういうものでしかない。


    　──少なくとも、今の俺にとっては。


    



    「じゃあ、行ってくるから！　颯そう、学校遅れないで行きなよ！」


    　玄関のほうから、母さんのがなり声が響く。その姿こそ見えないが、明らかに焦あせった気配を発している。


    「へーい、あんたもさっさと行け。いつもより八分遅れてっぞ！」


    「えーっ、ほんとに？　まっずいなぁ。あーっと、それと、忘れものもしないように！」


    「へいへい。わかってるわかってる」


    　忘れものって。ったく、ガキじゃないっつの。


    「戸締まりとか、火の元も、しっかりチェックしてから出なさいよ！　お父さんへの挨あい拶さつも！」


    「へいへいへい、わかってるって！　んなこと、わざわざ毎朝毎朝言わなくてもなぁ……」


    　と言ったところで、リビングテーブルの上に、明らかに俺のものではない茶ちや封ぶう筒とうが放置されているのが目に入った。


    「つーか、なんか書類入ってそうな封筒がここに放置されてんだけど、大丈夫なのかー？」


    　一瞬の静せい寂じやく。どうも思い当たる節ふしがあるらしい。


    「……ぎゃー、全然大丈夫じゃないわっ！」


    　パタパタとスリッパで甲かん高だかい音を立てながらスーツ姿の母さんが戻ってきた。


    「おはやいお帰りで。わ・す・れ・も・の、しないようにな」


    　意地の悪い笑みを浮かべつつ、茶封筒を渡してやる。


    　母さんはバツが悪そうに顔を赤らめ、ふんっと鼻を鳴らして茶封筒をひったくった。


    「わ、悪かったわね。はぁぁ、ほんと性しよう根ねの悪さは誰に似たのかしら」


    「さーて、誰かしら。少なくとも、親おや父じ殿どのじゃないことは確かだな」


    「そ、颯そうっ！　あんたねー、その回りくどい言い方が性格悪いっていうの！」


    　そう言うと、俺のこめかみを握り拳こぶしでぐりぐりとこね回す。


    「い、いててて！　やめろって！」


    　せっかく二十分もかけた髪型が台なしに……などと口走ってしまおうものなら、これ見よがしに頭を鷲わしづかみにされかねないので、それはあえて口にださないでおく。


    「はー、まったく……銀髪だし、ピアスまでしてるし、別に母さんはいいけどさ。そのままだと完全にただの不良よ？　せめて、その無ぶ愛あい想そう顔なんとかしなさいな」


    「……性格なんだからしょーがねえだろ、ヘラヘラ笑ってる自分なんて、気持ち悪い」


    「もう……アンタも、もうちょっと太た一いちくんみたいに愛想が良ければねえ。ほら、今け朝さもゴミ出しのとき挨あい拶さつされたんだけど、ニコニコーってしてて、アンタの友達とは思えないわ」


    「アイツとくらべんな」


    「まあ、アンタも素材は悪くないと思うのよ、そこだけは母さんに似て」


    「……都つ合ごういいな。これだから大人ってやつは」


    「なんだって？」


    　俺のつぶやきを聞きもらさなかったのか、母親の両手が再び突とつ貫かん用握り拳を形成しかける。


    「……いえ、ナンデモアリマセン」


    「冗じよう談だんはともかく。ほんと、そのいつも眉み間けんにしわ寄せてるような顔、なんとかしなさいよ。好きな子とかできても、そんなツラ向けたら逃げられちゃうわよ？」


    「ほっとけ。だいたい、好きなやつなんていねーし！　別に困ってねーよ」


    「あら、めずらしくムキになって。あっ！　ははーん、あんたもしかして……」


    　母さんが、思い切り意地の悪い笑みを浮かべた。


    　拝はい啓けい、母さん。


    　やっぱり俺のそういう顔は親譲りなんだなぁと、妙みように納得させられたよ。


    「相手は誰よ。璃り奈なちゃん？　もしかして」


    「うっせえよ、そんなわけねえだろ、ったく。そうやって、息子いじって無む駄だ口ぐちたたいてんのはいいけどよ」


    「なによ」


    「また、遅刻で上じよう司しに怒られるぜ？　不本意ながら俺も養やしなってもらってる身だからさ、クビにはなってほしくないわけ」


    　ちらりと時計を横目で見て、母さんの視線を誘ゆう導どうする。


    　それにつられた母さんは、再びぎゃーっと癖くせのある悲鳴をあげた。


    　すぐさま踵きびすを返すと、その場でスリッパを脱ぎ捨てて玄関に爆走していった。


    　俺はそれを見送りつつ「はぁ」と短いため息を吐つく。


    　こんなのもまた、毎朝の日課みたいなもので。


    　そして、あの母親が世間一般では『白衣の天使』などと呼ばれる職業に就ついているわけで。


    　そのくらいには間違いなく、世界は平和だ。


    



    　母さんが家を慌あわただしく出て行ったあと、カップにわずかばかり残ったコーンスープをずずっとすすり終える。すこしバターをのせすぎたトーストの残りすべてを喉のどの奥に押し込んだ。


    　リビングから襖ふすまを挟んでひとつづきになっている和室に向かう。そこに置かれたかなり小さめの仏ぶつ壇だんの前に座り、リンを軽く叩くと、厳おごそかな雰ふん囲い気きの金属音が伸びやかに広がっていった。


    　手を合わせて目をつむり、おはよう、と、いってくるよ、を一緒にして心の中でつぶやく。


    　仏壇の中に飾られた、穏やかな笑顔をたたえたモノクロ写真。


    　似ているのか似ていないのか、自分ではよくわからないけど、人から言わせると最近よく似てきたらしい。


    　その写真の中にいるのは俺の父さん、拓たく真ま一かず樹き。


    　父さんは、二年前に他た界かいした。


    　俺も一緒に巻き込まれた事故で、父さんだけがそうなった。


    　その事故の前後の記憶はほとんど飛んでしまって曖あい昧まいだ。目覚めたとき俺は病院で、父さんと、右目の視力、取り戻せない二つのものを失っていたのだ。


    　そのとき、思った。


    　戦争なんてものがあってもなくても、人は死ぬんだな。そう実感した。


    　俺にとって、最初の身近な死は、戦争によってもたらされたものではなかった。


    　息子としてのひいき目で言うわけではないが、父さんは、大学生か新社会人かと言っても通じそうなほどに若々しい顔立ちをしていた。俺の脳のう裏りに焼きついている父さんの顔は、どんなときでも、どんな場面でも、この写真の中と変わらない。


    　仲間がたくさんいて、その中心はいつも父さんで。父さんの周囲には笑い声が溢あふれていた。


    　いつも、いつも優しく、春先の陽光のように、暖かな笑顔を絶やさない人だった。


    　俺とは──まったく違う。憧あこがれであり、劣れつ等とう感の対象。


    　そんな父親を唐とう突とつに失ってしまった俺は、いまだにそれを受け止め切れていない。


    　なんとなく受け止めているふりをしているだけで。


    　それなのに。記憶の中では、もう聞こえなくなった父さんの声だけが、映像よりもはやい速度でどんどんと劣れつ化かしていく。絶対に忘れない──そう思っていたはずの父さんの声は、俺の頭の中では正確に響かなくなっていた。


    「…………」


    　ゆっくりと、目を開ける。


    　すこし陰気になってしまった思考を、無理矢理に切り替えるようにして立ちあがった。


    　和室の窓にかかっている薄緑色のカーテンを開けて、ぐーっと伸びをしてみる。


    　すこし暗かった室内に差し込んできた日の光に、自然と俺は左目を細めた。


    　どこかで雀すずめが鳴いている。遠くのほうから、電車が過ぎゆく音も、朝の静せい寂じやくに紛まぎれてかすかに届いてくる。


    　と、リビングテーブルの上に置きっぱなしにしていた携帯電話が、ヴヴヴッと小刻みな振動音を打ち鳴らし始めた。


    　どうも昨日の夜に待たい機きモードに変更していたのが、そのままになっていたらしい。


    　携帯電話をすぐさま取りあげて、確認してみる。


    〝新着メール一件　菜な月つきカナデ　おはよ～。今日の……〟


    　差出人、そして、途切れた件名が、液晶ディスプレイに表示されていた。


    　……ったく、朝からなんだよ、メンドくせえなぁ。どうせたいした用事でもねえんだろうし、などと思いつつ、通学用の鞄かばんとギターケースをしょいあげて、和室のカーテンを閉めに行き、戦争情報がとっくに終わったテレビをリモコンで消す。ほかの部屋の明かりもすべてチェックしながら消していき玄関に向かった。


    　ローファーを履はく前に、ボタンを押してメールを開き、流し見ていく。


    〝おはよ～。今日の占いで、なんとあたしの星座が一位でしたっ！〟


    　ったく、このくらいの用件なら、学校で言えば充分じゃねえか。


    〝今日は、えっと……恋愛運とかが一番いいんだって。恋愛運をあげるラッキーアイテムもさっそくゲットしちゃったよ！　今日のは準備できそうなもので良かった～。ラッキーアイテムって、その日に限って用意できないものだったりしない？〟


    　知らん。占いとかまったく見ねえし。それにしても、女の子って占いとか好きだよな。恋愛運とか、ラッキーアイテムとか、それで本当になにか変わるのかという話だ。仮に占い通りのなにかがあったとして、それでいいのか気持ち的に、と思ってしまう。


    〝たしか拓たく真まくんも同じ星座だよねっ。あ～、でも拓真くん占いとか、気にしないよね、きっと。そういうほうが拓真くんらしいけどっ。拓真くんが、占いとか真剣に見てても怖いもん〟


    　そんな自分を想像して、思わず身震いしてしまう。


    〝今日はなにか良いことがあるといいな～と思ってますっ！〟


    　文末には、満面の笑顔があしらわれた絵文字が踊っている。


    　そこでメールは終わっていた。


    「恋愛運……ね。女の子ってのは、よくわからん」


    　ため息まじりに、携帯電話の画面パネルを閉じた。


    　しかし、母さんに言われたことを気にしているわけじゃないんだが、確かに表情くらいはもうすこし柔にゆう和わにできねぇとダメだろうか。


    　靴履きついでに、玄関脇に吊るされている縦たて長ながの鏡を横目でちらっとのぞいてみる。


    　まあ、見なくてもわかってるんだけど。


    　そう。その横顔は、自分でもイヤになるくらいに。


    



    　思いっきり、ニヤけていた。


    　……あら？


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　この春から通っている高校の最も寄より駅までは電車で二駅。直接自転車で通えないこともないし、実際そうしようかと思っていた時期もあったのだが、結局それを試したのは数回だけ。


    　最近は、もっぱら電車通学になっていた。


    　それはそう、なんとなく──なんとなくのはずだ。


    「あ、拓たく真まくん！」


    　高校の最寄り駅の小さなホーム、自動改札を出たところで俺の名前を呼ぶ声がした。


    　高めのよく通る声。数人が声のしたほうへ反射的に振り向いた。


    　その刹せつ那なに感じる、すこしばかりの優越感。


    　俺には、振り向く前にそれが誰なのかわかっていた。


    　呼ばれる前から、呼ばれることを期待していたんだ。


    「なんだよ、菜な月つきか」


    　それでも、振り向いてから気づいたような顔をする。


    　小走りで追いついてきた声の主は、やや息をあげながら肩を上下に揺らしていた。


    　彼女は菜月奏かなで。


    　高校のクラスメイトになった女の子で、先ほどメールを出してきた張本人である。


    　背は俺よりも頭半分以上は低い。女の子の中でも、小柄なほうだと思う。


    　肩口くらいまで伸びた栗毛の髪は、いつも軽くウェーブがかかっている。


    「お、おはよ。拓真くん」


    「おう」


    　目を逸そらしぎみに相づちを打つ。そして、菜月がしっかりと呼吸を整えたのを確認してから、また歩き出す。俺は右側に、彼女が左側に。


    　右目の見えない俺は、誰かと並んで歩くときには大たい抵ていこうしているのだ。


    　この時間帯、駅前以外はほとんど住宅しかないこの駅では、まわりにいるのはウチの高校の学生が大半だ。学生服はすでに夏服に衣替えされている中、一割くらいは、見ているだけで汗をかいてしまいそうなスーツ姿の大人たちも混じっていた。


    　学年は制服のネクタイカラーで判別できるので、同級生か上級生かはすぐにわかる。


    　今年の一年は、モチーフカラーが赤になっている。俺や菜月も当然それだ。


    「えと、あの……朝メールしちゃったんだけど、ちゃんと届いてた？」


    　まだ例のメールには返信していなかったので、おずおずとそう聞いてくる。


    「メール……」


    　と、鏡に映っていた自分のニヤけ顔がフラッシュバックしてきた。


    　なんと答えていいか迷った挙あげ句く、


    「あ、ああ。……あれね。わりぃ、ちょうど家出る前だったからよ。あとで返そうと思ってたんだけど、忘れてた」


    　虚勢すら張れず、脳内のニヤけ顔ごとモヤモヤにしてかき消すしかなかった。


    「そっかー……残念。でも、今から返事するような内容でもないかも」


    「そうかな。じゃあ、返信やめとくか」


    「え、え。それはそれでちょっと寂しいよぅ……」


    　噓偽いつわりなく寂しげな瞳に、俺のほうが狼ろう狽ばいしてしまう。


    「じょ、冗じよう談だんだって。あとでちゃんと返すって」


    「へへっ、うん！」


    　同じ高校に進学した中学からの知り合いは何人かいたが、まだ入学して二カ月弱。


    　元々友人が多いタイプではない俺が、同中出身以外で話すようになった女の子は菜な月つきくらいだ。


    「でも、占いとか俺よくわかんねえんだよ。ぜんっぜん、信じてねぇし」


    「あ、やっぱり。そんな感じした」


    　そう言って、菜月はぱんっと胸の前で両手をあわせた。


    「で、なんだっけ。ラッキーアイテムだっけ。持ってきたの？」


    「あ、うん。えっとね、これこれ」


    



    　菜月が制服のポケットから携帯電話を取りだし、ストラップの先につけられているいくつかの装飾品の中から、一つのキャラクターを手のひらにのせた。


    　どうも元々はキーホルダーであったようだ。キーリングの部分が、なかば強引に別のストラップのひもに通されている。


    「えっと、タヌキ？」


    　特に悪意なく放った俺の言葉に、菜月の笑顔が不自然な状態で凍りついた。


    「あ……あの、菜月さん？」


    「クマさん……なんだけど」


    「クマかよ、コレが……あっ！　いや、わりぃ」


    　色がクリーム色で、肝心の顔も、正直それを〝クマ〟と言うにはすこし無理があるような造形で、俺としてはかなりよく見て〝ちょっと変わったタヌキ〟だ。


    「むー、クマさんなの、これは」


    「そ、そうだよな」


    「で、クマのストラップっていうのが、今日のラッキーアイテムでね。ちょうどキーホルダーでクマさんのやつ持ってたから、ストラップにつけてきちゃったの」


    「なんかさ、それってクマかどうか以前に反則くさくないか？」


    「え……や、やっぱりそう思う？　御ご利り益やくないかな？」


    「御利益？」


    　御利益とはまたずいぶん大げさだなと、おかしくなって吹き出してしまう。


    「うー、笑わなくても。一応これでも必死だったんだよー」


    　と、菜な月つきはむくれてみせる。


    　本気で怒っていないのはすぐにわかる。そのしぐさは、とてもかわいく思えた。


    「えと、ところで、拓たく真まくんは今日バンドの練習？」


    「ああ。じゃなきゃこいつ、持ってこねーよ」


    　俺は、かついでいるギターケースをくいっと上にあげた。


    「ははっ。そうだよね、ごめんごめん」


    　親指以外を軽く絡からませた手を胸の辺りであわせ、ぺろっと舌を出し無む邪じや気きそうに笑う。


    　こんな表情をするから──カナデちゃんはなぁ、単純に顔がどうこうじゃなく、たたずまいそのものに無む垢くな女の子特有のかわいらしさがにじみ出ている。そう、まさに小動物のように無む償しようの愛を引き出させるフェロモンを漂ただよわせてるんだよ！　わかるだろ！　わかるよな！　彼女はそのイノセントさがいいんだよ！　それを汚したら……マジで消す──なんて俺に向かって力りき説せつする輩やからが出てくるんだ。


    　ただ確かに、このくりっとした黒い瞳と、ときおり見せる妙みように子どもっぽいしぐさは、意識しているのか、地がそうなのかわからないが、いちいち俺をどきっとさせる。


    　純粋すぎるかわいさは、ときに罪だ──って、これじゃなんか俺が変態くさいな。


    　別にそんな妄もう想そうが菜な月つきに伝わっているわけでもないのに、自分の中でばつが悪くなって、わざとらしく話題を逸そらしてみる。


    「そういえば今日は一時限目は歴史かぁ。かったりいな、あのジジイの授業は」


    「えー、そんなこと言ったらかわいそうだよ」


    「じゃあ、菜月は歴史好きなのか？　知ってるぞ、この前の授業のとき寝てたの」


    「……！　え、み、見てたの？」


    「見えちまったの。別に見るつもりはなかったけど」


    「うー、好きなんだよ。好きなんだけど……あの先生の声聞いてると、なんだか眠くなるっていうか」


    「毎度毎度、同じことばっか言うしな」


    「は、はは……だね」


    　ウチのクラスの歴史を担当する先生は、もはや定年間近な老年の先生だ。白髪にシミだらけの肌に眼鏡めがねをかけた典型的なジジイ先生は、どの授業でも、戦争に関しての持じ論ろんを挟む。


    　先生の話や、授業に出てくる枚まい挙きよにいとまない〝戦争〟の歴史とそこで繰り返される出来事。


    　曰いわく、今起きている戦争は、過去の戦争での悲劇を繰り返さないための最大限の工夫がなされているらしい。だからこそ、私たちにはさしたる影響がないように思えるのだ、と。


    『えー、最近の戦争は昔とずいぶん変わったもんで、昔の戦争はそりゃーずいぶんと悲ひ惨さんなもんでした』


    　と、口くち癖ぐせなのか、老人特有の忘れっぽさからなのか、何度も繰り返し同じようなことを言い、そして、その言葉とセットで、必ずこうつけ加えるのだ。


    



    『人間ってやつは、結局戦争ってもの自体をなくすってことは難しいんでしょうな』


    



    「……あ」


    「ん？」


    　菜な月つきがなにかに気づいたらしく、俺のほうをじっと見ていた。


    「ふふ。拓たく真まくん、ネクタイすごい曲がってるよ」


    　と、いきなり俺の前にぴょこっと横っ跳びしてきたので、俺は足を止めた。


    「ん？　あぁ、ほんとだな」


    　確かにいつのまにか、ネクタイがかなりよじれていたみたいだ。


    　中学は学ランだったし、そもそも不器用なところがある俺は、このネクタイを巻くという行為に、毎朝苦労させられていた。


    　やる気をそがれるのは、苦労しても、えてしてその労力ができあがりに反映されるわけではないという点。そうすると、しだいに適当になっていくのが道どう理りというもんだ。


    「ちょっと、じっとしてて」


    「ん？」


    　そう言った菜月は、なにを思ったのか俺の制服のネクタイをするりとほどき、その場で結び直し始めた。


    「は……？」


    　カナデの手が俺の首をまわり、顔と顔の距離が急接近する。


    　瞬間、ぼんっと俺の中の名称不明なメーターが振り切れた──気がした。


    「ば、ばかっ。やめろって。いいってそんなの！」


    「だいじょうぶ。すぐ終わるから。ね？　あたし、こういうの結構得意なんだっ」


    　はい、と一瞬返事しそうになった。


    「い、いや。そうじゃなくて」


    「あたし弟がいるんだけどね。弟もこういうの苦手で、よくやってあげるの」


    　い、いや、だからそうじゃなくて。ほんとに、すぐ終わるとか、時間かかるとか、よくやってるからとか、そういう問題ではないわけで。


    　はい、案あんの定じよう見られてる見られてる。菜な月つきさん、登校途中の皆さんに思い切り見られてますよ。そりゃ通学路の真ん中でこんなことしてれば、当然だよな。


    　耳のほうから順に、ほお、鼻頭へと、どんどんと肌の紅こう潮ちようが波は及きゆうしていくのがわかる。


    　菜月は、なにを思ってこんなことをしているのだろう。


    　こういうことを気にしない性た質ちなのか。


    　俺という奴に安心しきっているだけなのか。そもそも眼がん中ちゆうにないのか。


    　それとも……。


    「……はいっ。おわったよ！　うーん、我われながらいい仕事かもっ」


    　菜月は鞄かばんからピンク柄のファンシーな手鏡を取りだした。


    「はいっ。見てみて！」


    　手鏡に映ったネクタイの結び目は製品サンプルのごとく左右均等にぴっしりと整っていた。自分でやった場合、いくら時間をかけてもこうはいかない。


    「……わ、わりぃな、なんか」


    「いえいえっ。でも……拓たく真まくんって、オシャレっぽいし、こういうのすごく気にしそうなのに。意外とずぼらなとこがあったりして。へへっ、ちょっと変な感じ」


    　まだしばらくは動揺が収まりそうにない俺だったが、なるべくそれを悟られないように、そうか？　と、無ぶ愛あい想そうな返事をした。


    「うん。そうだよっ。なんか意外と普通なのかなーって」


    「どういう意味だ、そりゃぁ」


    「へへ～っ、そんな一面が見つけられてうれしーってことだよ」


    　菜月は、本当にうれしそうに、俺の心臓を正面から射い抜ぬくような笑顔を向ける。


    　また俺の中の名称不明なメーターが反応している。


    　心しん拍ぱく数も、すこし高まってしまったような気がした。


    「な、なぁ……」


    「ん、なに？　あ！　ご、ごめん。も、もしかしてファッション……とかだった？」


    　上うわ目め遣づかいで、申し訳なさそうに俺の顔をのぞき込む。


    「あ……いや。そうじゃなくてよ」


    　俺たち、今まわりからどんなふうに見えてたのかな？


    　──そんな、喉のど元もとまで出かかった恥ずかしい言葉をぎりぎりのところで飲み込んだ。


    　俺の「拓真颯そう」も、「菜月奏かなで」という彼女の名前も、苗みよう字じのほうがいわゆる〝名前〟のようだ。


    　俺たちのことを知らない人間が今の状じよう況きようを見たら、やはり『入学早々、名前で呼びあいながら、朝っぱらからイチャつく一年坊バカップル』に見えてしまうのだろうか。


    　でも、俺と彼女は実際のところ、そういった甘い関係ではない。


    　たまたま、菜な月つきが友達のつき添いで軽音部のバンド練習をのぞきに来て、たまたま同じクラスということで、たまたま話をして、たまたま駅を降りるタイミングが一緒だったりして。たまたま用事があってメアドを交換したあと、普通の会話なんかもするようになって。


    　そういうものでしか、ない。


    　少なくとも、このままで悪くない。失うモノも、失わせるモノもない──今のままで。


    　人に優しくできることも、そうできる自信も、優しい噓を吐つけるような器用さもない自分が、これ以上なんて、思っていいわけがないんだ。


    　俺はきっと、君のその笑顔を曇らせることしかできないから。


    「なんでも……ない。気にしないでくれ」


    　菜月は、きょとんとした顔をして「えー、気になるなぁ」とイタズラっぽく言いながら、くるんと向き返り、俺に背を向ける。


    　すこし前を歩く菜月の栗くり毛げの髪が、初夏の風にさらさらとそよいでいた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    「にいさん。そりゃ惚ほれられてますって、絶対」


    　パック牛乳をちゅーっと細い半透明ストローで飲み干しながら、名な瀬せ龍たつ彦ひこは断言した。


    「絶対って……んなことは、わからんだろ。龍彦、面識ないんだろ？」


    「いーや、わかりますね。むしろ、わかりやすすぎッ。たっちん、ニブすぎッ！」


    「短たん絡らく的なんだよ……お前は」


    　不ふ機き嫌げんそうに俺の隣となりを歩く龍彦は、俺が組もうとしているバンドのボーカルだ。


    　まあ、俺が勝手にそうだと決めているだけなのだが。


    　身長一五六センチ。昨さつ今こんではめずらしいほどいじりっけのない髪。しかも、かなり度の強そうなビン底眼鏡めがねをかけているため、高校生とは思えないほどの童子的風ふう貌ぼうだ。


    　お世せ辞じにもいわゆる〝バンドのボーカル〟という風貌ではない。


    　だが、こいつの高音まで苦もなく出してしまう伸びやかな声質と、小さな身体からは想像しがたいほどの爆発力のある声量。それを他クラスの親しん睦ぼくカラオケに軽音部つながりでなかば強引に誘われて行ったとき耳にし、ハンパではないくらいに惚ほれ込んでしまったのだ。


    　曲を歌い終わった瞬間に、びっと指を差して「お前、ウチのボーカルになってくれ！」と言いはなった俺を見ながら、龍彦はぽかーんと口を開けていた。


    　そのときの顔は、今でも忘れられない。


    　龍彦自身が歌を歌うということそのものに乗り気ではなかったこともあって、今も正式にボーカルになっているというわけではない。ただ熱心な勧誘の成果なのか、バンドの練習にもちょくちょく顔を出してくれるようになったし、歌うことに関してまんざらでもなくなってきたような気がしている。


    「だいたい悩むまでもないじゃん、そんなの。上から見ても下から見ても斜めから見ても横から見ても、どう考えても、それ以外ありえないし」


    　どうも今け朝さのネクタイお直し事件（と命名されたらしい）は、はやくも龍たつ彦ひこの知るところとなっていたようだ。放課後になってバンド練習の誘いに行ったとき、逆に詳しよう細さいを聞きたいと詰め寄られてしまった。


    　練習に参加するならという条件で、軽音部の部室までの道すがら、渋々と顚てん末まつを説明していたところだ。部室は、第二校舎の三階にあり、第一校舎の三階に位置する一年生の教室からはすこし遠いところにあるので、ひと通り話すには充分な時間があった。


    　それにしても、無責任な噂うわさとは怖い。本当に怖いものだ──と、痛つう感かんした。


    　龍彦のところに話がまわってきたころにはすでに、路上でキスまでしていたことになっていたらしい。


    　なんだその猥わい談だん。俺はどんな色しき魔まですか？


    　龍彦のクラスに入っていったときに、好奇の視線を妙みようにちらちらと感じると思ったが、まったく気のせいではなかったというわけだ。


    「つーか、マジでそういうんじゃないんだけどな……俺とあいつ」


    「あいつって……すでにそんな仲ではあるわけですか！　ひゅーひゅー」


    　龍彦は両手をメガホンに模して、くぐもった声で、俺をからかおうとする。


    　つーか、ひゅーひゅーって……。小学校低学年以来だぞ、それ言われたの。


    「しかし、いいですねぇ。顔のいい人は。モテまくちゃってさ。俺もしてほしいなぁ。ネクタイ曲がってるよ？　とか言われてみてーなぁ」


    　今度は口をすぼめながら、自分のネクタイを右に左にずらしたりしている。


    　小さめの身長も相まって、なんだか妙にかわいい行動になってしまっているが、本人はそういうことを言われるのも気にしているらしいので、心の中にしまっておく。


    「あれは、たまたま……だろ。だいたい、俺はそんなモテたことなんざねーって」


    「……ホントかよ」


    　ビン底眼鏡めがねをキランと光らせて、猜さい疑ぎ的な眼まな差ざしを俺に向ける龍彦。


    「小学校のとき、交換日記しようとか言われなかった？　かわいいキャラが満まん載さいのノートに住所教えてーって言われたことない？　あ、去年はバレンタインにいくつチョコもらったん？　そもそも、今まで何回体育館裏で告白されてます？　結局卒業するときボタンくださいとか、何人から言われてんだよ！　もう、あげるボタンもねーってか！」


    　だんだんと語気を強めながら、龍彦が早口でまくしたてる。


    　なんだその局地的な脳内ヤキモキシチュエーションは。


    「銀髪にグレーのカラコンにピアスまでして！　俺はモテますぜ、って言いながら歩いてるようなもんじゃん！」


    「殴るよ？」


    　龍たつ彦ひこが誤解しても無理もないのだが、俺は別にカラーコンタクトをしているわけはない。細かく言えば、すこし明るめのアッシュグレイという色がもっとも近いだろうか。


    　右の瞳の色は後天的な地の色だ。この目に視力はほとんどない。


    　そして、そのことを知っているのは、この学校では二人だけ。


    　髪も同じような色ではあるが、目のほうが目立たなくなるように、あとになって自分で染めたものだ。


    　瞳の色が違う──というよりはなにかがみんなと違うという、ただそれだけの事は、おそらくそうでない人間が思う以上に、他人に無意識の強い違和感と排はい他た的な感情を与えるのだと思う。


    　無言の恐怖感、無意識の拒否感、無自覚の嫌けん悪お感。


    　突き刺すような囁ささやき。哀あわれむような眼まな差ざし。そんなものが、俺のまわりには溢あふれていた。


    　別にそれが、特別に辛つらいわけじゃないけど。


    　だからこそ──


    「マジでお前が思ってるようにはモテんぞ、俺は。どっちかってーと怖いってイメージもたれることのほうが、多いしな。実際、優しくはねえし」


    「ふーん、そういうもんかねぇ」


    「ああ、そういうもん」


    「でもさぁ、別に好きでもない男のネクタイ直したりすると思う？」


    「……俺が知るかよ」


    「あ、やっぱ否定できないじゃん！　というわけで、好き決定。ひゅーひゅー」


    　まあまあ、龍彦くん。待ちなさい、落ちつきなさい。


    　そして、しばらく黙りやがれ。


    「ったく……やっぱ話さなきゃよかったぜ」


    　龍彦はそんな俺の不ふ機き嫌げん面づらを面おも白しろがっているのか、何度かひゅーひゅーと小こ憎にくたらしい顔で言い続けたかと思うと、唐とう突とつに、本当に唐突に、ころっと表情を笑顔に変えて言った。


    「でもさ、少なくとも……嫌い、じゃないんじゃない？　たっちんのこと。優しくないとか言っちゃってるけど。もしさ、俺が女の子だったら、実際に話してみた君のこと嫌いにはならないよ」


    「…………」


    「うん。だから、たっちんもっと自信もって！」


    「……買いかぶりすぎ」


    「ほんとだってー」


    「へいへい」


    「あーなんだよ、その反応ッ！　人がせっかく」


    「へいへいへい」


    　龍たつ彦ひこの意外な言葉に、俺はぶっきらぼうな言葉を返すことしかできなかった。


    　自分に都合が良すぎるかもしれない。けれどなんだか、その龍彦の言葉には不思議な説得力があるような気がして。それ以上に、単純にそう言ってくれたことがうれしくもあり。


    　ただ、それをすなおに受け取ることも、なにやら気恥ずかしくて。


    　俺は、ごほんとひとつ咳せき払ばらいをして、


    「でもまあ、そうだな。嫌い……とかではないんだろうけどよ、たぶん。いや、知らねぇけど。直接あいつから聞いたわけじゃねぇしさ」


    　ぽりぽりと頭を搔かきながら、ぼそぼそっとした口調でそう言った。


    　すると、先ほどの優しげな笑顔はどこへやら。


    　龍彦は、外国人ふうな〝呆あきれた〟のオーバーなポーズをとり、首を左右に大きく振りながら、ふぅっと、明らかに蔑さげすみの念がこもったため息をもらした。


    「な、なんだよ」


    「たっちん……。アンタはそんなナリして、どこの純情ボーイキャラですか！　そんな青臭いこと真顔で言われたら、俺の鼻から目ん玉飛び出るわ！」


    　前言撤てつ回かい。


    　俺は、一瞬でもこいつの言葉をうれしいと思ってしまった自分を悔くいた。


    　教会にでも駆け込んで、今すぐ過去のあやまちとして懺ざん悔げしてしまいたい。


    「うっせー！　お前こそそんな優等生っぽいナリして、激、口悪いくせに！」


    「ま、デフォがこの性格ですから。外見なんてさ、所しよ詮せん副産物ですよ。精せい巧こうフィギュアの食しよく玩がんに入ってるラムネみたいなもん。だいたいさ、外見と性格が不可分でなきゃいけない理由なんてないじゃん」


    　えっへん、とでも言いだしそうなくらい自信たっぷりに、よくわからない持じ論ろんを展開する。


    　龍彦は、外見だけならちょっと目立たない図書委員という感じだ。学校を休んでも、昼あたりにクラスの誰か一人がやっと気づくくらいの。


    　はたまた妙みように大量の推薦票をあつめて、本人が休んでいる間に決められていた学級委員長。


    　そんな〝ディズ・イズ・優等生〟を、地でいく風ふう貌ぼうなのだ。


    　にもかかわらず、口くち下べ手ただったり、真ま面じ目めさだけが取り柄だったり、本を一番の友達と思っていたり、人前に出るのが苦手だったり──なんて部分は一切ない。


    　むしろ、すべてにおいて優等生タイプの間逆を突き進んでいる。


    　なんと言っても、こいつはクソ正直だ。


    　頭と口が直結している、蛇じや口ぐちをつけ忘れたタイプ。


    　そのわりに人ひと懐なつっこいところもあって、どうも人にすぐ変なあだ名をつけたがる。


    　俺にも、いつのまにか〝たっちん〟などというあだ名がつけられていた。


    　第一校舎と第二校舎をつなぐ渡り廊ろう下かにさしかかる。唯ゆい一いつの連絡通路なので、生徒の往来も多かった。そのとき、龍たつ彦ひこが急になにかを思い出したように、手をぽんと叩いて、大声で言った。


    「あッ！　そういえばさー。肝心なこと聞き忘れてた」


    「ん？　なんだよ」


    「たっちんはさ、結局彼女のことどう思ってんの？　ラブ？」


    　直球ストレートど真ん中な質問、どうもありがとう。


    　一瞬、お前をフルスイングで場外に飛ばしてやろうかと思ったよ。


    「ねえねえ。いいじゃん、教えてよ！　言いふらしたりしないからさッ」


    　龍彦は、ねぇねぇねぇねぇ、と言いながら、狭い渡り廊下の中ですがりついてきた。渡り廊下を横断する生徒たちは、奇異なものを見るような視線を俺に一瞬だけ投げかけては「なにも見ませんでした」とでも言いたげに、足早に通り過ぎていく。


    「わ、わかったから、離れろ！　言うから！」


    「へへッ、そうこなくっちゃッ」


    「ちっ……なんつーか、正直よくわからねえんだよなぁ。かわいいとか、思うし。話してて、結構楽しい……と思う。けどよ、それって好きってのとはまた違うだろ？」


    「うーん」


    「それに俺はあいつのこと、まだなんも知らないし。それだけで好きとかって言えねーし、言ったらあいつに逆に失礼かなって思うしな」


    「そうかなー。そんなこと言ったら世の中の人間みんな超失礼な人たちだらけだよ」


    「つーかまぁ、友達ってのとはまた違う、その誰かが好きだっていう感情をよくわかってない感じがすんだよ。好きだってのは、たぶんその人を幸せにしなきゃいけねえってことじゃん？　そんなの俺にはまだ無理っつーか、自信ねえっつーか」


    「……たっちんさあ、ちょっと難しく考えすぎなんじゃない？　なんか考えすぎて、自分の気持ち押し殺してるようにしか見えないし」


    　俺はそのもの言いにすこしムっとして、


    「じゃあ、お前はわかんのかよ。好きってのが、具体的に」


    「わかんないよ俺だって、そんな難しいことはさ。でもさ、具体的にわかんなくても、その人のこと知らなくても、好きだーってことあるっしょ。俺はあるよ、少なくとも。相手のことが全部わかるわけじゃないけど、むしろ、わかんないことのほうが多すぎるけど。それでも、好きで好きでしょーがないってこと。近づきてー。もっと、もっといっぱいしゃべりてーってさ。理り屈くつとかじゃ、抑えきれない感じ」


    「じゃあ……さ。お前は誰かを、その……そういうふうに好きってことか？」


    　そう聞くと、龍たつ彦ひこは妙みように子どもじみた笑顔になった。


    「まーねぇ、そーゆうこと。だから、たっちんがさ、そのカナデちゃんと恋愛モードになってくれると、こっちとしてはありがたいかなーと思ってるわけでして」


    「は？　なんで俺がそこで出てくんだよ」


    「ふふん。激ニブのモテ男にはわかるまいッ！」


    「俺はニブくも、モテでもねぇ！」


    　俺がそう言うと、龍彦はビン底眼鏡めがねをキラリと光らせて、


    「…………ふっ」


    　首を左右に大きく振りつつ、妙に癪しやくにさわるため息を吐ついた。


    「てめぇ……」


    　言われっぱなしなのは俺の沽こ券けんにも関わるので、反撃してやることにする。


    「つーかさ、俺はいいとして、お前のほうこそモテてるって話じゃねえの。この間見たぜ？　なんか先輩にやけに気に入られてるみてーじゃん。龍彦くん、かわいーってか？」


    　ピクッと、龍彦の右眉の端が吊りあがり、表情が一瞬にして凍る。


    　最近覚えた龍彦の癖くせ。触れてほしくない話を振られたときに、よくこの反応をする。


    「あ、あれは……。モテてるとは言わない……よ」


    　急激に声のトーンがしぼんでいく。肩をがくりと落とすと、ただでさえ低い背がより小さく見えた。


    　龍彦は、急に憑つきものをもらったかのように、ブツブツと消え入りそうなか細い声で、「あれは違う……あれは……違うんだ」などと、うつむき加減につぶやいている。


    　若じやつ干かんかわいそうになってきたような気がするが。


    　すまん、面おも白しろさが先に立つ。ああ性格悪いな、俺。


    「なんだっけ。前にちらっと聞いたんだが……あ、そうだカスミ先輩！　いいじゃねえの、繊細な感じの名前でさ。なに、どういう関係？　実はもう名前で呼んじゃったりしてんじゃねぇの」


    　ヒマさえあれば、龍彦に絡からみに下級生の階までやってくる一コ上の先輩がいるらしい。


    　龍彦とはクラスが違うからあまりくわしくは知らないが、一度、必死の形ぎよう相そうで逃げていく龍彦のあとを、すさまじい迫力と、満面の笑顔で追いかけていた女の人を見かけたことがある。


    　おそらく、あの人がカスミ先輩だったんだろう。


    「……ちがうって。カスミが苗みよう字じ。神に住むで〝神住〟。名前は織おり花かっつーの」


    「ほー。なんだよ、やっぱ結構仲いいんじゃねえか。なによ、どこで知り合ったん？」


    「うっさい！　よけいなお世話！　話とかしてると、あの人、ホントにどっかから突然出しゆつ没ぼつしかねないんだってッ！」


    　気配をうかがうようにきょろきょろと見回して、急に龍たつ彦ひこはぱんっと両手でほおを叩き、頭をぷるぷると振った。どうやら必死に切り替えようとしているらしい。


    「くくっ」


    「たっちん、笑うな！　ほんと笑いごとじゃないんだから、アレ」


    「へいへい」


    　俺が笑ってるのはお前が面おも白しろいからだ、と思いながら笑いをこらえた。


    「じゃあ、あれか。龍彦の好きな人ってのは、その先輩……」


    「ち、ちがうよっ！　なに、たっちんホントにわかってないの？」


    「は？　違うのか？　じゃあ、誰だよ」


    　龍彦はちらっとこちらを見てから、そっぽを向いて「にぶっ」と言いやがった。


    　その態度自体は頭にくるが、意味がわからないだけに、いまいち怒れない。


    「……意味わかんねーぞ。なんだよ、俺の知ってるヤツか？」


    　俺がそう問うと、龍彦はもう一度「ほんっと、にぶっ」と、ぷっと吹き出して笑った。


    　──そのときである。


    「好きな人？　龍彦くんの？　もー、そんなの決まってるよねぇ。ね！　ね！」


    　いきなり背後から聞き覚えのない女子の声がした。


    「お？」


    「……げ」


    　俺と龍彦が同時に後ろを振り返ると、そこにいたのは、なにがそんなにうれしいのか奇異に思えるほどに満面の笑みをたたえた女の人。


    　ネクタイのカラーから、彼女が上級生であることはすぐにわかった。


    　首あたりで短めに巻き込んである赤みがかった髪。ふっくらとしたピンク色の唇は潤うるおいのある光を宿している。そして、胸元はなにやらわざとらしくはだけていた。


    　派手に化粧めいているわけではなかったが、龍彦を見つめる表情はつやっぽく、顔の造形そのものに残るあどけなさとはギャップがあった。


    「た・つ・ひ・こ・くん。やっほ～。もー、龍彦くん、昼休みもどこか行っちゃってたんだもん。会えなくて寂しかっ──」


    「お、織おり花かぁぁぁぁああ！」


    　先輩が言い終わる前に、龍彦が感激の……もとい、驚きよう愕がくの叫び声をあげた。


    　この人が神か住すみ織花さん、か。


    　天敵に見つかった小動物のごとく、体中を硬直させる龍彦。


    　顔が恐怖とも、恐きよう悦えつともとれるような異様な歪ゆがみをかたどっている。


    「お、お前……い、いつから後ろにぃぃ！」


    「ん？　ついさっき。ね！　恥ずかしがらずにこの人に言ってあげてよ！　俺の好きな人はコイツだ～って。ね？　ね？」


    「う、うわぁぁぁぁあ！」


    　龍たつ彦ひこが青ざめた悲鳴をあげながら、逃亡を図った。


    「…………た・つ・ひ・こ・くん！」


    　が、その逃走劇は一瞬で幕切れてしまった。わずか数メートル先で龍彦を捕ほ捉そくし、変則型の羽は交がい締じめともとれるような背後からの抱きつきで、一心不乱に愛を表現するカスミ先輩。


    「もー、なんで逃げるのよ～、龍彦くん。いくら人前だと恥ずかしいからって」


    「お、お前と一緒にいることが恥ずかしいんだってッ！」


    「いくら将来を約束した間柄でも、学校で一緒にいるのは恥ずかしいってこと？　もー、ウブで紳士なんだから！　さすがわたしのナイト様！」


    「そういう意味じゃねーッ！　だ、だいたい俺がいつどんな将来の約束を……。うぁああ、いでででででで！」


    　晴れやかすぎる笑顔のままに龍彦をギリギリと締めあげていくカスミ先輩。


    　一応、格闘技経験者なのでわかるが、締め方が非常に的確だ。


    　偶然なのか、本当の手て練だれなのかわからないが、なかなかの強つわ者ものらしい。


    　龍彦のほうはどんどん顔色も悪くなっているし、若じやつ干かん泡を吹きかけていてヤバそうな気配がそこはかとなく漂ただよっている。まあ、先輩に抱きつかれている歓かん喜きの象しよう徴ちようだと思っておこう。いや、そうに違いない。


    　なんにせよ、すぐには収しゆう拾しゆうがつきそうもないので、


    「龍彦ー、約束忘れんな。ちゃんとあとで来いよ、先輩と愛の語らいが終わったら」


    　龍彦の頭をできるだけ無む慈じ悲ひにぽんっと叩き、母親譲りの意地悪くしかみえない笑みだけを残して、二人きりにしてやることにした。


    「あ、愛の語らいだって！　ね！　ね！　聞いた、龍彦くん！　もう、ヤダヤダー」


    　カスミ先輩がぱっと顔を赤らめ、龍彦をぶんぶんと左右に振り回した。


    　良かったな、龍彦。かわいい先輩じゃねぇか、はははは。


    「た……たっちん。たすけ……ぐえぇ」


    　聞こえない、聞こえない。
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    　防音仕様になっているため、ほかの教室よりも重いクリーム色に塗と装そうされた鉄製の扉とびら。


    　それをがちゃりと開くと、ベースの奏かなでるぼろんぼろんというリズミカルな低音が聞こえてきた。ここは三年前まで使われていた、いわゆる旧校舎の音楽室だ。そこが今は軽音部の部室となっている。普通の教室よりも若じやつ干かん広めで、黒板には元々五線譜が刻み込まれている。部屋の隅には、スチール製の譜面台がいくつか無造作に放置されていた。


    　備えつけのグランドピアノは、今はもうほとんど使われることはなくカバーがかけられているのだが、そのカバーすらもかなりの埃ほこりをかぶっている。


    「おっす」


    「遅いよー、颯そう」


    　ベースの手を止めてそう言ったのは、俺の中学からの親友兼けん相あい棒ぼうの氏うじ家いえ太た一いちだ。


    　例の事故にあってから、すこしあとだったと思う。


    　太一が俺と同じマンションに引っ越してきたのは。


    「わりぃわりぃ」


    「ほんとに悪いと思ってる？」


    「思ってる思ってる」


    「颯が言葉を二回繰り返すときは、思ってない証しよう拠こ」


    　太一はそう言いつつも笑みを保ち、さらりとつややかな茶ちや褐かつ色しよくの髪を搔かきあげた。


    　顔立ちも中性的なうえ、まるで女の子のようにスラリとした体型で、透すき通りそうに薄く白い肌をしている。


    　あまり身体が強くなく、学校も病欠しがちだ。


    　中学のときから、体育の授業にもほとんど参加することがなかった。


    　俺も右目のことがあり体育は基本的にサボリ組だったので、その点でも気があったのかもしれない。くわしくは聞いていないが、なにか生まれつきの持病を持っているということらしく、薬をいつも携帯している。


    　切れ長の目はいつも穏やかで、人当たりも比較的いいが、あまり積極的に人と深く関わろうとしない。人当たりがいいぶん、よく見ていないとわからないが、意外と人見知りもする。


    「まあ、いつものことだし。いいけどさ」


    「おいおい、いつもってことはねぇだろ。たまに、だよ。たまに」


    　太一は「そうだっけ？」と、イヤミのない笑顔を浮かべた。


    「あれ？　そういえば、今日は龍たつ彦ひこくん誘うって言ってなかった？」


    「あー……まあ、誘ったんだけどよ。やんごとなき事情ができて遅れるそうだ」


    　生きてさえいれば、だがな。


    「……？　そうなんだ？」


    　そして、バンドのメンバーはもう一人いるはずなのだが、どうも姿が見えない。


    「なぁ、太一。あいつは」


    　言いかけたところで、奥にある機材の準備室のほうから、なにかが崩れ落ちるような金属製の連れん鎖さ音おんが響いてきた。


    　突然の大きな物音にぎくッとして、その方向に目をやる。


    　静せい寂じやくが室内に戻ったあと、がしゃがしゃという物音に混じって、「ちっ、まずった」という舌打ちまじりの声が聞こえてきた。


    「……そこ？　みたいだな」


    「うん、そこ」


    　太た一いちがおかしそうに目を細めて、苦にが笑わらいを浮かべる。


    　ややあって、あいつが準備室からスネアドラムを持って出てきて、


    「お、やっと来たのか、ラブエンジェル！」


    　と、俺を見て開口一番そう言った。


    「…………は？」


    　なんだ、今の妙みようちくりんな呼び名は。


    　もしかしなくても、対象者は俺か？


    　俺の疑問をよそに、ドラムをその場に置いたそいつは、ダッシュで駆け寄ってくる。


    　そして、いきなり右の正せい拳けん突きを俺にお見舞いしてきた。


    「なっ」


    　身体に染しみついた咄とつ嗟さの反応によって、左手でそれを受け止めてガードしきったが、俺の手のひらは、ぱぁんと盛大に威勢のいい音をたてた。


    　受け止められても、その女は拳に込めた力を緩ゆるめようとしない。


    　ピックでかるく一度弾くだけで、そのままプツンと切れそうなくらいに張りつめた視線が怖い。


    「よう、璃り奈な。一応、聞いてやるが……なんだ？　そのラブなんとかっつーのは」


    「そのまんまだよ、この色男。高校に入ってはやくも浮き名流すとはさすがだねぇ。とてもボクには真ま似ねできないねぇ」


    　ギリギリとさらに拳に力を込める。


    　だがそれだけで終わらず、さらに左の上段蹴りが綺麗に回り込んできた。


    「くっ、この」


    　俺は右目が見えないぶん、左側からの攻撃に反応が遅れる。


    　ガードは間に合わないと判断してしゃがみ込むと、頭上でひゅんっと空気を裂く音がした。すんでのところでなんとか避よけきったようだ。


    「ちっ……当たらなかったか」


    「ちっ、じゃねえよ！　んだよ、いきなり」


    　アルトな高さのよく通る美声。


    　それを活かさずに、実に男らしい口調で堂々と話すこいつは円えん藤どう璃奈。


    　俺の人生で一番つきあいの長い、いわゆる幼なじみってやつだ。


    　それにしても、はた迷惑な挨あい拶さつがわりの一撃にしては容よう赦しやがない。


    　今の瞬間にスカートの中の白が見えていなかったら、もうすこし文句を言ってやるところだ。


    　とりあえず、鑑賞料ぶんはマケといてやる。


    「ふん、この変態男が。変なことされるまえに、ボクのほうから先制の護ご身しん術じゆつをお見舞いしてやっただけだよ」


    「それは護身術とは言わん。だいたい、変なことってなんだよ」


    「今さらしらばっくれるなよ。聞いたぞ、朝のお前の痴ち態たい」


    「痴態って……」


    　名前の通り、璃り奈なは一応れっきとした女性だ。


    　──生物学上は、というのが枕まくら詞ことばにつくわけだが。


    　キリッとした意志の強そうな瞳と、腰辺りまで伸ばしたストレートな黒髪が印象的で、前髪は眉のあたりで均等に切りそろえている。


    　よく言えばモデル体型というやつだが、要するに出るべきところはそんなに出ていない。


    　自分のことを〝ボク〟と呼び、小学校のころから習っている空から手ての実力は筋すじ金がね入りだ。


    　通い続けている道場では、師し匠しようをのぞけば一番の腕前で、師し範はん代だいまで務めている。


    　実を言えば、先に空手を始めたのは俺のほうだった。璃奈もそれにつきあうように通い始めたのだが、俺は右目の視力をなくしてから、やめてしまった。


    　今となっては空恐ろしくて、下へ手たにからかえない。


    　そのほかのスポーツも万能で、比較的成績もいい。文武両道を地でいくようなヤツだ。


    　しかも男らしい口調で、性格も口調以上にさっぱりと男らしい。


    　そんな面がいいのかどうか俺にはよくわからないが、とにかく女子にモテまくる。


    　後輩（すべて女子）からのバレンタインチョコレート（本命）ゲット最多記録二十七個。


    　女子の靴箱に放り込まれた溢あふれんばかりのチョコレート。そんな劇画的風景を、俺は初めてこいつの靴箱で見た。


    　中学の卒業文集に載せる思い出づくりの一環で行った各種ランキングでは、なみいる男子を押しのけ『この学年でもっとも男らしい人第一位、もっともカッコイイ人第一位』という男子部門のランキングにおいて見事二冠の栄えい誉よに輝いた。


    　ほかにもこいつの男おとこ勝まさり──いや、男前なエピソードをあげればキリがない。


    　俺も女の子と接すると言うよりは、ケンカもできる男友達。ある種、兄弟のような関係だと思っている。それは、璃奈も同じだろう。


    　それにしても、どうやらこの噂うわさの感染速度は、俺が思っていた以上にはやいようだ。


    「もう……お前まで噂話がまわってたのか」


    「まわってるから言ってんだろ。颯そうくんは頭まわってますか？　はやくも色ボケですかねえ？　今度はボクが、ネクタイでも締め直してあげましょうかね」


    　璃奈が危険な眼まな差ざしを俺に向けたまま、くいっと俺のネクタイをつかむ。


    「よせ。お前にやってもらった場合、必殺の首締めに移行されかねん」


    「ふーん。あの子はよくて、ボクじゃダメか。やっぱり相当……」


    「う、うっせーぞ、璃り奈な！　そういう問題じゃねぇだろ。別にお前に関係ねえし」


    「かッちぃん。まあ、ね……。いいわ、確かに関係ないし」


    　そこで、璃奈はようやくネクタイをつかんでいる力を緩ゆるめた。


    「しょうがないから、この話はやめてやるよ、ラブエンジェル」


    「その妙みような呼び方もやめろっつーの！」


    「妙って……かわいそうに。あー、かわいそうだ！」


    　と、大げさに右手で顔を覆おおい、天を仰いだ。


    「はぁ？　なにがだよ。ワケわかんねーことを……」


    「ここまで言ってもまだ思い出せねーの。だったら教えてやるよ。ラブエンジェルって、颯そうが小学校のとき、初めて書いた歌詞のタイトルじゃん！　作った本人に忘れられたラブエンジェルの気持ちになってみな！」


    　なかば意味不明の逆ギレをかましながら、璃奈は俺にびっと指を差してすごむ。


    「…………む？」


    　脳の「忘れたいゾーン」に圧縮陳ちん列れつされた記憶から、そのキーワードを検索してみる。


    　……ヒット一件。なんてことだ、思い出せてしまった。


    　言葉の意味もロクにわからず、好きな歌の言葉やシーンを適当にくっつけあわせて作った、初めての歌詞。内容うんぬんではなく「自分にもできた」ということがうれしかった、あのころ。


    　そう。確かにその歌詞のタイトルがそんなだった。


    　たぶん、あの母親が『白衣の天使』などと呼ばれていることをまだ知らなかったんだろう。


    　知っていたら確実にこんなタイトルはつけない。間違いなく。絶対に。


    「思い出したみたいだな」


    　璃奈に勝ち誇った顔をされ、意味もよくわからないままに、なにかに負けた気分になってきた。


    「くっ」


    　つーか、なぜそんなものをお前は覚えてるんだ。俺も忘れてたのに。


    　もうなんだかとても、やるせない気持ちになってくる。


    　だが、後悔先に立たずとはよく言ったものだ。


    　あんなものを璃奈に見せてしまった、幼いころの無む邪じや気きでドアホな自分に乾杯。


    「そ、そうだったんだ。ラブエンジェル……か。知らなかった」


    「小学生のときだぞ！」


    「そ、そうだよね」


    　今は太た一いちの「大丈夫だよ」という優しい目がむしろとても痛い。


    　たのむから、そんな目で俺を見ないでくれ。やるせなさが倍増するから。


    「つーか、もしかして、例の噂うわさの件って、太た一いちまで知ってるわけ？」


    「あー、うん。残念ながら。さっき颯そうと昼飯食べ終わって、教室戻ったときには、ウチのクラスにも話がきてたかなあ。僕ちょっと聞かれたもん、颯と仲いいから、って」


    「はぁ……さいでっか」


    「まあほら、みんな羨うらやましいんだよ。ね、円えん藤どうさん」


    　太一。ホントにいいやつだな、お前は。


    「太一は颯に甘すぎ。そもそもこいつが相手じゃ……逆にその子がかわいそうかな、と」


    　そんなナイスフォローを一瞬で無むに帰きす璃り奈な。


    　お前はもうちょっと俺に気を遣え。


    　なんだかもう下へ手たに反論する気すら失うせてきた。


    「ま、アンタもついに年ねん貢ぐの納おさめどきだな。責任はしっかりとってやるんだぞ。男なんだからな」


    「なんの責任だっ！　人聞きの悪い言い方すんな！」


    「だって、お前キスして、あまつさえ胸まで触ったんだろ？　興奮しすぎて、路上で強引に」


    　……………………は？　なんですと？


    　プスンと音がして、思考回路が停止する。


    「性春の暴走っていうの？　まあわからんけどさ。ガキのころから知ってるから忘れがちだけど、あんたも年ごろの男だったってわけだ。卑ひ劣れつだな、路上でそんな……」


    「しっ……してねぇよ！」


    「ん？　胸タッチはナシだった？」


    「キスだってしてねぇぇぇぇぇえ！」


    　ついムキになって叫んでしまった。それ自体が恥ずかしい叫びだったことは、あとになって気づいたりしたが、些さ末まつな問題だ、そんなのは。


    　俺が練習開始前から俄が然ぜんやる気を喪そう失しつしていると、突然に鉄製の扉とびらが思い切りよくドーンと開いて、龍たつ彦ひこがなんとも情けない調子で転がり込んできた。


    「か、かくまってッ！　お、追っ手が来るから！　俺はいないって言って！」


    　あ、生きてたんだね。


    　ヨカッタヨカッタ。
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    　そのあと、案あんの定じようカスミ先輩が龍彦を追って部室にやってきた。


    　龍彦は準備室にかくまってやり、太一が「今日はまだ来てないみたいですよ」とにっこりと、本当にこれが噓とは微み塵じんとも思えない顔で噓を吐ついて、先輩にはお帰りいただいた。


    　こういうときは、無ぶ愛あい想そう面づらの俺などより太た一いちの人のよさそうな笑顔のほうが信頼感が強い。


    　それでも先輩は、龍たつ彦ひこの行方ゆくえについての情報をすこしでも拾おうと、かなり粘ねばっていた。去り際ぎわに浮かべた、なんとも切なそうな表情が胸に痛い。


    　まあ、ほんのすこしだけ。


    　そんなこんなで、ようやく練習を始められたのは、予定の時間を三〇分以上過ぎたころだった。


    　ちなみにバンド内での担当パートは、ギターが俺、太一がベース、璃り奈ながドラム。中学のときは俺や璃奈が気まぐれで交代にボーカルをやっていたのだが、正式に参加してくれれば、龍彦が文句なくボーカルだ。


    　俺は曲と詞を書いていたりもするのだが、先ほどからやや自信喪そう失しつ中。


    　バンド名は、まだ決めていない。


    　ちなみに、この学校の軽音部はそのほとんどが幽霊部員である。


    　軽音部に入っていると言えば、実質は帰宅部でも多少女の子ウケがいいというので、部員数だけはこと足りている。


    　実質の活動部員が少ないので、新入生でも週に一度は自分たちだけで部室を使えるようになっている。練習のために金を払ってスタジオを借りるのは、高校生の財布からするとけっしてバカにはならないし、これはありがたいところだ。


    「じゃあ、いこうか」


    「うん、いいよ」


    「じゃ、璃奈よろしく」


    　璃奈がスティック同士を三回叩きあわせ、ハイハットが小気味のよいリズム音を響かせ始めた。


    　最近流行しているポップス曲のコピー演奏だ。しばらくインストで演奏の練習をしてから龍彦がそれにあわせて、すこし恥ずかしそうに歌をあわせていく。


    　元々練習の予定にはなかった曲で、龍彦が好きだというので急きゆう遽きよ取り入れたのだが、シンプルなコード進行なので覚えるのはさほど難しくなかった。


    　演奏に歌声が乗ると、改めて龍彦のボーカルはいいなと思える。


    　声変わりしていないわけではないようだが、高音でも声量が落ちず、音の広がりを感じさせる伸びやかな声だ。


    　実際にこの曲を歌っているアイドルもどきの歌手より、よほど魅力的だと思う。


    　龍彦をボーカルにしたいんだ、と俺が言ったとき、太一はいつも通りの笑顔で「いいんじゃない？　颯そうが見込んだ人なんだし」と言ってくれたが、璃奈は渋い顔をしていた。


    　だが、実際に龍彦の歌を聴かせたあとは、璃奈を納得させるのもそう難しくはなかった。


    　口に出すわけではなかったが、実は結構気に入っているようだ。


    　当面の目標は、龍たつ彦ひこを正式にボーカルとして迎え入れ、二週間後に行われる文化祭でのライブにチャレンジすること。


    　俺と太た一いちと璃り奈なの三人は中学のときから一緒にやっているし、龍彦が歌さえ覚えてくれれば、まったくサマにならないということはないだろう。


    　同じ曲を何回も繰り返して間違いやすい箇か所しよを重点的に練習していたら、すぐに規定の時間を過ぎてしまった。


    「ンじゃ、今日はこんくらいにすっか」


    　ラスト部分のギターソロパートを演奏し終えた俺は、手を止めて言った。


    　教室の壁にかけられた丸時計を見あげると、時刻はもうすぐ六時を回るところ。


    　空の色が変わりゆく兆きざしが、窓に切り取られた景色からも見て取れた。


    「うぃーっす。ちょうど喉のど痛くなってきたトコ」


    「わかった。お疲れさま」


    「あぁああ、疲れた。なんか飲みもんおごれぇ。あ、ボクは午前の紅茶ミルクティーでいいから。よろしくな、ラブエンジェル」


    　まだ言ってやがる、こいつは。


    「誰がおごるか！」


    　首に巻いたタオルで汗をぬぐい、教室の前部分にあるひな壇にどっかりと腰掛けた。


    （にしても……どうすっかな、ほんとに）


    　とりあえずこの場では最低限の誤解は解けたものの、これからのことを考えると暗あん澹たんたる気持ちになってくる。


    　もしかしたら、すでに火か中ちゆうの栗くりのようになってしまった菜な月つきも、この噂うわさを耳にしているかもしれない。まだ知らないとしても、時間の問題だろう。


    　それを聞いたとき、菜月はどう思うのだろう。


    　どんな顔で、その話を聞くのだろう。


    　イヤがるだろうか。


    　それとも、恥ずかしがるだろうか。


    　その場で──笑顔で、否定するだろうか？


    　なにを？


    　肯こう定ていするなにかがあるはずもないのに。そんな菜月の姿を想像するだけで、妙みように胸の奥が息苦しくなる自分に、思わず苦笑してしまう。


    　ただ、実際に俺と菜月がそういう関係ならばともかく、単に噂だけが先行するというのは俺にとってはもちろん、菜月にとってもありがたい状態でないことは確かだ。


    　俺はまぁ、まだいい。相手はかわいい女の子だ。でも、菜月は……。


    　その想像は無む性しように俺自身をいらだたせた。


    　妙に渇く喉のどを潤うるおすため、ペットボトルのスポーツドリンクを最後の一滴まで飲み干していく。


    　と、いきなり冷たいなにかがピタッとほおに押し当てられて、思わず「うぁっ」とうわずった声をあげてしまう。見あげると、その正体は太た一いちの持つ凍らせたペットボトルだった。


    「どうしたの？　颯そう。らしくないね、さっきから」


    　太一はいつもの笑顔を崩さないままそう言って、そのまま俺の隣となりに座った。


    「ん？　そんなことねぇって……」


    「ふうん。僕はてっきり、菜な月つきさんのことを考えてるのかと思った」


    「た、太一ぃ。お前までそういうこと言うかなぁ」


    　大げさにうなだれた俺を見て、ははっ、と太一がめずらしく声に出して小さく笑う。


    「違うって。そういうことじゃなくて。ただ、その……菜月さんの心配をしてるんじゃないかなって思ったの、颯がさ」


    「……べつに、心配なんて」


    　そう言うと、太一はにっこりと、今度は声を出さず、やわらかに微笑ほほえむ。


    「颯のいいところだし、悪いところ。思い込んで、それを自分の中だけでため込んだらダメだよ。優しい人の思いこみは、人を傷つけることもあるからさ。颯、そういうとこあるし」


    「俺はため込んでなんてねーって。なんも」


    「うん、ならいいけど。まあ大丈夫だよ、颯なら」


    　そう言って目を細め、ぽんぽんと俺の肩を二度叩いた。


    　俺の親友たる氏うじ家いえ太一というヤツは、よくこういう色々なものを見み透すかしたような物言いをする。的まとを射いているような、どこかまったく違う、遠くまで見つめたうえで言葉を紡つむいでいるような。


    「なにが大丈夫なんだか」


    　俺が立ちあがろうとしたとき、旧音楽室のクリーム色をした重い鉄製の扉とびらをがちゃりと開ける音がして、ゆっくりと扉が開いていく。


    　軽音部の先輩だろうか。


    　そちらに気だるげに目をやると、


    「あ……こ、こんにちは」


    　栗くり毛げのふんわりとした髪に、くりっとした愛らしい瞳の美少女。


    　彼女が、おそるおそるといった感じで部室をのぞき込んでいた。


    「菜月……どうしたんだ？」


    「あの、拓たく真まくんがここにいるって聞いたから」


    　ダンボールで捨てられた子犬のような、うるうるとした瞳で見つめてくる。


    「そ、そうか。なんか用か？」


    　大丈夫か、俺。


    　心しん拍ぱく数すうがあがっているぞ。抑えろ。


    「じゃ、颯そう。僕下で待ってるから。用が済んだら来てね」


    「え？」


    　すっかり帰りじたくを整えた太た一いちが、すっと横をすり抜けていく。


    　今まで俺と話していたというのに、一体いつのまに……。


    「ちょ、太一。おい！」


    「それじゃあ、また。菜な月つきさん。颯のこと、よろしくね」


    「あ、はい！　またです」


    　扉とびらの前ですれ違いざま、にっこりと微笑ほほえみあう太一と、菜月。


    　笑顔の似合う二人である。というか、最後にとてもよけいな一言がついていなかったか？


    　菜月はぺこりと大おお仰ぎようなお辞じ儀ぎまでしている。


    「じゃ、お疲れさーん」


    「は？」


    　間かん髪はつをおかずに、今度は龍たつ彦ひこと璃り奈ながそろって部室をあとにしようとしている。


    　いやいや、璃奈さん。


    　お前、ドラムセットすら片付け終わっていないんですけど？


    　龍彦が俺の座っているところまで差しかかると、菜月には見えない角度で、にやぁっとイヤな笑みを浮かべた。


    「なんだよ……」


    「グッドラックッ！」


    　ぽんぽんと俺の肩をわざとらしく叩く。


    　仕返しのつもりか。


    　さらに、龍彦の横にいた璃奈がこちらと菜月を交互に見て、


    「……ラブぅエンジぇル」


    　どこか遠い目をしながら無駄に流りゆう暢ちような発音で口走って、部室を出て行った。


    　そういうことをぼそっとつぶやくのはやめてくれ、たのむから。


    「なんなんだ……あいつら」


    「はは、なんだろう……ね」


    　あっというまに、二人っきり。


    　俺と菜月だけがぽつんと静まり返った部室に取り残された。


    　とにかく入れよと俺が促すと、菜月は小さくこくんと頷うなずいた。


    　ほかに誰もいないのに、おじゃましまーすと小声で言いながら扉を後ろ手で閉めた。


    「えっと……練習のお邪魔じゃなかった？　大丈夫？」


    「ああ、全然。ちょうど終わったとこだったし」


    「そっか」


    「おう」


    「…………えと」


    「…………うん」


    「………………」


    「………………（なんだよ、なんか言ってくれよ）」


    　一体、なんだなんだ？


    　──このすさまじく気まずい沈黙は。


    　周囲の空気が変に重たくなったように感じる。


    　じっとりとした湿気も肌に絡からんでくる。


    　先ほどまでは微み塵じんも感じなかった壁掛け時計の時を刻む音が、妙みように鮮明に耳に入ってくる。


    　明らかにどぎまぎしている菜な月つきを見て変に意識してしまっているからか、俺のほうも言葉がうまく出てこない。


    　髪を搔かきあげて、扉とびらとは反対側にある窓の外を見つめた。


    　なんとか、なにかを、なるべく急いで絞りだそうとして、


    「なぁ」


    「あの」


    　間の悪いことに、ようやく出てきた声が同調してしまった。


    　菜月は顔を真っ赤にしてうつむいた。


    「あ……あ、あたしはあとでいいから。た、拓たく真まくん。お先にどうぞ！」


    　まるで新婚初夜の嫁さんが、先に風呂でもと勧めているかのようだ。


    　って、ナニを妄もう想そうしてるんだ？　俺は。


    「い、いや。俺のは別にたいしたことじゃねえし……。つーか、菜月こそ、なんか用があって来たんじゃねえの？　なんなんだよ。意味わかんねえし、先に言えって」


    　とても不健全な──ある意味では健全だが──妄想を強引に振り払おうとして、そう口に出した。


    「あ……その……」


    　その言葉を受けた菜月のおびえたような目を見てハッとする。


    　我われながら今の言い方はぶっきらぼうすぎたかと、後悔した。


    　どうも俺はこんな口調が板についてしまっていて、うまくその場を取り繕つくろうということができないのだ。機転が利かず、勝手に空から回まわりして、結局こんなしゃべり方になってしまう。


    　太た一いちのように、どんなときでも穏やかな空気を生み出せるようなヤツを羨うらやましくも思うし、龍たつ彦ひこのように明るく誰とも境界線を作らずに他人と接することができるヤツに憧あこがれもする。


    　自分もそんなふうにできたら──何度も思ったことだ。


    　でも、できない。


    　できないんだと、思う。


    　こういう自分が、ときどき無む性しようにイヤになる。


    「その……えっと。あのね」


    　なにかを言いたいが言いづらいという菜な月つきの雰ふん囲い気きが伝わってきて──痛かった。


    　心のどこかがチクチクと針で突かれたようにうずく。


    「……すまん」


    「え？」


    「いや、俺こういうアレな言い方しか……できなくて。すまん。気分悪くさせたよな」


    「え？　ううんっ！　そんなんじゃないよ！　拓たく真まくんはなにも」


    　うつむいたまま首を左右に大きく振る菜月。


    「謝あやまらなきゃなのは……あたしのほう。ごめんなさいっ」


    　そう言って、菜月は頭が地につきそうなくらいの勢いで頭をさげた。


    　軽くウェーブのかかった後ろ髪も、そのご大たい層そうな礼にあわせて、さらりとしだれ落ちる。


    「あたしのせいで、なんか変な噂うわさが流れちゃったみたいで……その、ほんとにごめんなさいっ」


    「は？　あ、あぁ。そのことか。なに、それで……わざわざ？」


    　俺が訊くと、恥ずかしそうに目を伏せて小さく頷うなずく。


    　やはり菜月の耳にも、例の噂話は届いていたらしい。


    　どんな形で──なのかが気になるところだが。それはあえて聞かなかった。


    「いいって、そんなの。べつにお前が謝るようなことじゃねーし。つーか、そんなとこで立ってないで、座れば？」　


    　ちょいちょいと、俺の隣となりの木製ひな壇を二、三度叩いて、促した。


    　菜月は逡しゆん巡じゆんするようなそぶりを見せたが、ひな壇に座っている俺の左隣に、制服のスカートを手で押さえながら、腰を落とす。


    「拓真くんによけいな迷惑かけちゃって。あたし、ダメだなーって。いつも考え足りないところがあって……それで」


    　放課後の、完全下校時刻間ま際ぎわの、二人きりで静かな元音楽室。


    　そうでなければ今にも聞こえなくなってしまいそうなか細い声で、菜月が言葉を紡つむぐ。


    「それで？」


    「それで……その……あたしのせいで……」


    　喉のどの奥が震えているのか、続く言葉がうまく出せず、声の芯しんが揺らぐ。


    　そして、


    「なっ！」


    　ぽろぽろと菜月の愛くるしい瞳から溢あふれ出たのはナンだ？


    　頭の中がパニックになり、すぐにその名称が出てこない。


    「え。あ、な、涙なんて……なんで出ちゃ」


    　──そうだ。人はこれを涙と呼ぶんだった。


    「な、なんでって。お、俺が聞きたい！　泣くなって。泣くな、ばかっ！」


    「……う～ぅ」


    　目の前で、しかも二人きりの状態で、女の子を泣かせてしまった。


    　しかも、どうして泣くのか意味不明。自分史においては、完全に前ぜん代だい未み聞もんのシチュエーションにどう対処していいのやら、本気で情けないが、まったくわからない。


    　菜な月つきの涙は、今まで練習したどんなギターテクよりも、俺を混乱させた。


    　あたふたと狼ろう狽ばいする俺を尻目に、一向に泣きやむ気配がない。


    　もしも、こんなところに誰か人が来て今の状況を目撃されようものなら、それこそ翌日にはとんでもない噂うわさが飛び交っているに違いない。


    　もうそのときはどんな言い訳をしても誰も信じてくれなさそうだ。


    「別に泣かなくてもいいだろ……ほら」


    　ポケットからなんとか引っ張り出した紺色無地のハンカチを、菜月に手渡す。


    「で、でも……ひくっ。あ、あたしなんかと変な噂になって、拓たく真まくんがイヤな思いしてるんじゃないかなって思ったら……不安で。なんか、こわくなっちゃって。ごめ……泣くつもりじゃ」


    　なにか張りつめたものが唐とう突とつに切れてしまったかのように、受け取った俺のハンカチで目め頭がしらを押さえながら、泣きじゃくる。


    「菜月……」


    　菜月の泣き顔なんて、見たくはなかった。


    　ただ、俺の一方通行ではなかったということ──菜月が俺と同じ不安を抱いてくれていたという、その事実だけがうれしくて。むずがゆい感覚が心の中を駆け巡めぐった。


    「バカだな、そりゃこっちのセリフだ」


    「……え？」


    「お前が、俺なんかと噂立てられて……イヤじゃないかなって。どんなふうに思うんだろうって。すげえ不安で、さ」


    「そ、そんな！　あたしは全然いやなんかじゃ！　……なぃ」


    　勢いで言った手前か、菜月はかぁっと一気にほおを紅こう潮ちようさせ、首をすぼめた。


    　あまりにも愛らしいその表情を見て、つられてドギマギしてしまう。


    「……そ、そうか」


    「……うん」


    「俺も……イヤじゃ、ねぇよ。たぶん」


    　自分でも思いもよらなかった言葉が、すっと口から出てしまった。


    　今のは聞きようによっては、そういうことと捉えられてもおかしくない。


    　言ってから気づいて、羞しゆう恥ち心がむくむくと湧きあがってくる。


    「つ、つーか……むしろ全然気にしてねぇし。いや、マジでさ！」


    　照れ隠しもあり、わざとらしいほどに明るく振る舞った。


    　俺の言葉に、顔をあげる菜な月つき。


    　意外そうに目をぱちくりとさせたあと、「よかった」と小さくつぶやいた。


    　菜月は、俺の言葉をそのまま受け取ったようだ。


    　噂になること、それ自体はイヤだ。他人の好奇の目にさらされるようなことは、たとえそれが面白半分のことだとしても。苦手意識がぬぐいきれない。


    　でも、俺がもっとイヤなのは、菜月が……傷ついたりすることで。


    　お前がそんなふうに、泣いてしまうことで。悲しませることで。


    　いや、一番嫌いなのは、そうなっても、どうしていいのかわからない情けない俺。


    　それを真っ白に戻せるのなら。もしも、この世界で最大の善ぜん行こうが正直であることだとしても、俺はきっと、平気でいくらでも噓を吐つく。


    「だから、お前が泣く理由なんてなんもねぇから……な？　俺が泣かせたなんて、またまわりに広めたいのか？　菜月はさ、笑ってくれてるほうが……いいよ」


    　目尻に涙を残しつつも、菜月はうんっと大きく頷うなずいて、いつも通りの無む邪じや気きな笑顔を俺に向けてくれた。やはり菜月にはその顔が似合う、心底そう思う。


    　菜月の笑顔を正面に見据えて、俺は無意識のうちに、わずかに残った涙を指でぬぐっていた。


    　菜月がそれに抗あらがうことはなかった。


    　急激に落ちてきた陽が、部室と、俺と、菜月を──世界を、夕焼け色に包み込んでいく。


    　世界と、この二人きりの空間とをわかつ境界線は、夕焼けと夕闇がかけるグラデーションで、曖あい昧まい模も糊こになっていった。


    「拓たく真まくん。やっぱり、優しいね」


    「お、俺はべつに……優しくなんか」


    　そんなふうに直球で女の子から言われてしまうと、どう反応していいかわからない。


    　俺はたぶん、そう言ってもらえるような人間ではない。


    「ううん。あたし、最初にね、拓真くんの歌聞いたときに、なんとなく思ったんだ。あぁ、この人ってすごく優しい人なんだろうなって。そうじゃないと、こういうふうには歌えないんじゃないかなぁって」


    「俺の……歌？」


    「うん。拓真くんに初めて会ったとき。覚えてる？　拓真くんが一人で練習しててね。そのギター弾きながら、歌ってて。バラードっぽい曲だったんだけど」


    「あ、ああ。あのときか」


    　思い当たる節ふしはあった。


    「すごく優しい声っていうか。それに、拓たく真まくんの、その右目……かな」


    「あ……変、だよな？　これ」


    「え？　あ、違うの！」


    　見えない、普通の人とは色さえも違う右の瞳。


    「気にならないよ」とか「全然変じゃないよ」とか、聞き飽あきた優しい言葉はたくさんある。


    　でもそれは、普通ではないということを俺に強調する言葉でもあった。


    　そんな言葉なら、もう──


    「そうじゃなくて、とっても綺麗だなぁって思って。吸い込まれちゃいそうだなって思ったの」


    「…………え？」


    「うん。なんかね、あたし目が離せなくなっちゃって。あ、べ、べつに変な意味じゃなくてね！」


    「ば、バカ。わかってるって、そんなの言われなくても」


    「……わかってないよ」


    「……え？」


    　菜な月つきはすこし顔を赤らめながら、俺の顔を見つめていた。


    　無言のまま、じっと。


    　不意に、俺と菜月の指先が触れた。


    　俺はそれにまったく気づいていないような表情をつくったまま、タオルで顔を拭ふくのにかこつけて、自分の手を菜月から離した。


    「拓真くん」


    　菜月がすっと目をつむった。


    　夕焼けに染まった放課後、二人きりの教室。


    　すぐ隣となりに、目を閉じたかわいい同級生。


    　こ、これは。


    　もしかしなくても。あれ、ということか？


    　男の性さが、いや、生理的な本能なのだろうか。


    　自然とごくりッと生なま唾つばを飲む音が、自分の中から聞こえてきた。


    　鼓こ動どうが外まで響き渡っているのではないかと危き惧ぐしてしまうほどに、自分の意志に反して、心臓がとくとくと早はや鐘がねを打ち鳴らしている。


    　──落ちつけ、俺。


    　心臓は人が死ぬまでに脈を打てる回数が予あらかじめ決まっているという話があるが、それでいくと、俺は今この瞬間にかなりの寿じゆ命みようを浪ろう費ひしているに違いない。


    　──冷静になれ、俺。


    「な……つき」


    　震えだしそうな手を強引に落ちつけて。


    　菜な月つきの肩に手を──


    



    　ちゃらっちゃら～ん　ちゃーちゃーちゃぁ！


    



    　置きそうになったところで、怪盗アニメの有名なテーマソングが軽けい妙みような電子音で響いた。


    　瞬間、俺と菜月の二人は飛び跳ねるように距離をとり、お互いあさっての方向を向く。


    



    〝ぬあっ。しまった、マナーにすんの忘れてた〟


    〝あほ！　はやく消せ！　はやく！〟


    〝ぐあぁ、織おり花かだぁぁ。た、たっちんに……ばれたかな〟


    



    　帰るふりをしておきながら扉とびらの向こうに潜ひそんでいたらしい、愉ゆ快かいな仲間たちの不愉快な会話が聞こえてくる。


    　もうバレバレだよ。


    　馬鹿だねぇ君たちは。いや、ほんとに大馬鹿。


    「て……めえらぁぁぁぁあああ！」


    　極度の恥ずかしさと、いいところで邪魔された怒りと、ほんのわずかにホッとした気分とがない交ぜになり、ダッシュで扉に向かうと、聞き耳を立てているであろうヤツらに向けて、思いっきり飛び前蹴りを食らわせた。


    　どがぁんと鉄製の扉が音を立てて、荒々しく扉が開く。


    　その先にしゃがみ込んでいた龍たつ彦ひこ、璃り奈なの馬鹿二人が驚き惚ほうけた顔で「よぉ」と俺を見あげながら言った。二人は無言の目め配くばせをしたかと思うと、瞬またたく間まにそろって逃走を図る。


    「よぉ、じゃねえんだよ！　待て！」


    　逃げ足は璃奈のほうがはやいらしい。一足先に逃げた璃奈を、龍彦が必死に追いかけていった。


    　俺はいったん部室に戻り、ギターケースと鞄を搔かき集めるようにして拾いあげた。


    　ぱっと顔をあげたところで、はたと菜月と視線が重なる。


    「あ……その」


    　俺は菜月にかける言葉を必死に探して、


    「また明日な、菜月。俺はあいつらシメてくっから」


    　精一杯の強がりを口にすることしかできなかった。


    「うんっ、がんばって」


    　菜な月つきはおかしそうに笑っていた。


    「お、おう」


    　俺が菜月に背を向け、馬鹿どもの追撃を開始しようとしたところで、


    「あ、拓たく真まくん！　まって！」


    「ん？」


    　振り返ると、小走りに駆け寄ってきた菜月が、俺の右肩にすこしだけ手をかけたところだった。ぴったりと寄り添っているように思えるほど、二人の距離は近づいている。


    　俺の中にある名称不明なメーターがぴくんっと跳ねあがるのを感じた。


    　俺の思考がまわるより先に、すこしだけつま先立ちをする菜月。


    　次の瞬間──俺のほおに、やわらかく、ほんのりと湿り気のある感触がかぶさった。


    「……あ」


    　菜月は照れ臭そうにうつむいたまま、俺からすっと一、二歩離れる。


    　俺は思わず、まだすこしだけ温かさの残る箇か所しよを右手で覆おおってみた。


    　俺の意志に反して、ほおからどんどんと薄れていく不意に与えられた未み曾ぞ有うの幸福感。それを、どうにか取り戻そうとしている自分がいて。たった今起きたばかりのことなのに、もうすでに記憶の中のそれと実際の感覚が一致しなくなってしまっていた。


    「えっと……こういうのも、迷惑じゃ……ないかな？」


    　ほのかな幸せと、だからこそつきまとう不安が入り交じったような、子どもじみてもいない、でも大人でもない──そんな女の子特有の表情で、菜月は俺を見つめた。


    　胸の奥がこそばゆくなってきて、思わず目を逸そらす。


    「あ、あぁ。そう……だな。迷惑なんかじゃ、ない」


    　妄もう想そうと現実とは、かくもかけ離れてしまうものなのだろうか。


    　こんなときに気の利きいたセリフの一つも言えない自分が、本気で情けない。


    「へへっ。よかったー。うん、よかった」


    　菜月は両手を後ろ手に組みながら、そんな俺の機転の欠片かけらすら感じられない言葉にも、子どものように混じりっけのない晴れやかな笑顔を向けてくれた。


    　菜月はポケットから携帯電話を取り出すと、ストラップを愛いとおしそうに眺めて言った。


    「御ご利り益やく……あった、うん。やっぱりクマさんつけてきてよかった～。いつもだったら言えないこととか、言えた気がするし」


    　それは今け朝さ、恋愛運向上のラッキーアイテムとして、菜月が見せてくれたものである。クマのキャラクターにしては、相変わらずのブサイク面づらだ。


    「ああ、その反則なタヌキさん？」


    　こういうことだけは自然に言えてしまうのは、どうしてなのだろう。


    「むー、クマさんだってば～！　反則でも、ちゃんと御利益あったもん、だから──」


    「ちがう、御利益とかじゃねぇって」


    　俺は菜な月つきの言葉を思わず遮さえぎって。


    　だが、しっかりと──せめて、そこだけはしっかりと言った。


    　たとえば、そのラッキーアイテムがほんのすこしだけ運命を曲げてくれたのだとして。


    　今与えられた状じよう況きようが、本当になにかの御利益によるものだとしても。


    「そういうんじゃ、ねぇって」


    　俺は、そう断言したかったんだ。


    　菜月は俺の言葉の意味をつかみかねてきょとんとしていたが、ややあって、目を細めると「そうだといいな」と小さくつぶやいた。


    　そのあと、数十秒だろうか。数分だろうか。


    　重くも、軽くも、甘くも、苦しくもない。


    　先ほどの沈ちん黙もくとはまったく違う、綿わたのようにふわふわとした静せい寂じやく。


    「えっと、改めてですが……また明日、だね。拓たく真まくんっ」


    　菜月は、ばいばいと右手を振って、ほんのすこしだけはにかみながら、笑った。


    　今まで見たどの笑顔よりも自然な菜月カナデのそれである気がして、離れてしまうのが、なんだかもったいなく思えた。


    　今の今まで一度たりとも躊ちゆう躇ちよせずに出せていた「じゃあな」というたった一言が、うまく声にできない。


    「あとで……また、メールとかするわ」


    　俺はなんとかそう絞りだし、緩ゆるみそうになる口くち端はをすこしだけ結び直した。あえて振り返らないようにして、足早に部室をあとにした。


    「うん！　まってるねー！」


    　背後から菜月のはじけるような声が届いたが、俺は振り返ることができなかった。


    



    　もうすこしだけ、一緒にいたかったかな……。


    　そんなふうに感じてしまった自分に気恥ずかしさを覚えながらも、その感情を否定できない自分を感じていた。


    　同時に、気分の高こう揚ようとは違うところからくる、息の詰まりも。


    　それはたぶん、不安だ。


    　大切なものであればあるほど、大きくなる──それを失うことに対する不安。


    　今はただ、飲み込んで、フタをして、覆おおい隠すことしかできない。


    　わかってはいるんだ。


    　未来を怖がっていては、少なくとも前に進むことはできないということ。


    　そんなことは、わかりきっている。


    　頭では──。でも、心がついてこなかった。


    　斜しや陽ようを背に微笑ほほえむ君を、何度も、何度も思い返しながら。


    　そこに輝けるなにかを求めながら。


    　そんなことを、思っていた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　龍たつ彦ひこ、璃り奈な、太た一いちの三人は、一年生の下駄箱のすぐ近くにある昇降口のところで、俺を待っていた。盗み聞きしていたことも忘れてか、璃奈と龍彦の二人は堂々と「おせー」などと不平をもらしていた。


    　校舎を出るころには、すでに校門が閉じられるぎりぎりの時間になっていて、学校のヌシみたいになっている校務員のおっちゃんの「はやく出んと、とじこめるぞー」と至し極ごくつまらない、いつもの冗じよう談だんに追い立てられながら、学校をあとにした。


    　学校から駅までの途中にあるルーフつきの商店街を通り抜けていく間、龍彦は璃奈となにやら楽しげに話し込んでいた。


    　俺と太一はその二人の五メートルくらい前を並んで歩いていく。


    　それにしても龍彦と璃奈は、いつの間にそんなに話すようになったのだろうか。


    　幼なじみの俺から見ても、璃奈はわりと気難しいというか、取っつきづらいところがあるように思う。いまいち、なにを考えているのか読み取りづらいのだ。
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    　龍たつ彦ひこがあんなふうに接することができるのは、ある種、彼の性格の成せる技なのだろう。


    　と、璃り奈なが俺からの視線に気づいたようで、


    「なんだよ。ボクの顔になんかついてるかよ」


    　途と端たんにキッと機き嫌げんの悪そうな目つきになる。


    「いえ……」


    　幼なじみといえば、世話好きで、優しくて、毎朝「しょうがないなぁ」などと不満を言いつつ部屋に起こしに来てくれるような女の子を想像するかもしれないが、現実はこんなもんである。


    　璃奈も昔はもうちょっとすなおな性格だった気がするのだが、最近はますます璃奈の考えていることがわかりにくくなってきた。


    



    　なんというか昔から、お互いのことを変に色々知りすぎていたり、イメージができあがってしまっているせいで、逆に知らない一面や変わってしまった部分を認識することが難しいのかもしれない。


    　俺は肩をすくめて、前に向き直った。


    　この商店街は、住宅街の中に位置しているということもあり、溢あふれるほどではないが、夕刻時の生活感のある活気を有していた。たまにこの商店街の本屋やらファストフード店に寄って帰ることもあるが、部活のあとは大たい抵ていまっすぐ帰宅する。


    　主に食料品関連の店が賑にぎわっている中で、今日はめずらしく商店街の中に特設の机のようなものが用意されていて、イベントが行われているようだ。


    「ただいま、東とう都とドリーミングランドのオープニングキャンペーンを行っておりまーす。無料でお一人様一回ハズレクジなしの運試し！　お気軽に挑戦してくださーい」


    　カーキ色のスーツの上から、まったく似合っていないファンシーなキャラクターの描かれたエプロンをつけさせられた格好で、呼び込みをしている白髪まじりの初老の男性。


    　上面に丸い穴のあいた、大きめの赤い紙箱を抱えていた。


    　けっこういいトシだろうに、こんな仕事をさせられているのか。なんだか哀あわれというか、俺は将来こうはなりたくないなぁ、などと、頑張っているこのオヤジにとっては至し極ごく失礼な話ではあるが、条件反射的にそう思ってしまった。


    　ふと目をやると、そのオヤジと目があって、嫌いや味みなくらいの営業スマイルを向けられた。


    「いかがですかー？　学生さんでも大歓迎ですよー」


    　営業スマイルを無む為いにして、そのまま通り過ぎた。


    「やらないの？　颯そう。無料だって」


    　と、太た一いちがやや名な残ごり惜しそうな声で言う。


    「やらん。無料なんて言葉使ってるやつには、たいてい裏があんだって」


    　この商店街を抜ければ、駅前のロータリーで、改札口はもうすぐそこだ。


    「そういえば、颯ってああいうのホント興味ないよね、前から」


    「ああいうので、仮にいいもの当たったとしてよ、それでやったーとか喜ぶ自分を想像するのが、なんかイヤなんだよ。誰かに用意された幸せに踊らされてる気分ってやつが」


    「颯そうって……やっぱり変な人だねえ」


    　太た一いちがぷっと吹き出して、そう笑った。


    「そうでもないだろ、別に」


    「いーや、絶対変だよ」


    「あほ。俺が変だったらなぁ、世界中のやつらみんな──」


    　ガランガラーン。ガランガラーン。


    「おめでとーございまーす！　見事一等当選でーす！」


    　ガランガラーン。ガランガラーン。


    　背後でオヤジのしゃがれ声が大きくなって、古びた安っぽい音の鐘かねが打ち鳴らされた。


    　一体どんなツラのやつが踊らされたのだろうかと、そちらを振り向くと、


    「よっしゃー！　一等だってッ。俺こんなの当たったの初めてなんだけど。マジかよマジかよ。なんか、もらえるのッ？　ねっ、おっさん。なにくれんの！」


    　周囲にいる人間のほうが恥ずかしくなるほど、文字通り小こ躍おどり状態の龍たつ彦ひこがそこにいた。


    「はーい。一等賞品の、東とう都とドリーミングランド、プレオープン期間の特別一日ご招待券のペアチケットです！　おめでとうございまーす！」


    　鐘の音で道行く人たちの視線を集めていた龍彦は、見知らぬ通行人たちに向かって、満面の笑顔とピースサインを振りまいた。


    　どうしてか、俺の口から自然と一つ大きなため息が出てきた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　あっという間に陽も落ち、宵よい闇やみの迫り来る町並み。


    　屋根が段々型になっているマンションが立ち並ぶ団地エリアに差しかかると、駅周辺の商店や住宅が立ち並ぶエリアより幾いく分ぶん空が開けていた。


    　マンション同士の合間にある公園や駐車場のあたりは、普段は子ども達の遊び声が響いているが、それと同じ空間とは思えないほど、ひっそりと静まり返っていた。車の往おう来らいもほとんどない。


    　龍彦と璃り奈なの二人は家が離れているため、すでに別れを告つげ、今は同じマンションの住人である太た一いちと二人だけで歩いていた。


    「うーん、それにしても気前のいいおじさんだったねぇ」


    「なにが。あんのオヤジ、よけいなことを……」


    「はは、言うと思った」


    　太た一いちは、『東とう都とドリーミングランド　プレオープン無料パスポート』と印いん字じされているチケットをひとしきり眺めたあと、目を細めたやわらかな笑顔を崩さずに言った。


    　先ほど龍たつ彦ひこが引き当てたくじ引きの賞品である。


    　龍彦がこの賞品を引き当てたせいで、どうも妙みような展開になってしまった。


    　あの抽選所にいたオヤジが、妙な気を回して「お友達も一緒に行っておいで。特別だよ」などと、似合わないウィンクをしながら、もう二枚チケットを追加してしまったのだ。


    　そのあとの龍彦の反応は推おして知るべし。


    



    「なぁなぁなぁ、たっちん。これさ、例の彼女も誘って四人でダブルデートしようぜ！　俺と璃り奈なっちと、たっちんとさ。ね？　名案じゃない？　善ぜんは急げ！　今週の土曜に行こうぜッ！」


    



    　言うだけ言った龍彦は、俺の返事が可かか否いなかも一切聞かぬまま、強引に二枚のチケットを俺に握らせ、璃奈にもチケットを渡していた。


    　俺は、璃奈が「くだらない」と言ってくれるのを密ひそかに期待していたのだが、強引に握らされたチケットをちらりと見た瞬間に、イヤな予感がした。


    　それに気づいてすぐに璃奈を見やると──ああ、やっぱり。


    　璃奈の目はチケットの中にいるブタとクマのキャラクターに釘くぎづけになっていたのである。


    　普段のきつめな視線はすっかりと溶けきってしまっていて、もう完全にメロメロ状態だった。


    　璃奈はその男前な性格のわりに、こういったファンシーっぽさ全開のキャラクターに昔から目がないのだ。俺の中では、円えん藤どう璃奈にまつわる七不思議のひとつである。


    　ダブルデートうんぬんに興味はなくても──いや、実際ないだろうが──璃奈はこのキャラクターに会うためなら、雨が降ろうがドラムスティックが降ろうが遊園地に行ってしまうだろう。


    　だいぶ前に見たきりだが、璃奈の部屋には、某ぼうネズミ、某ネコ、某カエル、某パンダ、といった定番キャラクターモノから、最も早はやかわいいのかすら俺にはわからない謎の物体のぬいぐるみまで、とても女の子らしく璃奈らしくない物品が所狭しと飾られていた。


    　このマスコットキャラクターなど、特に好みそうな雰ふん囲い気きだと思う。


    　璃奈はチケットをまじまじと見つめながら、龍彦の頭を「よしよし」という感じで、ぽんぽんと撫なで叩いていた。ほおを赤らめているのが逆に怖いぞ、璃奈。


    　東都ドリーミングランドといえば、つい先日開園されたばかりの遊園地だ。


    　その安あん易いなネーミングとは裏腹に、最新鋭のヴァーチャルアトラクション技術を使用した設備、施設をいくつも備えている──と、なにかのニュースで見た記憶がある。少なくとも俺の趣味ではなかったが。


    　東とう都とといえば、元々は最近勃ぼつ興こうしてきているＷ３Ｔ系のベンチャー企業の中でも特に突とつ出しゆつして業績のいい会社だそうだ。『Ｗ３Ｔ』とはＷＡＲ・ＴＡＣＴＩＣＳ・ＴＥＣＨＮＩＣＡＬ・ＴＯＯＬＳの略称である──これは、一昨日くらいに、ちょうどテレビで見て覚えた言葉だ。戦争関連の業務を主な基盤としている新興のグループ会社らしい。


    　要するに、格好のいい言い方をした戦争屋、ということなんだろう。


    　くわしくは知らないが、その番組によると、戦争会社だからといって、かつてのように戦闘機や武器などの兵器開発を手がけているわけではなく、戦争に関連する仕事を総合的に手がけ、研究開発や、人材手配、コンサルティング業務などをその主な収入源としているらしい。


    　まあ、そもそも戦争自体にあまり関わり合いがない俺のような人間にとっては、かなり遠い存在であることには違いないが、最近は好調なその戦争関係の業績を元手にほかの業態に触しよく手しゆを伸ばしているらしく、色々なジャンルのＣＭで「東都」という文字を目にすることが多くなった。


    　遊園地、というかなり毛色の違う大々的な施設を手がけた理由も、東都自体のイメージアップが目的だと言われているようだ。


    　そんな裏側にある目的を知ってか知らずか、黒いブタと緑のクマのマスコットキャラクターがチケットの中で「おいでおいで」と手招きをしていた。


    



    「そんな顔してないで、颯そうも楽しんでくればいいじゃない。龍たつ彦ひこ君もさ、なんだかんだで喜んでたみたいだし。この遊園地だって、確かに最近話題になってるしね」


    「んなこと言っても、実際、菜な月つき誘わなきゃならんのは俺だぜ？　なんつって誘えばいいんだよ。だいたい、アイツが来てくれるかどうかなんてまだわかんねーのに、てめーらだけで話先に進めやがって」


    「大丈夫だよ。菜月さんなら、来てくれるって」


    「なんでわかんだよ」


    「なんとなく」


    「なんだそりゃ。根こん拠きよねーなぁ」


    「根拠なんて必要ないでしょ。大丈夫だよ、颯が誘えば。わかってるくせに」


    　妙みように確信めいた言い方をして、太た一いちは「大事にしまっときなよ」と俺にチケットを返す。


    　返されたチケットの中にいるマスコットキャラクターを見ていると、またひとつ、大きなため息を吐つきたくなった。


    「はぁ……。すげー気が重い」


    　俺がぐったりとうなだれるのを見ると、太一は小さく笑って、


    「でもさ、気が重いのは嫌だからっていうわけじゃ、ないんでしょ？」


    　なにかを見み透すかしたような目で笑って、ゆっくりと言った。


    「……ん。まあ」


    　太た一いちのこういうところには敵かなわないなと、いつも思う。


    　太一は人の気持ちというやつに、人一倍鋭えい敏びんなところがある。


    　悔くやしいくらいに羨うらやましい部分だ。俺には、ないから。


    「なんか悟ってんね、太一くんはさ」


    　だから、わざとすこし揶や揄ゆするような口調で言ってみる。


    「颯そう、それは違うよ。僕はなにもわかってないだけだと思うよ、逆に」


    「そういうもんかねぇ」


    「うん。ほんとはさ、颯のほうが色々なことを知って、感じられる。理解できる。でも、わかるからこそ、臆病になって表に出てこれない……。たぶん見えてないと思い込んでしまうような、枷かせになる感情があるんだと思う」


    　太一はときに、とてもわかるような、まったくわからないような、物言いをする。


    　それから決まって、瞳を悲しげに沈ませ、すこしだけ口元をあげる微笑を浮かべた。どうしてなのか、俺は太一がこういう顔をするときは、寂じやく念ねんがそこに込められているのではないかと感じてしまう。


    　だが、太一はそんな俺の思し慮りよすらどこ吹く風と言わんばかりに、


    「ま、要するに、僕の親友たる颯くんは、その外見とは裏腹にとても純じゆん朴ぼくで繊せん細さいで人にも自分にも優しいってことですね」


    　と、恥ずかしげもなく言って、目を細めた。


    「それ……ほめ言葉か？」


    「ん～、単純にそうとも言い難い」


    「ひっでぇな。お前はそーゆうトコがさぁ──」


    　俺はわざと不ふ機き嫌げんそうに言ったあと、太一の顔を見て、ぷっと吹き出してしまった。


    　太一もつられるようにして、笑った。


    「もし、菜な月つきが行けねぇみたいだったら、太一が一緒に行くか？」


    「いや……今回はどっちにしても、僕は遠慮しておくよ」


    「ん？　なんだよ。嫌いだったか？　こういうの」


    　まあ、太一の性格からして積極的に好きということはありえないだろうが。


    　ここまであっさりと遊びの誘いを断ることはめずらしいので、気になった。


    「……ん。いや、ちょっとね。だってさ、ダメだったらなんて保険考えてたら、うまくいくものもいかなくなっちゃうよ」


    　妙みようにお茶を濁にごすような答え方だった。


    「ま、いいけどよ。しかしさ、なんで龍たつ彦ひこがあんな喜ぶのかまったく理解できねぇんだよなぁ。璃り奈なとふたりで俺をからかうネタがほしいのかもしれんが」


    　すると、意外そうに目を丸くした太た一いちが俺をじっと見つめる。


    「んだよ」


    「……颯そうさ、それ本気で言ってる？　ほんとにわかんないの？」


    「は？　なにが」


    　前に向き直り顎あごに手を当て、眉根にしわを寄せて、真剣に悩みだす太一。


    「……ん～、颯はやっぱりちょっとこの手の話に鈍どん感かんすぎかも。それはそれでイイトコなんだけど」


    「おーい、話が見えないんですけど」


    「でもやっぱり、モノゴトには限度ってものもあるよね」


    「ちぇっ。なんだよ、そりゃあ」


    　俺がわざとらしくそっぽを向いたとき、歩道脇のガードレール上に設置されている深しん紅くに発光している硝子ガラス球が目に入った。


    　単なるオブジェでもなく、また、白色の光で街を照らすことを目的とした街灯とも異なる。


    　この国の道という道に張り巡めぐらされているものらしい。


    　ガードレールに沿って美しいまでに理路整然と並ぶそれは、この〈戦争〉において、ヘキサゴン領りよう域いきを手しゆ中ちゆうにしている組織を、そこに宿す〝色〟で示しているもの……という話だ。


    　ヘキサゴン領域とは、地図をすべて正六角形の領域に切り分けて、強引に全国を区分けエリア化したもの。


    　じっくりと硝子球を見ていると、中で深紅が一定間かん隔かくで動いているような気がした。意志を持った液体が蠢うごめいて、燃えさかっているかのような揺らめきが見て取れる。


    　実際にその瞬間を見たことはないが、ヘキサゴン領域の占せん有ゆう者が代わると、硝子ガラス球の発光色が規定された色に入れ替わるそうだ。


    （変な色だよな……よく見ると）


    　ただ俺が知る限りでは、自宅周辺や学校近くにある区域の硝子球に「深しん紅く」以外の色が宿されたことはなかったし、それが変化するようなこともなかった。


    「あれ？　そういえばさ、今日新しい曲持ってくるって言ってなかったっけ。まだできてなかったの？」


    　太一の言葉は、深紅の揺らめきを見て惚ほうけていた俺を現実に呼び戻した。


    「あー、いや。できてたし、持ってきてたんだけどよ。今日の練習は、なんかそんな気分じゃなくなったからな……。ちょっと待ってな」


    　右肩にかけた鞄かばんの中から曲データの入ったデータカードを探し出すため、中身をまさぐる。


    「今回のタイトルは？　もしかして、ラブエンジェル２とか？」


    　俺はその名称に過か敏びん反応して、ぴくっと動きを止めた。


    「……もう聴かせん」


    　鞄から取り出しかけていたデータカードを再びしまい込む。


    「あ～、ごめんごめん！　なんだよもう。軽い冗じよう談だんじゃないか。怒りっぽいぞ、颯そう」


    「言っていい冗談と、悪い冗談があんだよ！」


    　やや乱暴に、データカードを太た一いちに投げ渡す。


    「さんきゅ」


    　と言って、太一は難なくそれをキャッチした。俺と太一は、このデータカードを差し込めば曲データが再生できるタイプの携帯プレイヤーを持っている。中学時代から、曲のやりとりはいつもこの方法だ。相談して買った同機種の色違いを使っているので、保存フォーマットなどを気にしなくていいのが楽だ。


    「おう。まあ、いつも通りにデータ落としたらカードだけ返してくれればいいから」


    「うん。わかってるよ」


    「まあ、龍たつ彦ひこが正式にメンバー入ってくれればなぁ。ちゃんと歌入れもしてぇんだけど。とりあえず今回のコレは半分接せつ待たいだと思ってがんばるかな」


    　東とう都とドリーミングランドのチケットをひらひらと宙に揺らす。


    「ははっ、そうだね。でも……」


    「ん？」


    「でも、僕はやっぱり好きなんだけどね、颯の歌も」


    「おっ、うれしいこと言ってくれんじゃん」


    　さっき菜な月つきが言ってくれた言葉も手伝って、思わず口元が緩ゆるんでいるのが自分でもわかった。


    　恥ずかしさを隠すため、ギターケースの先端をぽこぽこと太一の頭に軽く打ちつける。


    「いててっ、やめてよ。なにすんの！」


    　とか反論しつつ、顔は笑っているぞ、太一くん。


    「……しかし今日はへばったねぇ。練習はいいとして、精神的に。なんであーも、人をよけいに疲れさせるんだか。中学のときよか、ぜってー馬鹿だらけな面子メンツになってる気がすんですけど、どう思う？」


    　太一は、「そうかもね」と言って声は出さずに笑顔を作った。


    　もうすこしで家についてしまうので、ギターケースをしょい直し、思い切り右腕を空に向かって突きあげて、背伸びをした。


    　伸びが頂点に達してから、一気に力を抜くと、一つ自然と息がもれた。ふと左ひだり隣どなりを見ると、太一がどこか思し案あんげに視線を宙に泳がせている。


    　そこには、先ほどまでのいつもの笑みはなかった。


    「……どした？　太一」


    「いやさ。もし、この世界が颯の言う馬鹿だらけだったら、本当はもっと楽しくて、素敵な世界になってたのかも……って思って」


    　太た一いちは、どこか遠くの空を見つめて、不思議な物言いをした。


    



    
      ──accelerando

    

  


  
    



    　　　２ｎｄ ＦＬＡＧ　楽園に捧ささぐサクリファイス


    



    　もしも。生きていることに本当のところ意味がないとして。


    　それを探し続けることが人に与えられる罪つみだとしたら。


    　僕らは楽園にその身を捧ささげた、生いけ贄にえなのかもしれない。


    　だからヒトは求めるのだろうか。


    　楽園という名のついた──その〈天国ばしよ〉を。


    



    　テレビから、淡たん々たんとして抑よく揚ようの薄いキャスターの声がもれ聞こえてくる。


    　今日は母さんが夜や勤きんなので、自分で飯を炊たき、おかずを二品つくってみた。豚ぶたのショウガ焼きと、野菜炒いため。特になんの感かん慨がいもなくそれを平らげていく。やや味が濃かった気がするので、今度同じモノをつくるときには、すこし醬しよう油ゆの量を抑えてみるか──なんて、家庭じみたことを考えつつ、食べ終えた食器をシンクに張った水につけておく。


    　食事中に見ていた音楽のライブ番組はすでに終わり、次は面おも白しろみのないニュース番組だったが、わざわざチャンネルを替えるのも億おつ劫くうなので、そのままにしていた。


    　さっきまで放送していたライブ番組に出演した俺の好きなバンドの新曲のサビのメロディが印象に残ったので、思い出しながら口ずさんでみる。歌詞までは覚えきれなかったので、そこは適当な言葉を当てはめながら歌った。


    「さて……」


    　ギターの練習を始めようか、それとも食後の音楽欲の補ほ給きゆうが先か。逡しゆん巡じゆんしてみるが、とりあえず食後にはまずいい音楽を聴くのが道どう理りだろう、という自分のすなおな願望が勝利した。


    　というわけで、携帯電話とデータカード差し込み型の音楽プレイヤーを持ってリビングからベランダに出た。


    　我が家は角部屋のため、ベランダが二つある。もう一つのベランダは死角にはなりやすいのだが、父さんの遺い影えいが置かれているので、どことなく気まずい。屋外での音楽鑑賞を楽しむときには、いつもこちらのベランダを使っていた。


    　すこしひんやりとした初夏の夜のベランダで、目を閉じながら、大好きな曲をヘッドホンから流れてくる大音量で聴きまくる。そうすると、不思議とその楽曲が奏かなでる世界に一体化できるような気がするのだ。こういうのを青春の一ページっていうのかね、なんてことを思ったりもする。


    　今日の一曲目として選んだのは「ABYSS DIVE」というパンク系インディーズバンドの「ヘブンズスター」という曲だ。


    　このバンドの楽曲はメロディセンスや演奏のテクニックはもちろんのこと、曲名につける名前の語感や歌詞の内容が特に気に入っていたりする。好きとか、嫌いとか、そういうレベルではなく、どこか俺にとってシンパシーを感じられる言葉を紡つむいでくれるアーティストなのだ。


    　ヘッドホンをつけて、ベランダの手すりに腕をのせてよりかかった。


    　ここはマンションの三階なのでそれほど高いわけでもない。ただ、団地のある方向を除き、ほかの建物の多くより高い目線で風景を眺めることができた。


    　闇色の空は濃紺の雲でびっしりと覆おおい尽くされ、月を隠していた。


    　今にも雨が降り出してきそうな気配がある。


    　階下を見下ろすと、アパートの雰ふん囲い気きを演出するぼんやりとした白熱灯とは別に、この地域のヘキサゴン領域の占有者を把握するための硝子球が、戦争という存在が確かにそこにあることの象しよう徴ちようのように、深しん紅くの輝きを夜の闇に妖しく漂ただよわせていた。


    　暗闇の中にあって、それはいっそう目立つ。


    〝さて、次は本日のヘキサゴン領りよう域いきの掌しよう握あく度ど推すい移いと、地域ごとの個別情勢変化の情報をお伝えします。変化があった地域は……〟


    　ニュースが戦争関連の情報を伝えはじめ、曲の再生をスタートしようとしたとき、菜な月つきからメールが来たことを示す「moon distance」というマイナーな曲を、携帯が奏ではじめた。


    　すぐさまプッシュボタンを押し、新着メールを確認する。


    　文面におそるおそる目を通していき、最後まで読んだところで思わず顔がほころんだ。


    　例の遊園地の誘い、菜月からＯＫが出たのだ。


    　ほっと安あん堵どしたのと同時に、どことなく心が湧き踊る感覚を覚える。


    　結局、本人を目の前にして誘いの言葉を口にする自信がなかったので、メールで事を済ませることにしたのだ。済ませるといっても、その作業はけっして簡単ではなかった。


    　何度も文面を読み返しては推すい敲こうし、送信ボタンをいざ押そうとしては、不安になりまた読み返すということを何度も繰り返したあとに、ようやくだ。


    　結局、無事メールが送信されたのは、メールを送ろうとし始めてから、かれこれ一時間が経過したころだった。


    　念のため、もう一度、返信されてきた文面を読み返す。


    　全体的に、にっこりとした顔文字や絵文字が多用されていて、女の子らしいメールだなと即座に読み取れる文面。菜な月つきとは機種が同じなので、絵文字もふんだんに使えるわけだ。


    　メールの最後には、


    



    〝楽しみにしてるねっ！〟


    



    　とあり、その後ろにハートマークの絵文字がふたつ並んでいた。


    　一度引きしめたはずの顔が、またほころんでいく。


    　ダメだ、俺はそんなキャラじゃねえはず──というなけなしの理性すら押し破って、いっそとことん勘違いしてしまいたい衝動に駆られる。


    　気持ちを落ちつけるため、ヘッドホンをつけ「ヘブンズスター」の再生をスタート。


    　聞き慣れたエッジのきいたギターサウンドと歌詞に耳を傾かたむけると幾分か冷静になれた。


    　それでも、頭のどこかはまだ変な熱に火ほ照てっているような気分だ。


    　一応、ＯＫがとれたことを伝えようと龍たつ彦ひこの携帯に電話してみたが、呼び出し音は鳴り続けるのに、龍彦が一向に電話に出てくれない。


    「なんだよ、もう寝てんのか……まあ、いいか。明日学校で言えばいいし」


    　俺は龍彦への電話を諦あきらめて、今度は菜月にどう返事を返そうか、あまり時間が空いてしまうと印象悪いよな、などと思いながら携帯を片手に悩んでいると、菜月からもう一本メールが届いた。


    　操作途中だったので、着信音が鳴り始める前にメールを開くことができた。


    〝えっと、ごめんね。本当に急なんだけど今から会えないかなぁ？　場所は……〟


    　俺は、一瞬目を疑った。


    　今から会えないかって？


    　時計を確かめる。もう九時過ぎ、だ。


    　寝静まるような時間ではないが、高校生の男子女子がこれから遊び始めるような時間でもない。分ふん別べつがどうのこうのと言うつもりはないものの、相手はごく普通の女の子なのだ。


    　驚きよう天てん動どう地ち──とまでは言い過ぎだろうが、とにかくもその真意を量はかりかねる。


    　幸さいわい菜な月つきの指定した場所は、ここらでは有名な蓮はす見み公園で、俺にもすぐにわかる場所だ。


    　歩くとすこしかかるが、自転車であれば十五分も走れば行ける。


    　一体どんな用件なんだろう。


    　ほんのすこし妄もう想そう気味な良いほうから、極端に悪いほうまで、様々な菜月の相談パターンファイルとその対応表が俺の頭の中で生成されていく。


    　家着専用のＴシャツから外着用の服に着替えながら、さらに考えた。


    　服は自分の中でも比較的お気に入りのものを選んだ。しかし気合いが入っていると思われるのも恥ずかしいので、シンプルにまとめることにする。


    　Ｕネックのモノトーンなボーダーカットソー。そして、自転車に乗るにはすこしだけ肌寒かったので、半はん袖そでで無地黒のシャツを上から羽は織おっていくことにした。


    　よくよく考えてみれば、学校外で菜月に会うというのはこれが初めてなのである。


    　もう風呂には入ったあとだったので、髪が学校でのそれに比べるとサラッと落ちついていて、それが変に思われないかなとやや不安になりつつ、さすがにそこまで気にしている場合でもないだろうと思い直す。


    　家を出るためにテレビを消そうとしたところで、


    



    〝平良台市　エリアコード９２３にて、本日ＦＬＡＧフラグが陥かん落らくとの情報が入りました。正式に認定されれば、このエリアでは実に三年と五カ月ぶりの占せん有ゆう者転換となります。現在、第三機関による認定作業が行われています〟


    



    　ふと耳に入ってきた淡たん々たんとしたニュースキャスターの声。


    「……ん？　今、平良台って言ったか？」


    　その中で、自分が住んでいる市の名前が、ましてや戦争関連の情報で呼ばれることなど、初めてのことだった。


    　思わず目をこらしてテレビの画面を見てみるが、


    〝それでは、次のニュースです。今日の主なスポーツの結果を……〟


    　それ以上のことを確かめる間もなく、別のニュースへと話題が移り替わってしまった。


    〈戦争〉を伝えていたはずの男性キャスターの顔に、すでに笑みが浮かんでいることに違和感を覚える。


    　そのエリアコードが市内のどこを差すのかはわからないが、そんなに大きい面積の市ではないし、平良台市内には確か四つのヘキサゴン領域しか存在していないはず。


    　かなり近い場所の出来事であることは間違いなさそうだ。


    　そのニュースが頭の片隅で気になりながらも、俺は家を出て菜月との待ち合わせ場所に向かうことにした。


    　駐輪場に駐とめてある自転車。鍵かぎの差し込みをしたあとに番号の入力が必要な二重鍵を外そうとしたところで、駐輪場の屋根に、ポツ、ポツと雨の鳴らす音が散さん発ぱつ的に伝わってきた。


    「あ……傘いるかな」


    　まだ小こ雨さめ程度ではあったが、先ほど感じた気配通りに降り始めてしまったようだ。


    　降り具合を確かめようと暗闇色の空を見あげた拍ひよう子しに、太た一いちの部屋の電気がもう完全に消えていることにも気がついた。いつもなら、まだ起きている時間のはずなのだが。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　傘を片手に、次第に強くなってきた雨から身を守りつつ、絶ぜつ妙みようなテクニックを駆く使しして自転車を走らせる。


    　指定された公園までは坂をあと一つのぼるだけだ。体力的にはまだ若じやつ干かんの余裕があった。


    　ただ、片手運転のときには、こののぼりが意外と辛つらい。


    　雨だから中止、なんてことなったら無む駄だ骨ぼねだなぁ、別にいいけど……と思い始めたところで、ズボンの尻ポケットに差し込んであった携帯電話がヴヴヴと振動を始めた。


    　振動は三回だけですぐに終わったので、おそらくメールだろう。


    　自転車をこぐ足を止め、携帯をポケットから抜きだした。


    　やはり菜な月つきからのメールで、


    〝ごめん、雨降り出しちゃったね。濡れてないですか？　あたしは公園の石せき碑ひがある入り口のところにいるから。見つからなかったらメールしてね〟


    　とあった。


    「げ……これ、反対側のほうじゃねえか」


    　〝公園〟とはいえ、シーソーやらブランコやらの遊具が置いてあるだけの小さなモノではなく、かなり広い敷地がある──いわゆる自然公園というやつだ。


    　そして、今菜月が言った石碑があるほうの入り口、というのは、記憶が正しければ今自分が向かっている入り口とは真反対だったはず。公園の中はほぼ土道、砂じや利り道で、さらに雨が降っている状態ではかなり足場が悪くなっているだろう。


    　ただ、普通の舗ほ装そうされた道路を使って迂う回かいしていくとなると、三倍くらいは時間がかかってしまう。この雨の中、あまり菜月を待たせたくない。


    「うーん、突っ切っていくしかねぇか」


    　そう決めると、最後の坂を一気にのぼりきり、公園の中に入った。


    　多少濡れるのを覚悟で、傘を閉じ自転車の操舵に集中する。


    　公園の中は傘をかぶった街灯がまばらにあるものの、それに照らされる範囲は限られていて、光の届かない場所では、ほぼ暗闇に近かった。


    　自転車の頼りないライトで、なんとか朧おぼろ気げな視界だけは確保する。


    　雨にぬかるみ始めている道は、やはりかなり不安定だったので、思うようにスピードも出せない。すっ転んでしまわないよう自転車を操あやつるのに四し苦く八はつ苦くする。


    　公園の中程くらいまで来たところで、くすんだ白光を明滅させている街灯が見えてきた。


    　と、その明かりの下でなにかが動いているのが見える。


    「……なんだ？」


    　人がいるのか？


    　目をこらすと、それは確かに人型だった。


    　傘はさしていないようだ。そして、誰かを抱きあげているような……。


    　おいおい、まさか幽霊じゃねえだろうな、と自じ嘲ちよう気味に思いつつ、スピードを緩ゆるめて近づいていく。そして、あることに気づいて俺は思わず息を呑み、自転車をきゅっと停止させた。


    「……た、太た一いち？」


    　それは俺の、本当に、本当に、小さな呟つぶやき。


    　その人影は、そんな俺のわずかな声に即座に反応して、ばっとこちらを振り返る。


    　その反応はどこか機械的で「聞いた」というより「察知した」ように見えた。


    　中性的な顔立ちで。暗がりの中でも透すき通るような肌の白さは変わらずに。

  


  [image: ]


  
    　だからこそ、その顔を見み紛まがうはずはない。


    　なのに、それが太一であることを俺は確信できずにいた。


    　いつも絶やされることなく焚たかれ続ける、周囲を和なごます温かな笑顔。


    　今はその顔から、笑顔どころか、表情と呼ばれるモノ一切がごっそりと抜け落ちているようだった。


    　ただ、それだけならまだ、ここまでの異質感を抱くことはなかっただろう。


    　太一は、自分の服に返り血と思われる大量の赤をまとい、さらに血だらけの女性をその両腕に抱きかかえていたのだ。


    　ぐったりとしなだれた血まみれの肢体──死体？


    　胸のところにぽっかりと空くう洞どうがあいていた。


    　まるで最初からなにかが鎮ちん座ざしていたかのような。


    　人体にあるそれとは思えないような、半球状の空洞だった。


    　おそらくは、その人が生きてはいないのだということがわかる。


    　人形ではないか？　とも思ったが、それは確かにツクリモノではない人の血、肌の質感に見えた。


    　なによりその女性のほうには見覚えがあったのだ。


    　血だらけになったウチの高校の制服。


    　あれは……あのカスミ先輩ではないのか？


    　そう、龍たつ彦ひこのことを好きな、あのパワフルな先輩。


    　あれだけ元気に動き回っていた人が、今はもう明あくることはないであろう永えい劫ごうの闇に包まれて、太た一いちの腕に抱かれている。


    　どういうことだ？


    　どうして太一が──そんな。


    　表情のない太一の顔からは、なに一つ読み取れない。


    　目の前に確かにあるその光景からは、あまりにも「現実感」だけが剝はく離りしていた。


    　太一の顔をした彼を、どうしても〝太一〟として認識できない。


    　信じられない、というのとはまた違う感覚だ。


    　いつのまにか、現実世界から夢の世界に迷い込んできてしまったのかというくらいの、ひどい酩めい酊てい感にさいなまれる。


    （なんなんだ……なんだよ、これは）


    　彼はこちらを一いち瞥べつすると、すぐに背を向け、表情を変えないままに走り去ろうとする。


    「ちょ、ちょっとまってくれ！」


    　頭の中のこんがらがった部分を無理矢理隅に追いやって、彼を追いかけようと自転車を再びこぎ始める。


    　それは反射的に。ただ、なにかを確かめたくて。


    　だが、彼の移動速度は尋じん常じようではなかった。


    　地面がぬかるんでいて自転車でも思うようなスピードが出ないとはいえ、条件は向こうも同じはずだ。しかも人ひとりを抱きかかえているのだ。


    　にもかかわらず、その走るスピードは落ちるどころか、どんどんと加速していき、ぐいぐい引き離されていく。


    「ま、まじかよ」


    　やがて、生身の人間の走る速度ではありえないレベルにまで到達した。


    　彼は雨が作り出す薄い空間の皮ひ膜まくを切り裂くように疾走していく。


    　あれが、運動全般が苦手で病弱な太た一いちであるはずがない。


    　瞬またたく間まに遠ざかり、唐とう突とつに横っ飛びして道脇の林の中に入り込むと、やがて暗闇の中に雨音とともに溶け込んで、見えなくなってしまった。


    「…………」


    　俺が今見たモノは、なんだったんだろうか。


    　せめてわかりやすいステレオタイプな幽霊でも出てきてくれたほうが、よほど説明がしやすいし、下へ手たくそな笑い話にもできるんだろうが。


    　頭の中で整理がつかないまま、しばらくそこで雨に打たれたまま呆ぼう然ぜんとしていた。


    　雨が公園の木の葉を叩く音だけが、かろうじて俺を現実につなぎ止めていた。


    



    



    　強制的にクリーニングされて真っ白になってしまった俺の思考を現実に引き戻したのは、かすかに伝わってきた、女の子と思おぼしき悲鳴だった。


    「え……な、菜な月つき？」


    　確信があったわけではないが、ふとそれが菜月カナデと結びついた。


    　そして、思い出す。そうだ。俺は菜月と待ち合わせをしていたのだ。


    　耳を澄ますと、もう一度聞こえてきた。やはり菜月だと確信する。


    　まさか、太一の顔をしたアイツが……菜月を。


    　カスミ先輩らしき、血だらけの女性の姿が脳のう裏りによみがえってくる。イヤな思考が頭の裏側に貼りついたので、それをすぐに剝はがし取り、俺は再び自転車にまたがった。


    　くそっ、なんなんだよ、一体。


    　悲鳴のした公園の石せき碑ひ入り口のほうに、今度こそ全速力を出して向かった。


    　途中、何度もぬかるみに転びそうになりながら。
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    　街灯の明かりの下、三人の見知らぬ男が、菜な月つきのまわりを取り囲んでいるのが見えた。


    　三人ともが黒スーツにサングラスという異質な服装をしている。


    　今まさに菜月の腕をつかみ取り、ワゴン車に押し込めようとしているところだった。


    「ちっ、まじかよ！」


    　ようやく舗ほ装そうされた道路に出た俺は、そいつらの車に向かってさらにスピードをあげて突っ込んでいく。


    　男のうちの一人。菜月を捕まえているやつが、ようやく俺に気づいたが、もう遅い。


    　俺はそいつに標的を定めた。


    「くおのおおおっ」


    　さらにスピードをあげ、衝突する直前に前輪をあげてウィリー状態にし、車体ごと身を投げ出すようにして、その男に自転車をぶつけていく。


    「うおっ！」


    　ドゴシャっと金属のひしゃげる音がした。


    　自転車によるトップスピードの突とつ貫かんで、男は自転車とワゴン車との板いた挟ばさみになり、全身をしこたま打ちつけたようだった。


    　かなりのダメージを負ったはずだ。むぐうぅと喉のどを鳴らし、頭を振っている。


    　それを察した俺は、さらにアゴへの打撃をお見舞いする。


    　ガッと、的確に脳を揺らす位置を捉えた。


    　肌と骨がぶつかる久方ぶりの感触を、拳こぶしに味わう。


    　格闘技をやめてからしばらくたつが、まだ身体は感覚を完全に忘れてはいない。


    　それを食らった男は、気を失ってずるずると膝ひざから崩れ落ちた。


    　不意打ちではあったが、とりあえず一人片付けた格好だ。


    　急いで菜月を俺の方に引き寄せ、背後に隠れさせる。


    「なんなんだよ、アンタら。菜月の知り合い……ってわけじゃなさそうだな」


    　俺がそう言った途と端たんに、もう一人の男が突っ込んできた。


    　右パンチを繰り出してくるが、軸じく線せんをずらして、それを瞬時にいなす。


    　続けて左。右。とパンチを連打されるものの、振りが大きくスキも多い。


    　日ごろから食らってる璃り奈なの正せい[image: ]けんに比べれば、遙はるかに遅い。


    　さらに大きな右パンチを繰り出してきたところを


    「はっ」


    　見切って、カウンターの正[image: ]突きを顔面にたたき込む。


    「ぶぐっ」


    　鼻にモロにめり込む。確かな手て応ごたえがあった。


    　しかし、力の差が読み切れていないのか、妙に機械的に同じ行為を繰り返してくる。


    　俺はもう一度相手の動きに合わせて、顔面側部に打撃をめり込ませた。


    　黒スーツの男がよろよろと二、三歩あとずさる。


    　男の鼻からは、血がたらりと流れ出ていた。だが、それでも男は表情を一切変えなかった。


    　血を拭ふき取ることもなく、今度はバタフライナイフを取り出した。


    （ちっ……）


    　ナイフを小刻みに振り下ろしてくる相手と刃筋をよく見て常に一定の距離を保つようにし、なるべく菜な月つきから離れた場所に誘導していく。


    　それほど扱いには慣れていないように見えるが、ナイフはそれだけで殺さつ傷しよう能力のある武器だ。


    　そういう相手に出くわしたら、基本的にはなにを置いてもまずは逃げろ、と空から手ての師し匠しようから口くち酸すっぱく言われていたのを思い出した。


    　でも、今逃げるわけにはいかない。


    　俺だけならばともかく、菜月と一緒では逃げ切れるかどうかわからない。


    　幾いく度ども相手が振り回すナイフをすんでの所でいなしていたのだが、避よける体勢を誤あやまり、見えない右目側の半身を完全に相手にさらしてしまった。


    　相手はもちろん俺が見えていないとは思っていないだろうが、完全に視界が半減してしまった際の攻撃に対して対処が遅れ、右肩が切り裂かれた。


    「くっ」


    　致ち命めい傷しようは避けられたが、服が裂け、血がにじむ。


    「た、拓たく真まくんっ！」


    　菜月が叫んだ瞬間に、男はその勢いでさらに力のこもった一撃を加えようとしていた。


    　負傷は予想外だったが、俺はその大振りこそを狙っていたのだ。


    　ナイフの握られた右腕の肘ひじ部分に向かって、突きあげる感じの掌しよう打だを食らわせた。


    　さらに、手の動きが止まったところで、すかさずナイフを持った手を蹴けりあげる。


    　一度目で握りがゆるみ、そこを再び蹴しゆう撃げきした。


    　黒スーツの男が苦痛に顔をゆがめるのと同時に、ナイフをはじき飛ばすことができた。


    　相手はナイフが飛んでいってしまった先に視線を奪われている。


    「目逸そらすなよ、アホが」


    　はっと相手がこちらを振り返ったときにはすでに遅い。


    　蹴り込んだ勢いの体重をそのまま乗せて、肘打ちを鼻の頂点めがけて打ち込む。


    「がはっ！」


    　相手が完全にひるみ、激痛でかがんだところを、テンプルに力一杯蹴りこんだ。


    　その回し蹴りが自分でも思った以上に綺き麗れいに入ってしまい、男はぐしゃりと顔から地面に倒れ込んだ。


    　あと一人！


    　そう思って後ろを振り返ると、唯一残った黒スーツの男は、口元に不ふ敵てきな笑顔を浮かべ、こちらを見み据すえていた。


    　背筋にぞくりと本能的な悪お寒かんが走る。


    　その男がパチッと指を弾はじいて鳴らした。すると、先ほど俺が倒して意識をなくしていたはずの二人の男たちが何事もなかったかのようにすくっと立ちあがった。


    「なっ」


    　立ちあがった二人の男は、こちらに視線すら向けずにワゴン車に乗り込んでいく。


    （……な、なんだってんだ）


    　三人の黒スーツの男たちはワゴンに乗り込むと、車を急発進させ瞬またたく間に加速していく。


    　ワゴン車のテールランプは、どんどん遠くなっていった。


    「……あいつら、一体」


    　俺が茫ぼう然ぜんとしていると、菜な月つきが心配そうに駆け寄ってきた。


    「だ、大丈夫？　ごめんね、拓たく真まくん。ごめんね」


    　菜月は何度も何度も謝あやまりながら、俺の肩にハンカチをあててくれた。


    　血がジクジクとした痛みとともに、流れでてくる。


    「つつっ……いいって、ハンカチ汚れるから」


    「ううん、そんなのいいよ。ほんとに……ごめんね」


    　今にも泣き出しそうな震える声。


    「謝るなって。これだって別にたいした傷でもないし。それより、お前が無事でよかったよ。菜月のこと守れたんだから、このくらいの傷安いもんだって」


    「え……あ、ありがとう」


    　俺の言葉を聞いた菜月は、どうしてか顔を一気に紅こう潮ちようさせて目をそらしてしまった。


    「それより……あいつら、なんなんだよ。なんか、心当たりとかないのか？」


    　菜月は、無言のまま大きく左右に首を振った。


    「あ、あのっ。でも、あたし……さっき変なもの見て。それから、あの人たちに囲まれたの。もしかしたら、それで……かも」


    「変なもの……って」


    　イヤな予感がして、どくりっと心臓が一つ余よ計けいに脈みやくを打った。


    「拓真くんの友達の、氏うじ家いえくんが……。た、たぶん似た人だと……思うんだけど。えっと……」


    　核心を言いにくそうにしている菜月が、なにを言おうとしているかはわかった。


    　菜月も、アレを見たんだ。


    「俺も……それ、見たよ」


    「ほ、ほんと？」


    「……でも、別人だ。あれが太た一いちのはずは……」


    「そ、そう……だよね」


    　すくなくとも、俺はそう信じたかった。


    　俺がしばらく黙り込んでいると、菜な月つきが唐とう突とつに高い声で叫んだ。


    「あ、そうだ！」


    「ん？　な、なんだよ」


    「えと、よければだけど……これからさ、あたしのウチにこない？」


    「……へ？」


    　俺のまじめくさった思考が、一瞬で消し飛んでしまった。


    「ここから結構近いから。拓たく真まくん、すごい濡ぬれちゃってるし。傷もちゃんと消毒とかしたほうがいいと思うし。それと、ちょっと相談したかったこともあって」


    「い、いやっ。それは……い、いいのかよ」


    　さっきみたいな状況では妙に落ちつき払っていた心臓が、急に早はや鐘がねと化していく。


    　菜月のウチ？　それはまた、一体どういった展開だ。


    「え？　うん。大丈夫、今日ウチ誰もいないし」


    「だ、誰もいない……菜月だけ？」


    「うん。それに、あの、はやく身体だけでも拭ふかないとって。すごく濡れちゃってるし」


    「か、身体拭く……のか？」


    「うん。ああでも、ほんとにこんなことになっちゃってゴメンね。あたし、お詫わびに、できるだけなんでもするから」


    　無む邪じや気きな誘さそいはときに罪つみだ──って、本気でそんなつもりねえんだろうけど。


    　これはまた無む駄だに寿じゆ命みようを浪ろう費ひするな、きっと。


    「ん？　どうしたの、拓真くん。そんな顔して……」


    　目を白黒させている俺を見て、


    「ああ！」


    　菜月の顔が面おも白しろいくらいに一気に紅こう潮ちようした。


    「な、なななんか、変なこと想像してないよね？　そうじゃなくて──」


    　菜月がかわいすぎるくらいにムキになって否定しようとしたところで、


    　ブゥン。


    　ヴゥゥン。


    　日常生活ではけっして聞くことがないような異質な音が、周辺の空間に響きだした。


    　たとえるならば、小刻みな振動音の集合体。


    「……なんの音？」


    　菜月が、不安げな瞳で俺を見る。


    「なんだ……」


    　不協和音を小刻みにかき回したような、とても人を不安にさせる不安定な音色。


    　その振動音はやむどころか、振動具合も、音の大きさ自体も徐々に大きくなっていくようだ。周囲を見回していると、あるモノに目がいった。


    　街路に等とう間かん隔かくで絶え間なく設置されている『深紅』の焰を宿した硝子球である。


    　振動と呼こ応おうするように、硝子ガラス球の中で大量の気き泡ほうが湧き立っていた。


    「た、拓真くん。色が……」


    「変わっていくぞ」


    　街路に並んでいる硝子球が一いつ斉せいに、すべて同じ動きをしている。


    　湧き立った気泡がさらに破裂し、拡散し、『深しん紅く』だった色が次第に『紫し紺こん』へと移り変わっていき、さらに〝青〟の濃度が増していった。


    　徐々に振動音が収まってきたころには、色が『紺こん碧ぺき』とでも呼ぶべき色に塗り替えられていた。音が不安定な旋律を止めると、色は完全に固定された。


    　それはヘキサゴン領りよう域いきの占せん有ゆう者しやを示す識別球。


    　生まれて初めて体験した、占有者転換の瞬間。


    　さっきのニュースを思い出した。ここのことだったのだ、アレは。


    「戦争……起きたんだね」


    　隣となりで小さく囁ささやいた菜な月つきの言葉は、俺の頭の中に奇妙なしこりを残した。


    　こんなにも近くで起こった戦争。


    　今までどこか遠くの世界のお話で、つかめないはずだったモノなのに。


    　それに、今日は気になることばかりだ。


    　太た一いちの顔をした彼と、その腕に抱かれたカスミ先輩らしき人の亡なき骸がら。


    　なんの目的か、菜月を連れ去ろうとしたヤツら。


    　結びつける理由なんてなにもない、でも、ただの偶然で片付けていいのだろうか。


    　今なにが起きていて、これからなにか──


    「拓真くん、いこう」


    　菜月が俺の思考を遮さえぎって、シャツの裾すそをそっと引っ張る。


    「あ、ああ」


    　倒れたままになっていた自転車を起こして、俺たちはとりあえず、その場を離れた。
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    　菜月の家についてから、俺はまず風呂を貸してもらうことになった。


    　女の子の家の風呂を借りるなんてイヤだと俺は言ったのだが、菜月は思った以上に強ごう情じようで、結局は俺が折れることになった。菜月は「ゆっくり入ってていいからね！」と言ってくれたが、見知らぬ──ましてや、普段は菜月が使っているはずの湯船につかっているわけだ、俺は……などと考え出すと、まったく落ち着かない。


    　どころか、あっというまに変な妄もう想そうで心がのぼせあがってしまい、十分ももたなかった。濡ぬれた服は、いつのまにか菜月が乾燥機にいれてくれたらしく、代わりのパジャマがしっかりと脱衣所に用意されていた。


    　どうにもバツの悪さを感じながらも、仕方なくそれを着て菜月に声をかけると「よかったー、お父さんのパジャマなんだけど、意外とサイズぴったりだね」と笑っていた。


    　そのあと案内されて入ったのは、彼女の部屋。我が家では考えられないくらいに、ピンク色主体の、すごく女の子の部屋だった。俺が部屋の内装をきょろきょろと見回していると、


    「はい、拓たく真まくん、消毒するから肩出してね」


    　なんてことを菜な月つきが平気な顔をして言ってきた。俺は自分でやるからいいよと断ったのだ。だが、菜月は頑がんとしてそれを受け入れてくれなかった。なんとも複雑な気分になりながら菜月に消毒をしてもらい、やや大きめの切り傷用バンドを肩に貼りつけてもらった。


    　そして、時計が十一時をまわり、俺が「そろそろ帰ろうかな」と言ったとき、


    「あのさ、よければ今日は泊とまっていってくれないかな。なんだか、まだ怖くて」


    　と、菜月はしゅんとした顔で俺を見つめながら言った。


    　俺は、飲みかけていた菜月お手製のアイスティーが一気に逆流噴火を起こすのを、必死の思いでこらえた。


    　で、結局どうしたかというと「んじゃ、今日はひと晩中ゲーム大会でもするか」という俺のチキン街道まっしぐらな提案が通り、今現在ゲーム大会の真っ最さい中ちゆうである。ちなみに、対戦成績は俺の全戦全敗。格かく闘とうゲームから、パズル系ゲーム、レースゲームなど、色々なタイプのゲームをプレイしているのにも関わらず、だ。なに一つ勝てそうな気配すらない。


    「菜月ゲーム上う手ますぎだって。そんな才能があるとはしらんかったぜ」


    「あ……あはは。あたしは弟に付きあってよく遊んでただけだから。でも、拓真くんって、確かに相当……ゲームは苦手みたい、だね？」


    　その自覚はある。だが、菜月にそう言われてしまうと、若じやつ干かんショックではあった。


    「じゃ、じゃあさ、次はこれしよっか」


    「おっ。ボードゲームか。それなら運だからな。俺にも勝機がありそうだな」


    　というわけで、次の対戦は「人生を開拓していくスゴロクゲーム」に決まった。


    　プレイ人数はＣＰＵ含めて五人まで選べるので、俺と菜月以外のメンバーをＣＰＵ動作にして、それぞれ名前はリナ、タイチ、タツヒコと入力してやった。なんとなくこれでリアリティがでて、気分も盛り上がるというものだ。


    　ゲームをスタートして、数ターンが経過したとき、


    「あのさ、実はこれ前から聞いてみたかったことだったんだけど」


    「ん～？　なんだよ」


    「円えん藤どうさんと拓真くんって、どんな関係……なのかなーって」


    　視線は合わせないままで。菜月がゲーム画面を見つめながら、そんなことを聞いてきた。


    「……ただの、幼なじみだけど……なんで？」


    「ただの、幼なじみかぁ。それ以上は、全然ないの？」


    「は？　それ以上なんて、ありえねえって！　ま、最近アイツは龍たつ彦ひこと仲いいみたいだしな」


    「そっかぁ。じゃあ、円藤さんは、あたしと拓真くんが仲良くしても……怒らないかな？」


    「……え？」


    　思わずゲームの手をとめて、菜月を見やる。


    「それって、どういう……」


    「え？　あ、な、なんでもない！　その……ちょっと眠くなってきたから、あたしもう寝るね。拓真くんはこの部屋使っていいから」


    　菜月は俺と視線を合わせないように目を伏ふせて、そのまま急ぎ足で部屋を出て行こうとする。


    「あ、菜月！」


    　俺の呼びかけに視線は戻さないまま、ドアのところで菜月が立ち止まった。


    「その……おやすみ。もしさ、また今日みたいな困ったことがあったら……俺のこと、頼ってくれていいからよ。ま、別になんのタシにもならねーかもしれねえけど」


    「ううん……さっきの拓真くん。ほんとにカッコよかったよ。あたしのこと守れたんだから、このくらいの傷安いもんだって言ってくれたの、すごくすごく……うれしかった」


    　俺のほうに向き直った菜月は、ほんのりとほおをピンク色に染めながら、


    「おやすみなさいっ」


    　とても愛らしい満面の笑顔で、そう言った。


    〝あたしと拓真くんが仲良くしても……怒らないかな？〟


    　菜月が部屋を出て行ってからも、その言葉を何度も何度も頭の中で反はん芻すうしてしまい、その日俺は結局朝まで眠れなかった。


    　学校に行く準備をするためには、そろそろ家に戻らなければいけない時間だ。菜月はまだ目覚めていなかったが、夜勤明けの母さんもそろそろ帰ってくるだろう。乾燥の完了していた自分の服に着替えて、俺はこっそりと、菜月の家をあとにした。


    



    



    　眠すぎてフラつく頭を制御して、どうにか家のマンションまでたどりついた俺は、とりあえず太一の部屋に行ってみることにした。


    　昨日見たあれは、たぶん違う人間だ。


    　そう俺に確信させてほしくて。


    　呼よび鈴りんを鳴らすと、拍ひよう子し抜けするくらいにいつも通りの声と笑顔で「はーい」とドアを開けて太一が現れた。


    　朝ご飯の準備でもしていたのか、さらさら髪をカチューシャでまとめたエプロン姿だ。そんな格好をしていると、元々中性的な顔立ちの太一は本当に女の子みたいに見えてしまう。


    　あの太一が出てくるのではないかと身構えていた俺は、いつも通りの太一の表情に内心でホッと胸を撫なでおろしていた。


    「あれ、颯そうじゃない。どうしたの？　朝呼びに来るなんて久しぶりじゃ……ん？　まだ学校行くにははやいよなあ。朝練でもするの？」


    　至し極ごく普通の反応が返ってきて、さらに安あん堵どした。


    　きっと昨日はなにか変なモノでも見てしまったんだ。暗かったし。見間違いということだって充分ある。世界には偶然似ている人が数人はいるというし。


    　カスミ先輩に似ていた人のことだって、きっとそうなんだろう。


    　ただ、一応確証がほしくて聞いてみる。


    「いや、そうじゃねえんだけど。あのさ、昨日……夜中さ、どっか行ってた？」


    　俺がそう聞くと、太一はきょとんとした顔で、


    「え？　昨日はちょっとはやめに寝ちゃったけど……。ちょっと体調悪くなっちゃてさ。なんで？　あ、ごめん。もしかして電話とかくれてた？　電源も切ってたから携帯だったら通じなかったかも」


    　実際、電話はしていなかったが、


    「あ、そ、そうなんだよ。わりぃな、そういうことならいいんだ」


    「で、用事はなんだったの？　なんか急ぎ？」


    「いや、そういうわけでもなくて。なんでもねえんだ、確かめたかっただけっつーか。心配になったっつーか」


    　俺が下へ手たくそなごまかし笑いを浮かべると、太た一いちはぷっと吹き出して。


    「ははっ、今日も朝から颯そうは変だねぇ。僕がちょっと体調悪くするなんて、よくあることじゃない」


    「そ、そうだよな」


    「うん。ははっ、颯の変なところを見ると、なんかいつも通りの一日が始まった感じするなあ」


    「そりゃ……どういう意味だ」


    　太一の言葉に反応して不ふ機き嫌げんに言ってみる。


    　ただ俺自身も、そんな太一のいつも通りの温かな笑顔に接することで、ようやく一日が始められる気がした。


    



    



    　登校途中、駅では菜な月つきとは会えなかった。


    　昨日は菜月も遅かったわけだし、もしかしたら寝坊かな……などと思いながら、すこしだけがっかりしている自分がいる。


    　学校の校舎に入ると、朝からどこか校内の雰ふん囲い気きが慌あわただしかった。


    　どうも臨時の全校集会があり、生徒全員が体育館に集められることになったのだということを、教室に入ってから黒板に書かれた告こく示じを見て知った。


    　教室を見回してみると、菜月は意外なことに先に教室に来ていて、自分の席に一人でぽつんと座っていた。


    　ぼーっとしていることは多いが、今日はいつも以上にうつろげな目をしている。


    「おっす、おはよう。菜月」


    　俺が菜月の席に近寄って声をかけると、菜月は急に現実に引き戻されたように、はっとした表情で、俺のほうを見た。


    「お……おはよ。拓たく真まくん。あ、あの、昨日は……ありがとう。肩の傷、大丈夫？」


    　菜月は顔を赤らめながら、小さな声で言った。


    　ああ全然、消毒もちゃんとしてもらったしな、と言って肩をオーバーにぐるぐるとまわす。正直、まだすこし痛かった。


    「どうだ？　まだちっと不安とかあるか？」


    「うーん……」


    「いや。まあ、なんだ。明日はアレだし、遊園地。たぶん、人込みの中とかなら安全だろ？」


    「うん。そうだよね」


    「わりぃな。なんか俺の友達が強引に言って聞かなくてさ。まあ、それはそれで迷惑じゃなければよかったけど」


    「迷惑だなんて！　そんなことないよっ。その……うれしかった。拓たく真まくんと遊べるの」


    　顔を赤らめたままの笑顔で、そう言った菜な月つき。


    「あ……いや」


    　どきり、と心のどこかが高鳴った。


    　かわいい……。こいつは、こんなにもかわいかっただろうか。


    　もともと顔とか表情とか表面的な部分に、そういう要素があるのはわかっている。


    　でも、今の感情はそれとは違うところから降ってきた気がする。


    　つかみどころのないモヤモヤに耐えきれなくて、わざと話題を別の方向に逸そらした。


    「しかし、なんだろうな。臨時の全校集会ってさ。誰かが警察のご厄やつ介かいになりましたぁ、皆さんも注意してとか、そういうよくあるヤツかね」


    　俺が言うと、笑顔だった菜月から急に表情が消えて、


    「……きっと戦争のことだよ」


    　そう短く、つぶやいた。


    「……え？」


    「戦争。昨日、平良台市であった──戦争のこと」


    　ぞくり、と背中に悪お寒かんを感じた。


    　菜月の視線に一瞬、凍りそうなほどに冷たい影が落ちたような気がしたからだ。


    　それは、見たこともない──菜月のイメージとはまったく結びつかない感覚。


    「お前、なにか知ってるのか？」


    　菜月はしばし黙っていたが、首を横に振るとすぐにいつもの笑顔に戻った。


    「……ううん。ただ、まわりの人たちがそんなこと話してたから。そうなのかな～って」


    　確かに、そう言われてまわりを気にしてみると、今日はそこかしこで、占せん有ゆう者しや転換の話を囁ささやきあっているようだった。


    　昨日近くで銃声を聞いたヤツがいるらしいとか、誰それが巻き込まれて怪け我がをしたらしい、とか。色々な「らしい」の嵐だ。


    　このクラスにいるほとんどのヤツにとって〝戦争〟がこんなに近くに感じられた経験など今までにないことだろう。色めき立つのも仕方ないのだ。


    　そもそも、俺だって戦争によってなにが起こるのか、戦争で実際なにが行われているのかすら、よくわかっていない。


    　確かに起こっているのに、どこか遠い世界の話でしかなくて。


    　それはよくないことだと知っているはずなのに、仕方ないこと──で片付けていた。


    　俺の中でも、戦争に関する知識が〝らしい〟でしかないことに、今さらながら気づく。


    「……拓真くん？　どうかした？」


    「あ……いや」


    　そんな思考を巡めぐらせていると、


    「おはよーございまーすっ」


    　がらりっと教室のドアを開け、小太りの担任英語教師田た端ばたが教室に入ってきた。


    　ざわついていた教室が、一瞬でぴたりと静まる。


    　田端は、ラッパ型にした両手を口に当てながら叫んだ。


    「さ、みんな外に出て並びなさーい。一組から順番で体育館に行くぞー。学級委員は、みんなをまとめて点てん呼こしといてくれ」


    



    　体育館の中に、生徒同士の会話が混ざり合ったざわめきが反響していた。


    　頭の中心がはげあがった校長が舞台上に昇りかけたところで、生活指導担当の体育教師が「おい、いい加減静かにしろ！」と地声とは思えぬほど大音量の怒ど号ごうを響き渡らせた。


    　一転、水を打ったように体育館が静まり返る。


    　体育教師は、得意げに一つ咳せき払ばらいしたあと、「それでは校長、どうぞ」とマイク越しなのに先ほどよりも小さくなった音量で言った。


    「……えー、まず本日は、皆さんに大変残念なお知らせをしなくてはなりません」


    　壇上に立った校長の話は、意外な言葉から始まった。


    「えぇ、昨日ですね、皆さんのお友達である……あー、二年三組の神か住すみ織おり花かさんが、えー、誠に残念なことに、事故によって、えー、亡くなるという悲しい出来事がありました」


    　ズキンっと、心の中でなにかがうずいた。


    　死んだ？　……事故？


    　昨日の公園での光景が、途と端たんに脳のう裏りに蘇よみがえってくる。


    　カスミオリカ。それは龍たつ彦ひこと親しいという、あの先輩の名前。


    　ということは……思わず太た一いちのほうを見るが、特に変わった様子はなかった。


    　神しん妙みようそうな顔で、校長の話を聞いているようだった。


    　そして今度は龍彦を捜そうと一組の並びを見てみるが、八組の場所からでは龍彦の姿を見つけることはできなかった。


    「彼女は非常に学業も優秀で、これから輝かしい未来が待っていたはずでしたが、不ふ慮りよの事故にあってしまい、えぇ、夢半ばでこのようなことになってしまい、えぇ、本当に残念なことであります。皆さんは──」


    　事故で……？　本当にそうなのか？


    　そんな疑問が頭をよぎった。


    　銃声とともに現れて、消えた──先輩の亡なき骸がらとそれを抱えた親友の顔をしたアイツ。


    　あれはやはり、ホンモノだったのだろうか。


    　直後に目まの当あたりにした、戦争の瞬間。


    　死。もう、この世界にいない。二度と、その人と会えなくなるということ。


    　事故だろう？　ありえないことではない。


    　お前だって、昔、事故で死にかけたことがあるじゃないか。


    　理性がそう言うが、直感と言い換えてもいい心の中の刺激物が、なんらかの警けい鐘しようを鳴らしていた。


    　用意された原稿を読みあげたような校長のカスミ先輩への弔ちよう辞じが終わると、生活指導の体育教師の号令で、一分間の黙もく禱とうが行われる。


    　龍たつ彦ひこを好き、ということ以外、ほとんどなにも知らない先輩への形だけの黙禱。


    　心からそうしたいのに、そうできないもどかしさがあった。


    　昨晩のあの光景が、脳のう裏りの奥から自動的に引き出されてくる。


    　うっすらと目を開けてまわりを見てみると、俺と同じようにして手持ち無ぶ沙さ汰たそうなヤツがやはり何人かいるようだった。


    　ふと菜な月つきのほうに目をやってみると、彼女は……ぎゅっと目をつむって胸のところで手をしっかりっと握っていた。


    　顔もほとんど知らない先輩への黙もく禱とうというには、あまりにも熱心すぎるそれに見えた。


    「…………」


    　結局、この全校集会で、戦争に関して一言も触れられることはなかった。


    



    



    　昼休みになってから、どうしてもカスミ先輩のことが気になっていた俺は、龍彦のクラスに足を伸ばしていた。もしかしたら、聞きにくい質問をしなくてはいけないかもしれない。


    　それでも、なにかを聞かなければいけないような……そんな気がしたから。


    　だが、そこに龍彦はいなかった。


    　教室から出て来た龍彦のクラスメイトに声をかけてみて聞いたところ、どうも龍彦は特に連絡もないまま、今日は学校を休んでいるらしい。


    　その龍彦の友達は「あいつもキツイよな。めっちゃ仲いい先輩が、いきなり死んじまうなんて」とつぶやいた。


    　そうだよな、と気持ちの伴わない相づちをうった。


    　携帯電話も不通のままだ。呼び出し音がいつまでも鳴り響くだけ。


    　俺は、なにか得体の知れない胸騒ぎを徐々に抑えきれなくなっていた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　それはたぶん、いつもほとんど変わることのない今日と明日の繰り返しだったのだと思う。


    　ときにつまらないし、飽あきることもあるし、嫌で仕方なくなることもある。


    　そのあまりのちっぽけさに、どうして今生きてるのか、わからなくなることもある。


    　でも、だからこそ、幸せとは等価値ではないにしろ、それは価値あるモノなのだと思わずにはいられない。


    　その明日は、きっとまた来るものと信じて疑うことはない今日。


    　今日になれば、また同じ明日を謳おう歌かしようと。


    　思い切り怒ったり、涙がでるほど笑ったり。


    　ケンカになるくらいふざけあったり、誰かとつたない恋をしたり。


    　そんな日々の残ざん滓しが、新しい明日の行きつく先を照らしていく。


    　平凡とも言える刺激に満ち溢あふれた──優しく不ふ可か避ひな常なる世界。


    　もうすこしはやく、気づくべきだったのかもしれない。


    　気づきたくなかったのか、気づけなかったのか。


    　今となっては定かではない。


    　だが、確かなことは、知らなかったで済まされるべきではなかった、ということ。


    



    　このとき──いや、本当はもっとずっと前から、そんな『日常』と呼ばれる日々ににかろうじて俺をつなぎ止めてくれていた鉄てつ鎖さと足あし枷かせは、とっくに錆さびついていて、軋きしみをあげて崩れかかっていたんだということを。


    



    
      ──cadenza

    

  


  
    



    　　　輸送兵と、兵器と、君のウタ ～interlude～


    



    　銃の哭こく声せいが暗闇の中でかき鳴らされる。


    　そうするだけのこと。それだけのこと。


    　硝しよう煙えんの香りが頭の中でひとりでに反はん芻すうしあい、物理的にはとっくに消えたはずなのに、なかなか鼻び孔こうから消えてくれない。


    　手の中で、何度も何度も血の臭いと、しぶきが踊る。


    　生きているモノを、ただのモノに変えること。


    　必要悪だと割り切っている輩やからもいる。


    　麻薬と似ていて、その奥底に漂ただよう快感の誘惑から結局逃れられないだけ、という輩もいる。


    　そのどちらでもなく、どちらでもあるのかもしれない。


    　認めたくはない。慣れたくもない。


    　自分の中に、信じるものがある限りは。


    　ただ、そんなためらいを誘発するような感情も、ひとたびディヴァイン・ブラウザが呼び起こす死神が起動してしまえば、にべもなく頭の片隅から消去されてしまう。


    　苦悩も、苦痛も一緒くたにして。


    　楽になれる瞬間。


    　駒こまになる瞬間。


    　そしてまたひとつ、自分のことが嫌いになる瞬間。


    　そんな日々を、とめどなく繰り返していた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    「おせぇぇぇ……ヒマだ。ヒマぁぁあ。くそっ、明日は花の金曜日だっつーのに。だからこの稼か業ぎようは。はぁ～」


    　慇いん懃ぎんそうなため息を吐ついて、男はハンドルに乗せた両腕にやる気なさげに突っ伏した。


    　その男は、輸送兵である。兵器を輸送するための仕事。


    　彼の属している組織は正確には軍隊ではないから、本来職種の名称に兵という言葉を用いることはないが、その響きが気に入っていて、勝手に自分のことをそう呼んでいる。


    　本来の部署名は〈運び屋ヘモグロビン〉というなんともサマにならない名前だ。


    　輸送兵は大たい概がいの事件の中心近くにいて、それでもまったくそれ自体と触れあうことはない。


    　輸送兵の仕事は、運ぶこと。ただそれだけだからだ。


    　なにかが起こっているのをすべて知っていて、なにが起きているのかまったく知らない。


    　以上でも以下でもなく、右にも左にもはみ出さない。


    　なんとも中途半はん端ぱで、かつ、こんなに面おも白しろい仕事はない──男はそう思っていた。


    　落ちかけた灰だけその山の上にぽとりと落とし、慣れた手つきで器用に残ざん骸がいの山を避よけ、かすかに露ろ出しゆつした灰皿の底面に煙草たばこをぐいっと押しつけた。


    　こんなふうにして、待つ。ただ待つ、延々と。


    　それが仕事の大半であることが唯ゆい一いつの欠点だ、とも男は思っていた。建たて前まえ上は仕事、とはいえ、結局自分としてはなにもしていないヒマな時間は、限りある人生の一部を無駄というナイフで削り取っているような感覚がしてしまって好きではなかった。そういう意味では、本来性格的にはあまり向いていないのかもしれない。


    　男はけっしてそれらしい風ふう貌ぼうもしてなかったし、そうするつもりも毛もう頭とうなかった。


    　オスライオンのタテガミを思わせる派手な金色の短髪、その先端だけがご丁てい寧ねいに茶色で二段階に染められている。左右の耳につけられたピアスの総数十三個。この数は、死を運ぶ──という意味が隠されているんだ、などと自己満足している。サングラスも無ぶ骨こつな黒のみのものではなく、銀のフレームにオレンジ色の濃いレンズで鼻のあたりまで覆おおう大きめのもの。


    　そんな型破りな状態でも、男がこの仕事をすることができるのは、幸か不幸か、ほぼ生まれつきに身についていたとしか思えないほどの天才的な運転技術のおかげだ。


    　もしも一昔前の戦争時代に生まれてきていたら、確実に神かみ風かぜなどといって敵の戦艦に突っ込む役をやらされていただろうなと夢む想そうする。


    （そろそろ……かな。あ、キタキタ。きましたよっと）


    　この地区最大の公園。木が生い茂る脇道に車を駐とめている。


    　茂みの中から、なにかを抱きかかえるようにして、一人の少年が現れた。


    　この埃ほこり臭い雨模様にもかかわらず、傘をさしていない。かといって、雨に濡れることを気にしている様子もない。膝ひざのところがあえて破られているケミカルウォッシュのジーンズに、その破れた箇か所しょくらいまでの長さがある濃緑のファーつきジャケットコートを、Ｔシャツの上から羽は織おっていた。この季節にしてはなんだか厚手過ぎるような気もするが、雨よけと考えればそこまで不自然には見えないだろう。


    　[image: ]やせ型で、背せ丈たけは高め。首筋あたりまでさらりと伸びた髪が、雨に濡れてべったりと肌に貼りつき、つややかに黒光りしていた。


    　ぱっと見たところ、どこにでもいる普通よりもすこしばかりモテそうな、整った顔立ちをしたおとなしそうな少年──といった風ふう貌ぼうだ。どこか中性的でもある。


    　輸送兵はサイドに備えつけられているボタンを操作し、ワゴンの自動式スライドドアを開け、少年を迎え入れた。


    「お疲れ様です。はい、タオルどぞ」


    　車中にずぶ濡れの状態で入ってきた少年に、水色の大きめなハンドタオルを差し出すが、少年は一いち瞥べつするだけで、それを受け取ろうとはしなかった。


    　そのかわりに、少年が抱きかかえているものにぎょっとする。


    　それは一見してそれとわかる──少女の死体だ。


    「そ、それは……」


    「間に合いませんでした。発見したときには、すでに」


    　少年はワゴンの後部座席に、その少女の亡なき骸がらを安あん置ちして、シートをかぶせた。


    　兵器はどこに？


    　そう。彼が──この少年自身が兵器なのだ。


    　それも、組織内でも群を抜いた強さを誇る『Ｓ級』にランクされた戦略兵器。


    　弱じやつ冠かん十六歳にして、これまで幾いく度どもの功績ある戦果を収めている。


    　自称・輸送兵とは異なり、少年の所属する部隊〈アポトーシス〉は、そこに所属するものを「兵器」と呼こ称しようしていた。それには、所属する各個体の絶対的な戦闘能力とともに、とある理由によるものらしいのだが、くわしいことを知る者は少なくとも輸送兵のまわりにはいなかった。


    　男は無線で、輸送開始時刻を本部に口こう頭とう通つう達たつする。片耳にかけた三日月型のメタリックな受信装置から、了解、という機械的な返答がある。それとほぼ同時にワゴン車が低いエンジンの駆動音を奏かなでながら、出発した。ぎりぎりっというゴムが擦すり切れるような音がする。


    「例の件は、さすがに本部も大おお慌あわてって感じっすかねぇ。貴方あなたをわざわざ本部に呼び出すくらいだ」


    　少年は男の軽口などまるで意に介さず、窓の外を見つめたまま微動だにしなかった。こうしてその表情だけを見ると、そこにはまだ年齢相応な幼さがあったし、彼が戦略兵器であるというまぎれもない事実が、危あやうく霧む散さんしてしまいそうになる。


    「それにしても、俺と貴方が任務に出向くときは雨の日が多いっすね。ははっ、俺ピンだとかなり晴れ男なんすけど、もしかして、相当に雨男でしょ？　遠足でいつも雨降ったりしませんでした？」


    「…………」


    「ね？　聞こえてます？」


    「……貴方は、水がこぼれっぱなしの栓せんのない蛇じや口ぐちみたいな人ですね、相変わらず。そんなに軽々しくぼくに話しかけてくる人は〈細胞セル〉ではほかにいないです」


    　バックミラー越しに男を睨にらみ、


    「貴方がまた担当だと聞いて、これからただでさえ憂ゆう鬱うつな場所に行くというのに、さらにその前段階から憂鬱になりました」


    　か細く、だが、ぼそぼそと途切れたりすることはない不思議な落ちつきと流りゆう麗れいさをもった口調で、少年は言った。ずいぶんな皮肉にも聞こえるが、そこに含まれた内容ほどは嫌いやみたらしくはない。言こと葉ば面づらは優しくとも嫌みたらしい物言いなど、男はいくらでも経験してきた。それに比べれば、文字通りかわいいものだ。


    「も～、ツレないんだから。それに、やっぱり聞こえてたんじゃないですか」


    　そう言って男がくくくと喉のどで笑うと、少年は一つ短いため息を吐ついて、また窓の外に向き直ってしまった。しばらく走ってから、ちらりとバックミラーに目をやると、少年とバックミラー越しに目があった。それを見ながら、


    「ま、たまにはこんなヤツがいてもいいもんでしょう？」


    　おどけた口調で言ってから、短くなった煙草たばこをぎゅっと灰皿に押しつけて、間かん髪はつをいれずに新しい煙草にまた火をつけて、煙を静かに吐き出す。


    「ね？　ラスト」


    　少年は、その呼びかけには応えず、無感情に腕を組んで目を閉じた。


    《ラスト》


    　少年は、所属組織〈細胞セル〉の人間には、裏でそう呼ばれていた。


    　それは、この少年の本来の名ではない。


    　少年がそう呼ばれるようになった経けい緯いを知るわけではないが、なんとなくはわかる。


    　いつだって、最期なのだ。


    　彼が直接的に目的をもって干かん渉しようした者にとって。


    　だから──ラスト。


    　なんとも単純で、ひどく皮肉のこもった異い名みようだ。


    「前にも言いましたけど……その呼び方はやめてくれませんか？　陰でいくら言われても構わないですが、直接言われるのは、あまり好きではないので」


    「ええ、知ってます」


    　男が悪びれもせずにしれっと言うと、少年はまたそっぽを向いて、気け取どられないように小さなため息を吐ついた。


    「食えない人ですね」


    「それはお互い様でしょ？」


    　今度は隠しもせず、大きなため息。


    「……まあ、いいです。とにかく、状じよう況きようをくわしく教えてくれませんか？」


    「ええ。すでにメディアでも流れてますが、エリア９２３に設定されていたＦＬＡＧフラグが敵さんに奪だつ取しゆされました。第三機関も午後九時四十一分の時点でそれを確認し、占せん有ゆう者が書類上でも敵さんに正式に移い管かん、と」


    「……そうですか。それでは、あそこの守護ユニットも」


    「ええ、ＦＬＡＧフラグ移い植しよく者はもちろん、守護ユニットに関しても一人は死亡が確認されてます。しかし、もう一人は生きてるようです。ただ、行方ゆくえをくらませてますがね。もしかして、お知り合いでしたか？」


    　守護ユニットは、〈細胞セル〉が戦争における特定領りよう域いき攻略のキー『ＦＬＡＧフラグ』の守護者として設定されている上級指定された戦闘及びそれに類する特殊能力をもつ戦略兵器だ。その絶対数がすくないため、通常は占有領域ごとに一人、ただし、特に重要度の高いと判断されているヘキサゴン領域や、その守護ユニットの能力特性によっては二人一組で任務に就つく場合がある。


    　少年自身も、〝難なん攻こう不ふ落らく 〟と呼ばれるとあるＦＬＡＧフラグの守護ユニットの任に就ついている。


    　情報機密レベルが極めて高い守護ユニット同士に横のつながりはほとんどない。


    「いや……ですが行方ゆくえをくらましたとは、どういうことです？」


    「さぁ……。ただ、はっきりしていることは、今回の件はその逃げた守護ユニットが、本来全まつとうすべき任務を放ほう棄き状態にしていたことが主な原因、と聞いてます。まあ、敵方に捕ほ捉そくされてるって可能性もありますがね、ま、そもそも俺みたいな末まつ端たん中の末端にはそれ以上の情報はまわってこないですし、なんとも言えませんがね」


    　輸送兵は左手だけハンドルから手をはずして、お手上げの格好をする。


    「〈細胞セル〉は……探しているんですか？　その行方をくらましたユニットを」


    「さて、それも〈諜報部ニユーロン〉の担当ですからねぇ。俺みたいな輸送担当の末端にはなんとも。ただ、そんなユニットを再利用しようとしているとも考えがたい。仮にそうだとしても、十じつ中ちゆう八はつ九く、情報隠いん匿とくのため……ってとこじゃないですかね？」


    　守護ユニットの任務の失敗は、すなわちＦＬＡＧフラグの陥かん落らくであり、占有領域の減少だ。その責任はけっして軽くはない。


    　ましてや、その情報が正しいとすれば、その守護ユニットにとっては致命的だ。


    　敵方に鞍くら替がえされてこちらの情報がもれてしまう可能性もふまえると、今ごろ、諜ちよう報ほう部署が血ち眼まなこになって所在を探していると考えて間違いないだろう。


    「しかし、あそこのエリアでは、まだ敵方にこちらのＦＬＡＧフラグが把は握あくされた可能性があるという情報すら来ていなかったはずだ。それを考えると、今回のことはあまりに性急に事が運んだように思いますが。今までの彼らのやり口とは違う臭いがする」


    　彼ら、とは〈細胞セル〉が敵対する組織のことだ。


    「さすがですねぇ。その通り。これも確定情報ではないですがね。敵さんのバックが変わった、という見方が強いようですよ、上のほうじゃ」


    「東とう都と……ですか」


    「ご名答。そういうことです。あいつら、最近勢力圏を急速に拡大してますからね」


    「厄やつ介かいですね。彼らが絡からむとなると」


    「評判悪いですからねぇ、奴らは。手段選ばないって」


    「……しかし、これは戦争です。どれだけ綺麗事を並べても、実際に結果がどれだけ綺麗なものだとしても、手段は選ぶためでなく、使うためにしか存在しない。ぼくのような存在も含めて……ね」


    　所しよ詮せんは同じ穴のムジナ。結局そういうことだと、それを少年は言いたいのだと男は思った。


    　それがどれほどの重みをもった言葉なのか。


    　軽けい薄はくをその信条とする輸送兵にも、察することはできた。


    「……そうっすね。そうかもしれません」


    　使われる手段として生まれ、生きているこの目の前の兵器たる少年が。


    　表情こそ変えることはないが、どれほどの痛みを体に刻み込みながら、発した囁ささやきなのだろうか。


    　そして、それはたぶん痛みに耐えているわけではない。


    　痛いことが当たり前で。血を流すことが日常で。


    　きっと新たについた小さな傷など、痛みの内に入っていないのだろう。


    　新しい煙草たばこに火をつけて、しばらく押し黙って車を走らせた。


    　少年も、それ以上自分からなにかを口に出すことはなかった。


    　ワイパーが淡々と、フロントガラスに打ちつける雨をぬぐい去っていく。


    　ヘッドライトに映し出される街路の両端には、今や深しん紅くではなく、敵方の占せん有ゆう領りよう域いきであることを示す『紺こん碧ぺき』の輝きを宿した硝子ガラス球が理路整然と立ち並んでいた。


    　それはまるで、どこか帰れない場所に誘いざなう道しるべになっているかのようだった。


    　ワゴン車はさらにスピードをあげ、法定速度を軽々と超していく。特に障害となるような一般車も、この時間帯ではまったく走っていなかった。


    　小刻みでゆるやかなカーブを駆け抜け、そうやってさらに幾分ほど走っただろうか。濃いオレンジ色に彩いろどられた長いトンネルを抜けると、周囲の景色は建物ばかりの市街地から、山野へと移り変わっていく。


    「さて、ここまで来れば──」


    「……いえ、そうでもないようです」


    　男がそうつぶやくのを待っていたかのように、その言葉を少年は唐とう突とつに遮さえぎった。


    　ちらりと振り返ると、少年は後方の気配をうかがい、一見なにもないはずの闇を睨にらみつけている。


    　輸送兵も、それでようやくなにが起きているのかを察知した──瞬間だった。


    　ドォォンという爆発音が轟とどろき、急に車のコントロールが利きかなくなる。


    「くあっ。こなくそっ！」


    　途と端たんにコントロールを失ったワゴン車を必死に立て直そうとするが、横おう転てんしないよう、壁へき面めんにトップスピードで突っ込まないようにするだけで輸送兵は精一杯だった。むしろ、そうならなかったこと自体が、輸送兵の運転技術の確かさを裏づけてもいた。


    　車は雨に濡れた道路を、横滑りにくるくると何度も時計回りして、かなり減速した状態で壁にぶつかったことで、ようやく停止する。


    「……っ」


    　衝突の衝撃でハンドルに突っ伏していた輸送兵が、意識を覚かく醒せいさせ、重たい頭をようやくあげると、窓の外には予想外の光景が広がっていた。


    「こいつは……」


    　──最低最悪の事態。


    　どこから現れたのだろうか、眼に光を宿していない黒スーツの男たちが十数人、停止したワゴン車のまわりを取り囲むようにして、にじり寄ってきている。


    　彼らは武器を手に取り、このワゴン車を取り囲んでいた。


    「なんなんだ……こちら」


    「ドクターですね……お手製の遠隔操作兵士リモートソルジヤーでしょう」


    「リモート……？　なんスか、それ」


    「彼らはすでに、彼ら自身ではない、ということですよ」


    　彼らは雨粒の上を闊かつ歩ぽしながら、一心にワゴン車を目指しているように見えた。


    　いや、そうではなく、〈ラスト〉を目指しているのだろうか……。


    「勝しよう算さんありますか、ラスト」


    　男の問いに、少年は密ひそやかな笑みをかたどるだけの返事をした。


    　誰に言ってるんですか？　そう言いたげな顔。


    「あなたは……これでもかけて、待っていてください」


    　不意に、少年がデータカードを手渡してきた。どうやらその中には、音楽データが入っているらしい。


    「これは？」


    〈ラスト〉は、特に詳しよう細さいは言わないままで、二挺ちようの拳銃グロック17に弾薬を装そう塡てんすると、ワゴン車のスライドドアを開け放った。


    「彼らにはおあつらえ向きの最期を……お贈りします」


    〈ラスト〉の顔を顕あらわした少年は背中越しにそう言った。


    　輸送兵は、手渡されたデータカードを専用のカートリッジに差し込みスタートボタンを押した。


    　新しい煙草たばこに火を点ともし、ゆっくりと輪っか状の煙を吐き出す。


    



    〈ラスト〉が車外に出ると、その場で銃を手にしていた男たち全員が、有り得ないほど挙をそろえた動作で、一いつ斉せいに銃を構えた。一気にその場の空気の中に鈍どん重じゆうな緊きん迫ぱくが漂ただよう。


    　しかし当の〈ラスト〉には、まったく動揺した様子はない。


    　雨に濡れて枝し垂だれた髪を搔かきあげてから、ポケットに手をしまい込んだ。


    　薄手のファーつきジャケットコートの両ポケットには、二挺の自動拳銃グロック17。そのトリガーに、人差し指をかける。


    「……そろそろ、出てきたらどうです？　どうせ高見のご見物なのは変わらないんだ」


    〈ラスト〉は、片眼だけ閉じた上うわ目め遣づかいで、どこか虚こ空くうを見つめるように言った。


    　しばらくは男たちのほうも無言のまま静止していたが、ややあって、一人の黒スーツが前に歩み出る。


    　髪型をオールバックにしたその男は〈ラスト〉の正面に勇み立つと、口をあんぐりと大きく開けた。口の端が裂けてしまうのではないかと思うくらいに、大きく開かれた口こう腔こうの底から、なにやらノイズらしき音が湧き立つ。


    〝ジャ……ジャジャ、ずいぶんと久方ぶりだが、変わらない……ジャ……な。君はやはり私の知る中でも……ジャジャ……最も優秀だ〟


    　唐とう突とつに口を開けたままの男がしゃべり出した。


    　だが、男の大きく開かれた口は本来のしゃべる仕組みに反して一切動いていない。確かにそこから音は響いてくるのにもかかわらず。それは人間が出す声の機構を無視した音だった。


    　男が喉のどの奥を微び細さいに震わせて、壊れかけたスピーカーのような音声を発していたのだ。


    　その声自体も実に奇き妙みようで、人間の声では出しようもないはずのノイズが混じり、声自体もまた変声機にかけたようなくぐもった高い声をしていた。


    「やはり貴方あなただったんですね、ドクター。〈細胞セル〉を離れてどこかの組織に寝返ったという噂うわさは聞いていましたが」


    〈ラスト〉の言葉に、ドクターと呼ばれた雑音が愉ゆ快かいそうに笑った。


    〝くく……ジャジャジャ……くくっ、寝返ったとは……ジャッ……心外だ。そんなに私がいなくなったのが寂しかったのかね？〟


    　ひどく聞き取りにくい声。


    　だが、その声は〈ラスト〉を不快にさせる禍まが々まがしい意志を感じさせるに十分だった。


    「目的はなんです。わざわざこんな真ま似ねを」


    〝ジャ……目的か。これはまた……ジャジャ……珍ちん妙みようなことを言う。元々、この世界には元々あらゆる目的など必要ないのだよ。あるのは理由……ジャジャ……それだけだ〟


    　それは詭き弁べんだ、と〈ラスト〉は思う。


    「違う……本当はあなたにとって、理由すらどうでもいいんでしょう？　所しよ詮せん、自分以外のすべては道具としか思っていない。いや、自分のことすら──」


    　ドクターは、一瞬間をおいてから、喉のどをひくつかせたような下げ卑びた笑い声を、薄闇の中に響かせた。無表情に大口を開けたまま動かない男から発せられるそれは、ただでさえ異様な光景の中にあって、さらに異彩を放っている。


    〝ジャ、くくくくっ……いや、実に君は面おも白しろい……ジャジャ……しかし、それは私の私感ではないよ。人の争いしかない歴史が語るのだ。人は所詮、道具にしか過ぎない、とね。生命以上に価値があるものが、人を殺すことで得られるからだと思わないかね？


    　戦いくさで失われた魂たましいを慈いつくしむふりをしながら、それを、死を望む……ジャジャ……人間はいなくならない。味方の人間を殺さないための、人を殺す道具。ジャッッ……子どもでもわかる、ひどく破は綻たんした論理だ。しかし、そんなお優しい死神は確かに必要なのだよ、この世界にとってな〟


    「…………」


    　それは、〈ラスト〉自身のことを指し示す言葉。


    　人を殺す道具。護るべき存在がいる自分。破綻した存在。


    〝ジャッ……君はいつしか、ただの人形兵器ではない明確な意志を手に入れてしまった。それでいてやはり機械にもなれる。素晴らしいことだ。しかし、だ……ジャジャ〟


    　オールバックの黒スーツが、口を大きく開けたまま銃を構えた。


    〝ジャ……それは私にとっては不要で邪魔なのだよ！　くくっ……ジャジャ……だから、これは試験……ジャジャ……だ。お利り口こうな君には、もうわかっているんだろう？〟


    　そこで、常に流れていたノイズがぶつりと途切れた。


    　雨以外の音が聞こえなくなり、オールバックの男が開きっぱなしになっていた口をゆっくりと閉じたかと思うと、今度は口元を大きく吊りあげて、歓喜と、人への限りない嫌けん悪おが入り交じったような笑みをかたどった。


    　それはあの人の笑い方だと〈ラスト〉は直感する。


    「それでも……ぼくは護りたいんだ」


    　それに抗あらがうように自分だけに向けたつぶやきを口にして、〈ラスト〉たる少年は逃げ込んだ。


    　迷いも、苦悩もない世界へ。


    「たとえ……道具だとしても」


    　幸福や満たされた心が、苦痛になる世界へ。殺さつ戮りくの神が統すべたる楽園へつなぐ道を開く。


    



    （ディヴァイン・ブラウザ……起動。拡張士エクステンシヨン〝蒼そう穹きゆうの死神鎌タナトス〟展開）


    



    　消えない赤をまとった血塗られた手と、光を失った瞳で。


    　拳銃を手にした両手を目の前でクロスさせ、瞳を閉じる。


    　死神の盟めい約やくに耳を傾けると──両手の銃のトリガーを同時に引き、地面を蹴った。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　雨がやみ、空が東のほうから明け渡ってきたころになってようやく、輸送兵はタイヤを予備のものにつけ替える作業を終えた。幸さいわい駆動系などにはさしたる異常はなく、タイヤさえ交換すれば普段通りに車を動かせそうだった。


    　タイヤを換かん装そうするだけの作業なのだから、別に後ろを振り返る必要はまったくないのだが、逆に絶対に後ろを見ないようにしながら作業をするというのは、意外と精神力を浪ろう費ひするものらしい。


    「後ろ。見ないほうがいいですよ」


    　戻って来るなりそう言ったのは、今ワゴン車の中で休んでいるはずの少年だ。


    　彼が自分で言うからには、相当な惨さん状じようであろうことは想像に難かたくない。


    　ひとつ大きく息を吐き立ちあがると、全身にじんわりと汗が滴したたる。はやく帰ってシャワーでも浴びて缶ビールを一気に飲み干したい、などと願望を夢む想そうしつつ、背後を見ないように手でひさしをつくって運転席のドアを開いた。


    　先ほどから車の中からは、ひっきりなしに少年の持ち込んだ曲が、ぼんやりと低音部分だけ聞こえてきていた。もう何回も何回も。すっかり水気を失った褐かつ色しよくのさらさら髪を、開けた窓から入り込んでくる風に揺らしながら。


    　少年は、窓の外の白しらんできた方向をずっと上うわの空そらで見つめていた。


    　ドアをばたむと閉じ、外の光景が目に入らないようにさッとカーテンで窓を覆おおった。


    「その曲。なかなかいいっすね。誰の曲なんです？」


    　輸送兵が聞くと、曲に聴き入っていたらしい少年はハっと惚ほうけた顔を見せる。


    　その顔には年齢相応のあどけなさがあった。


    （そんな顔もするのに……な）


    　少年の着込んでいる服は赤黒く染まり、元の色がなんだったのか、最も早はや思い出せないほどになっている。彼自身のそれではない──返り血によって。


    　その差異は、どうしても輸送兵には不等号に感じられた。


    「この曲……優しい曲ですよね。ぼくもさっき初めて聞いたんです。友達の……曲なんですよ」


    　そうゆるやかに言った少年の声は、とても穏やかでうれしそうだった。


    　相変わらずの無表情ではあったが、少年がこの車に戻ってきたときに見せていた氷のように触れたら肌ごと焼きついてしまいそうな顔つきは、今はない。もしかしたら、この流れてくる歌がそうさせているのかもしれないと、輸送兵は思う。


    　曲自体は、リズムを取るだけの低音と、アコースティクギターと歌だけのシンプルな構成で、おそらく録音環境もいいものではないだろうという事は、普段音楽をほとんど聴かない輸送兵にもすぐにわかった。


    　演奏もつたないものがあるし、完成度という意味では、巷ちまたで溢あふれ返る音楽には遠く及ばないと思う。だがなにか、刹せつ那な的な感情を押し込めたようなメロディと、ぶしつけで優しい歌声に、心動かされるものがあったことは確かだ。


    　心動かされたということは、大なり小なり、そこには確かな感動があったということなのだろうと、輸送兵は思った。


    「ねぇ、ラスト」


    「……何度言えばわかるんですか。その呼び方は──」


    　言いかけたところで、輸送兵は遮さえぎった。


    「いえ、やめませんよ、絶対。あなたが〝ラスト〟であることをやめるまでは、ね」


    「…………」


    「俺に、あなたの本当の名前を呼ばせてくださいよ、いつか。あ、ちなみにこれオフレコでお願いしますよ」


    　一いつ介かいの輸送兵が、兵器たる少年に、バックミラー越しに口元をあげてにかっと笑った。


    「……いつか、なんて。卑ひ怯きような言い方ですね」


    「大人ですから。……すみません。お詫わびついでにってーか、本題なんですけど、これ吸いません？　落ちつきますよ、たぶん」


    　真新しい煙草たばこを一本取り出して、輸送兵が差し出す。


    「ぼく……未成年ですよ、一応。大人がそんなもの勧すすめていいんですか？」


    「いいじゃないっすか。それもまた大人の特権」


    　少年はわざとらしくため息をついて、結局煙草は受け取らなかった。


    「貴方あなたは馬鹿……ですね、本当に。都合のいいときだけ、大人ぶって」


    　その至し極ごく無ぶ愛あい想そうな返答を特に気にすることもなく、輸送兵は少年に差し出していた煙草を自分の口にくわえ火を点ともした。


    　輸送兵は正面に向き直ると、車のエンジンをかけ、煙草たばこの煙けむりを吐き出す。そして、曲にあわせて主しゆ旋せん律りつを追う口笛を吹き始めた。


    　少年は窓の外に広がる空を見み霽はるかしながら、小さく小さく、ありがとう、とつぶやいた。


    　その声は、輸送兵の口笛にかき消されて、少年以外の誰かに届くことはなかった。


    



    　少年は、表情を面おもてに出さぬまま瞳の幕を降ろして、口笛と歌声を体の中に取り込んだ。


    　後悔など、一切ない。


    　人を殺あやめる事。そのための道具であること。


    　そうありながら、生き続けることを決心したこと。


    　それでも、あいつにだけはできる限り、こちら側の世界を見てほしくはない。


    　そのままの、あいつでいてほしい。


    　陽の当たるあの場所にいると、忘れそうになる現実。


    　そんなものは、最高に儚はかない我わが儘ままだと囁ささやくように──。


    　自らが積みあげた元が人であるかどうかすら疑ぎ念ねんをもつほどの無惨な屍しかばねの山は、否いや応おうなくそれを突きつけてきた。


    　血みどろの手を握りしめ、少年は想う。


    



    　これはやはりどうしようもないくらい、戦争なんだ──と。

  


  
    



    　　　３ｒｄ ＦＬＡＧ　心の傷から流れ出る血


    



    　この世界の最大公約数。


    　それが、光と闇だとするならば。


    　暗闇と月光とが混在しあう夜空が、狂おしいほど愛いとしいように。


    　沈みゆき、漂ただよう心を感じながら。


    　本当は、きっと魅みせられているのだろう──この世界のすべてそのものにも。


    



    　名な瀬せ龍たつ彦ひこという名を冠しているビン底眼鏡めがねの少年は、闇やみ雲くもに闇夜を駆けていた。


    



    「はぁッ……はぁっ」


    　どうして、こんなことになってしまったんだろう。


    　いつから、間違ってしまったんだろう。


    　どこから、道を踏み外してしまったんだろう。


    「はぁ……はぁ。くそっ……はっ」


    　分厚いビン底眼鏡が、自分の発する熱気と外気の温度差で曇くもる。


    　雨に濡れた指で、簡単にその曇りを拭ふき取った。


    「はぁッ……くはっ」


    　息が不規則に途切れる。


    　なんで、自分がこんな目に。


    　こんなことなら、すこしは真ま面じ目めに訓練しておけば良かったと、今さらながらに後悔する。


    　実際、直接的な戦闘能力が低い自分はそんなことをする必要はないと思っていた。


    　あんなやつらとは、違う。そう思いたかった部分もある。


    　自分は人間だから──。


    　だけど、人でもなく、機械にもなりきれない──不完全な力が、とてもいやだった。


    　どうにもならないから、どうでもいいと思っていた。


    　だから、たぶん最も大きな理由は、すべてに無気力だった自分が、わざわざよけいな疲労をもたらすことが明白なそれに、力を注げるはずもなかった──ただそれだけなのだと思う。


    　しかし、今はそれが完全に徒あだになっていた。


    　その後悔が最も早はや先に立つことはない。


    　無我夢中で雨が降り注ぐ、薄闇の住宅街を駆け抜ける。


    　思えばこれまでも、後悔ばかりだった。


    　悔くやんで、怖くて、進めなくて。


    　それをまわりのせいにして、強く見える自分だけを外に出して、自分を保ってきた。


    　自分は、本当はちっぽけなのだ。


    　食しよく玩がんについてくる、ちっぽけなオマケのような本体のラムネ。


    　それが、それだけが──本当の俺。


    　こんな自分は、イヤで。


    　でも、本当はすべてがどうでもいいと思っていた。


    「……はぁッ……はぁッ」


    　黒地に赤のラインが入ったスポーツシューズが、じっとりと雨を吸い、重たくなってきた。乳にゆう酸さんがたまりつつある下か肢しが、進め進めと念じる自分の意志に反してもつれ、思うように進まなくなってくる。


    「はぁ……くッ……はァっ」


    　でも、今止まってしまうわけにはいかない。


    　まだ、死ぬわけにはいかない。


    　ばしゃり、ばしゃりと音を立てるコンクリートの街路。


    　音を立てないように、などと気にしている余裕はとうに失っていた。


    　ただ、すこしでも遠くへ。


    　どこへ逃げれば安全なのだろうか？


    　わからない。


    　それでも、どこか、手の届かないどこかへ走り続けなければ。


    　だって俺は、アイツにまだなにも伝えていないのだから。


    　伝えたくて仕方ない、この気持ちを。


    　そんな後悔にもならないような後悔だけは、絶対にしたくない。


    　こんな状じよう況きようになって尚なお更さらに、その思いばかりが強くなっていく。


    　こう思っている俺は、いつのまにか、すこしずつ、変わろうとしていたのだろうか。


    　自分すらも欺あざむいたままに。


    「あっ」


    　段差につまずき、濡れた路面に正面から倒れ込んでしまった。


    「いって……」


    　服が泥汚れ、手のぷっくりとした柔やわらかい部分に、水の滴したたりきった黒い小石がいくつかめり込んで、血がうっすらと滲にじんでいた。


    　ジーパンは生地こそ破れていないが、黒い筋が焼きつき、膝ひざ小こ僧ぞうをすりむいたらしく、じんじんとした痛みが頭に伝わってくる。


    「……あいつ、死んじゃったんだよな。痛かった……かな。痛かったよな」


    　擦すり切れた手を握りしめながら、雨が放射状に降りしきる夜空を見あげる。


    　自分が護るべきだった少女。


    　殺されるために生きていた、悲しき運命を背負う〝ＦＬＡＧフラグ〟であった少女。


    　望んでいないのに、この戦争のキーにされていた存在。


    　そしておそらく最期まで、そのことは知らなかったんだと思う。


    　つい数時間前まで、その少女の守護ユニットであった自分。


    　最初に近づいたのは、俺のほうだった。


    　──仕事だから、できるだけ近くにいなければならない。


    　ただそれだけのはずだったＦＬＡＧフラグの少女から、自分にあからさまな好意を向けられるようになり、いつも戸と惑まどっていた。


    　理由がわからなかったから。


    　自分には本当はなにもないということは、自分自身が一番知っている。


    　それに抗あらがおうと、無理矢理に明るく振る舞ってもみた。


    　でも、それをすればするほど、なにもない自分に気づかされるだけだった。


    　そんな自分への好意など、にわかに信じられるわけもなかった。


    　やんわりと拒絶して、それでも近くにいるという不可思議な関係。


    　そして結局、一番大事なときに、俺は側そばにいなかった。


    （あいつ……俺のこと怒ってるかな。恨うらんでる……かな）


    　彼女についてのほとんどの記憶は、笑顔しかない。


    　どの場面を思い起こしても、残っているのは色々な表か情おで笑う彼女だけだ。


    　怒り、恨む顔を想像しようとしても、上う手まくパーツがそろえられない。


    　せめて俺のことを恨んでくれ……いくらでも、なじってくれればいい。


    　その光景が想像できれば、まだ自分の心がこんなにも苦しくならないのに。


    『龍たつ彦ひこくん！　まってよ！　龍彦くんっ』


    　何度、そうやって求めるように名前を呼ばれただろう。


    　そうやって、差し伸べる手を待っていただろう。


    　そのたびに、その呼びかけを振り払い、背を向けていた。


    『龍彦くん、わたしのことすこしは好きになってくれた？』


    　そんなこと、聞かないでくれ。無理だから。


    　誰かを好きになる、それ自体が無理だから。


    　何度、そうやって拒絶しただろう。


    　それでも、あのときの俺は、人を好きになることなんて一生ないと本気で思っていた。


    『龍彦くんとわたしが出会えたことって、この星の中で起こる一番身近で、一番素敵な奇跡なんだよ。ね？　そう思わない？』


    　奇跡なんかじゃない。この二人の関係は、[image: ]られたんだ。


    　戦争だから。ＦＬＡＧフラグであるお前と、守護ユニットである俺と。


    　だから、出会ったんじゃない。組み合わされただけだ。


    　何度、その言葉が口を出かかっただろう。


    　ＦＬＡＧフラグにＦＬＡＧフラグであると告つげることは、極きよく力りよく避けなければいけない。


    　だが、それ以上にそれは自分にとって都つ合ごうの悪い言葉。


    　すべてを押し隠していた。


    『龍彦くん、わたしは君のこと、どうも好きになってしまったみたいなんだけど……君は、どう？　相変わらずかな、やっぱり』


    　そう言って恥ずかしそうに笑っていた彼女は、もういない。


    　戦争が、彼女を殺した。


    　いや違う──殺したのは、俺なんだ。


    　護らなければいけない少女。


    　護れなかった……いや、護らなかった。


    　それが、それだけが、俺の存在理由だったはずなのに。


    　俺はそれを放ほう棄きして、新しい理由を手に入れてしまった。


    



    『龍彦くん、君はわたしの運命のナイト様なんだと思うの。だって、』


    　違う。


    　その役目を与えられながら、結局俺は──


    　小石が埋まったままの手のひらを、血がいっそう滲にじむまでぎゅうぅと握りしめる。


    「…………織おり花か。ごめんな」


    　腕と足に力を込めて、そこから立ちあがろうとした。


    　潰ついえかけていた立ちあがる気力を、心の奥底から振り絞る。


    　しかし、その力を湧きあがらせたのは、好意を寄せてくれた少女の笑顔ではなかった。


    　その瞬間、脳のう裏りに焼きついて離れなかったのは、別の少女の仏ぶつ頂ちよう面づら。


    　つややかな黒髪を翻ひるがえして、目鼻筋が通っているわりに、いつも険しい表情をしている。


    　無表情というわけではないが、こと笑顔に至ってはたった一度しか見たことがない。


    　そんな少女の仏頂面が、今の俺を立ちあがらせてくれる。


    　痛む足を引きずりながら、再び走り出す力をくれる。


    　降りしきる雨幕の中をかき分けながら、ばしゃばしゃと足音を鳴らして駆けていく。


    「……行かなきゃ、あいつのところ……行かなきゃ」


    　ほぼ無意識に、呪じゆ文もんでも唱となえるような独り言を繰り返しつぶやいていた。


    　そうしてどのくらい闇やみ雲くもに走っただろうか。


    　いつのまにか、まっすぐに延びる車一台がやっと通れるくらいの狭い路地に入り込んでいた。


    　すこし向こうから、若い男が二人やってきていたので、走るスピードを緩ゆるめた。


    　一人はスラックスに紺の無地パーカー、目ま深ぶかにオレンジ色のツバつき帽をかぶっている。もう一人はツンツンの短髪、どこにでもいる大学生といった風ふう貌ぼうで、無ぶ骨こつな感じの大きいヘッドホンを耳にかけている。そこから、シャカシャカと小うるさい音が漏もれだしていた。


    　顔を隠すようにして下を向き、無地の紺パーカー男の横をやり過ごした。さらに、もう一人のツンツン頭をかわそうとしたところで、


    「おっと」


    　その男が、俺の進行方向に明らかにわざとらしく身体を寄せ、通せんぼするような格好になった。シャカシャカ、シャカシャカ。雑音がさっきよりも大きく聞こえる。


    　こんなときに……カツアゲか？


    　俺は背が小さく、見た目がひ弱そうなだけに、そういう輩やからに何度かターゲットにされたことがあるので、すぐにそう思い至った。


    「な、なんですか」


    　思わず睨にらみつけながら言うと、シャカシャカが、


    「……見つけたぞ。名な瀬せ龍たつ彦ひこ、だな」


    　止まった。


    　男は低い声で言いながら、黒光りするリボルバー式の拳銃をすでに構えていた。

  


  [image: ]


  
    「おとなしく一緒に来てもらおうか」


    「…………」


    「目標を捕ほ捉そく。エリア９２３、ポイント１０４５Ｆ。至急応援を」


    　今度は通り過ぎていた紺の無地パーカーの男が、背後で携帯に向かって告つげた。


    　遅すぎた事態の把は握あくのあと、急いで二人から均きん等とうに距離を取る。


    　……囲まれた。偵てい察さつ型能力に特化している自分の能力を使っていれば、造作もなく隠し持つ拳銃の存在を察知できただろう。だが、あの能力はフルに使用し続けると脳の処理能力が極端に落ちてしまうのだ。そうなってしまえば、たとえ察知できたところで、容易に捕捉されてしまうかもしれない。


    　だからこそ、力は使わず温存していたのに。


    「お前ら〈諜報部ニユーロン〉か？　俺を……殺しに来たのか？」


    「君の質問に答える義務は、ない」


    　リボルバーを構えたまま、機械的にそう応える男。


    　考えろ。考えるんだ。


    　ここで、止まってしまうわけにはいかない。


    「俺は、お前達を殺せる……。今のうちだ、そこを通せ」


    　できる限りに、冷淡に。


    「自分がなにを言っているか理解できているのか？　我々にすなおに従うんだ」


    　そう言ったのは、紺パーカーの男だ。


    　感情を押し殺したような、無む抑よく揚ような声色。


    　だが、目の奥底では、確かに恐れを感じているのが、俺には理わ解かる。


    「アンタらこそ勘違いしてない？　選択肢はふたつだけだ。ここで死ぬか？　生きて上じよう司しに説教食らうか、どっちかだぜ？」


    　できる限り、残酷そうな口調で。


    「……通せ。俺は別に、無意味な殺しなんてしたくはない」


    「ダメだ」


    「……それはできない。わかっているだろう」


    　虚勢を張りながらも、二人の男の目に宿る恐怖が増していく。


    　もっと、こいつらに恐怖を与える方法を。考えろ、俺！


    　偵察型の自分には、確かに戦闘型ユニットのような圧倒的な威力をもつ特殊な先制攻撃能力は皆かい無むだ。しかし、能力を利用した反撃ならばできる。


    　といっても、攻撃をする機能として、存在するものではない。


    　だから、タイミングが勝負なのだ。


    「〈細胞殺しアポトーシス〉所属の俺が、アンタらに後おくれをとるような存在だとでも？　それくらいの力もなく、守護ユニットが務まると思うの？」


    　〈細セ胞ル〉内にあって〈細胞殺しアポトーシス〉という部署の存在は、ある意味、畏い怖ふの対象だということは知っている。


    　だからこそ、あえてその名前を強調して言い放つ。


    　できうる限りの殺意ある一いち瞥べつを二人の男に突き立て、ツンツン頭に一歩ずつにじり寄る。


    「う、動くんじゃない！　お、おい、応援はまだか」


    「落ちつけ！　相手は偵てい察さつ型だぞ」


    　紺パーカーが、絞り出すような冷静な声で諭さとそうとする。


    「あーあ……可か哀わい相そうな人たちだね。俺を偵察型だと思ってナメてるの？」


    　にじり寄る。


    「う、動くなと言っている！」


    　ぱしゃり、ぱしゃり。


    　雨の音と、俺の靴が水たまりをはじく音。


    「俺の拡張士エクステンシヨン……一応、情報もらってんでしょ。空間監視型の拡張士エクステンシヨン〝魔眼バロール〟」


    　ぱしゃり。ぱしゃり。


    　……ぱしゃッ。


    「〝魔眼バロール〟の力だけで、本当に人を殺せないか……試してみる？」


    「と、止まれ！」


    　紺パーカーも、俺の殺気を感じてか、同じタイプの銃を抜いた。


    　でも、止まらない。止まってやらない。


    「敵に止まれと言われて、止まるアホはいねえんだよ。なぁ、元お仲間さん！」


    　分厚いビン底の伊達眼鏡を外し去る。


    　禍まが々まがしい赤しやつ光こうを宿し始めた俺の〝眼〟を見た瞬間に、もはや恐怖に堪こらえきれなかったのか、その顔が醜みにくく引きつっていく。


    「とまれえぇぇえええ！」


    　叫ぶのと同時に、リボルバー式の拳銃が火を噴き、銃声を唸うならせた。


    



    （ディヴァイン・ブラウザ起動っ！　拡張士エクステンシヨン 〝半眼の魔眼バロール〟展開）


    



    　視界に映る光景が、赤々しく染まりゆく。


    　魔眼バロールが誘う、血に溢あふれた冥めい界かい。


    　──殺したい。殺さなければ！　殺される！　殺せ！


    　殺したい。殺したい。殺させて。殺さなければ、殺される！


    　悪意に充みち満みちた心の叫びが縦じゆう横おう無む尽じんに響き渡る世界。


    　俺の頭を撃ち抜く軌き線せんを描いて迫り来る銃弾が、


    



    　──止まった。


    



    　正確に言えば、認識の中で止まって見えていた。


    〝魔眼バロール〟が、音速以上の高速で撃ち出された銃弾を捉とらえる。


    　スーパースローのカメラで撮影したすこしだけ先の未来も含めた一連の動きを、コマ撮りの写真にして、その中から一枚を思考で選び取るような感覚。


    　そのように、魔眼バロールに映った世界を定義していく。


    　そして〝魔眼バロール〟の放つ力が、選び取った一枚の写真を──裏返した。


    　すると、直後のコマ撮り写真は、銃弾が本来向かうべき未来を、ドミノ倒しのように、バラバラと、すべて裏返していく。


    　人の血をほっした〝魔眼バロール〟が、進むべき道を正反対に書き換えたのだ。


    　俺のディヴァイン・ブラウザに組み込まれた拡張士エクステンシヨンのひとつ〝半眼の魔眼バロール 〟。


    　それは、眼で捉えたモノの未来を短時間だけ予測した上で裏返し【反射】させる力。


    　モジュールの演えん算ざん能力を多大に浪ろう費ひするため、あまり乱発はできない。


    　本来は、主に守護ユニットとしてＦＬＡＧフラグを護ることを想定した、緊急回避的な役割を果たす防御用の拡張士エクステンシヨンだ。


    　だが、この至近距離で自分へと放たれた銃弾を裏返せば、その結果は自おのずと、だ。


    　ディヴァイン・ブラウザへの接続を切り、視界が通常の彩いろどりを取り戻したとき、銃弾を放ったツンツン頭はすでに息絶えた状態で、大の字に天を仰ぎ倒れていく最中だった。


    　──その脳天には、ぽっかりと大きな黒穴が空いていた。


    　紺パーカーは、彼が完全に倒れきって道路に打ちつけられたところでようやくそれに気づくと、あからさまな狼ろう狽ばいを隠さなかった。


    「あ……あぁ……あが」


    　彼の目には、俺がなにをしたのか正確に追うことはできていないのだ。


    　正体のわからない攻撃ほど、恐ろしいものだ。


    　その隙すきを見逃さず、倒れた男のリボルバーを素早く取りあげ、それを紺パーカーに突きつけた。これで戦意を失ってくれれば……よけいに人を殺さずに済むと思っていた。


    「さあ、形勢逆転……だ。おとなしく──」


    「こ、このおおお！」


    　だがそれは結局のところ、無闇な戦意を男がほとばしらせただけだった。


    　男が狙いを定めてトリガーを引く。


    「おぉ──っ」


    　直前に、パンッと平へい坦たんな火薬の炸さく裂れつ音が、雨音を切り裂く。


    　俺の放った銃弾は、紺パーカーの心臓を貫つらぬいていた。


    　がくんっと糸が切れたように力を失って、前のめりに倒れた。


    　二発の銃声は、ここいらの住民にも聞こえてしまったかもしれないが、そんなことを今は気にすることができる状じよう況きようではなかった。


    　ここも、もうすぐ追っ手がやってくるだろう。グズグズはしていられない。


    「はやく……逃げないと」


    　足を一歩踏み出した瞬間に、ズキンッと頭のてっぺん辺りに激痛が走った。


    「ぐっ……こんなときに」


    　まるで、頭の内側から誰かが刃物を突き立てているような痛み。


    　よろめき、民家の壁に手をついて身体を支えた。


    　急いでポケットから、プラスチック製の親指大の小こ瓶びんに入った錠じよう剤ざいを二粒左手にばらし、それを一気に飲み込んだ。


    「はぁ……はぁ……はやく、逃げなきゃ」


    　徐々に痛みが和やわらいできたところで、取りあげたリボルバーを手に握りしめたまま、俺はまた走り出していた。


    　後ろを、何度も振り返りながら。


    〈諜報部ニユーロン〉は、あの二人の屍しかばねを見つけてきっとこう思うのだろう。


    　──役立たずの守護ユニットが、本当の裏切り者キヤンサーになったと。


    



    　自分が命を奪った二人の骸むくろを……容よう赦しやなく冷たい雨が打ちひしいでいく。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　あれから、どれくらい走ったんだろう──あまり、よく覚えていない。


    　頭より先に身体が悲鳴をあげ、疲労がピークに達しかけたところで通りかかったやや大きめの公園で一時的に休憩をとることにした。ここは入り口から視界を遮さえぎるような木々の生い茂り方をしていて、身を隠すのにはおあつらえ向きだった。


    　道路側まで大きくせり出した常緑樹の枝葉。その下にあるベンチに座っていれば、幾いく分ぶんか雨もしのげる。


    　先ほどの魔眼バロールの拡張士エクステンシヨン展開でまだ若じやつ干かん脳の疲ひ弊へいが残っているものの、今この状態で捕ほ捉そくされたら、今度うまく切り抜けられるかわからない。


    　まずディヴァイン・ブラウザを頭の中で起動し、高性能レーダーのような役割をする拡張士エクステンシヨン〝裁さばきの魔眼バロール〟を展開させた。


    　俺は、自分の両目を閉じる。


    　一瞬ぼんやりと公園の電灯の明るみから光を感じるだけの薄闇に視界が覆おおわれるが、すぐに映像が脳のう裏りに立ちあがってくる。


    　それは、すべてが灰色の世界。〝裁きの魔眼バロール〟が、俺の視野を灰色に染めた。


    　最大半径十キロメートル以内で、屋外、屋内関係なく、すべてのモノの動きを詳しよう細さいに、自分の脳視野に捉えて蓄ちく積せきすることができる。


    　単純な〝映像〟と違うところは、魔眼バロールは〈空間〉それ自体を捉えていることだ。だから、自分が動かずとも、リアルタイムの３Ｄ映像の中に入り込んだように、あらゆる角度から特定の地点の観察を可能としている。その能力が及び領りよう域いき内の動作物の情報は、一時的に可視領域化された地点以外についても、すべて情報として解かい析せきされ、即座にフィードバックされてくる。


    　ただし、それらの演えん算ざんに必要な脳の処理能力は膨ぼう大だいで、拡張士エクステンシヨン使用後の疲ひ弊へいはすさまじい。


    　さっきのように、それが痛みとして返ってくることもある。


    　それを最小限に抑えるため、今は半径五百メートル以内にその範囲を限定させていた。


    　本来であれば、定期的なディヴァイン・ブラウザのメンテナンスも必要なのだが、もうそれは望めないだろう。


    　体温をもった動物の動きだけが、その体温をサーモグラフィにして輪りん郭かくを映し出す。それ以外の無機物、植物などは、基本的にグレースケールで構成される。


    　今は近くの茂みに身を寄り添っている二匹のネコ以外ほとんどなにもいない。濃のう淡たんの違いこそあるが、ほとんど灰色一色の世界だ。


    　こうして見る世界は色を失っているようで、そこに迷い込んだ自分は独り取り残されたような感じがして、あまり好きではなかった。


    「……なにしてんだろ、俺」


    　こうして独りで雨に打たれていると、今は考えなくていい思考が浮かんでくる。


    　あの光のない雨空のような真っ暗な未来が、俺の頭をもたげた。


    　笑いあう声が響く、夕焼け色に黄昏たそがれた校舎。


    　笑いあう俺たちも夕焼け色に染まる──そんな記憶。


    　初めてみんなに会ったのは、半ば強引にバンドの練習に誘い出されたときだった。


    　いいよ、別にヒマだから。そう言ったけど、本当は違う。


    　逃げたかったんだ……織おり花かから。


    　その口実になるなら、なんでもよかったのかもしれない。


    　たっちん。


    　灰色髪で、ピアスしてて、右目だけ灰色にしてる悔くやしいけどカッコイイやつ。


    　すぐ怒るけど、でもムカツクくらいに……いいヤツ。


    　うじちゃん。


    　さらさら髪で女の子みたいな色白の顔をした、いつも穏やかに笑ってるやつ。


    　おとなしくて優しいけど、なに考えてるのかイマイチわからない、ちょっと謎な感じ。


    　璃り奈な。


    　……いつも仏ぶつ頂ちよう面づらを崩さない女の子。


    　男みたいな口調で、自分のことをボクとか言っている。


    　なんでそんなに、俺のこと怒ったような顔をして見てるんだろう。


    　顔だけ見れば、結構かわいいのに。


    　変なヤツ。


    　最初はそんな印象しかなくて、正直なところ、うざったいなとすら思っていた。


    　でも、いつのまにか──俺は。


    　勘違いを……していた。


    　いつまでも、あの場所が続くような、そんな気がしていた。


    　いや、続いてほしいと願っていただけ。


    　──そんな場所には、もう戻れない。


    　俺は、消えてしまうのだろうか。


    　消せない過去と先の見えない未来が、今を蹂じゆう躙りんするように踏みにじる。


    　黄たそ昏がれの校舎が、ぐにゃりと歪ゆがんで真っ暗になりなにも見えなくなった。


    　いつのまにか、俺は震えていた。


    　それが雨の冷たさによるものなのか、それとも恐怖からなのか、もう俺自身にもよくわからなくなっていた。


    



    『龍たつ彦ひこっていうんだっけ？　えっと……あんたの歌、良かったよ。正直どんなヤツが来ても蹴りくれて追い返してやろうかと思ってたけど……あんたの歌、マジに良かった。だから、そんなふうに思ってたことを謝あやまりたくてさ。ごめんなっ。え？　言わなきゃわかんなかったって……。まあ、そうなんだけど。それじゃ気が済まなくて。まあともかく、また聞かせてくれな、あんたの歌さ』


    



    　そう言って、ただ一度だけ見せてくれた仏頂面の少女の笑顔。


    　眩まぶしかった。


    　自分の存在を、その理由を、くれたような気がした言葉。


    　護ること以外に、自分のいる意味が見いだせるかもしれない、と。


    　とても大切で、今となっては痛々しいほどの喜びが身体の中を駆け巡めぐったあのときの感覚。


    「……璃奈」


    　ほおを滴したたる雨がいつのまにか、しょっぱい味に変わっていた。


    「璃奈……会いたい……よ」


    　この戦争の最さ中なかにあって、俺は自分のことを〝ボク〟と呼ぶすこし変わった女の子に。


    　円えん藤どう璃り奈なという、ごく普通の人間に。


    　止めようもないくらいに、おそらく、ごく普通の──恋をしてしまったんだ。


    



    



    　突然、ディヴァイン・ブラウザの視界上にアラート音が鳴り響いた。


    「……ん？」


    　〝裁きの魔眼バロール〟が、公園の入り口から、こちらにやってくる人影を捕ほ捉そくする。


    　ひとり、だった。銃器や刃物らしきものは持っていないようだ。


    　一般人だろうか？


    　いや、気を抜くことはできない。


    　意識をその人影に集中させた。


    　その人影は、比較的背の高い男のように思える。ときおり吹く風で、膝ひざの辺りでなにかがひらひらとはためている。薄手の長い衣服を着ているようだ。レインコートだろうか？


    　まっすぐに、こちらに近づいてくる。


    　俺は、ポケットに忍ばせていたリボルバーに手を添えた。


    　やがて、実際の視界でも捕捉できる距離にまで近づいたところで、俺は目を開き、自分の双そう眸ぼうで、その人影を見た。


    「あれ……アンタは」


    　白髪と黒髪が半々くらいで、オールバック気味。


    　年齢は、五十か六十代前半といったところの初老の男性。


    　ひらひらとはためいていたのは、レインコートではなく、研究員が着ているような白衣だ。服装こそ違うが、それは見覚えのある人物だった。


    　大きな黒傘を差しだしてきて、


    「やあ、どうしたんだい？　そんなに濡れて。おや、彼女と一緒じゃないのかな？」


    　と、見回すようにして言った。


    　今日、学校近くの商店街でくじ引きをしていた例の東とう都とドリーミングランドのチケットをくれた初老の男性だった。


    　そのときと、今の状じよう況きようのあまりの落差に愕がく然ぜんとし、それが同じ〝今日〟であることに、すこし自じ虐ぎやく的な笑みが零こぼれてくる。


    「いないよ……あいつは。それに、彼女じゃないし」


    「ふむ、そうかね。どうだい？　友達たちと例のモノを有効活用してくれる予定は立てたかな？」


    「いや、あれはまだ。でも、今週の土曜に──」


    　そう思わず言いかけて、やめた。


    　もうたぶん、その場所には戻れないから。


    「せっかくだけど、たぶん行けないと……思う」


    「おやおや。……ふむ。すこしばかり流れが変わってきたかな」


    「……なに？」


    　チケットをくれたときはスーツ姿で街頭に立っていて、新しくできた遊園地の宣せん伝でんをしている気のよさそうなおじさんといった印象だったが、今はどことなくまとっている雰ふん囲い気きが違う。


    　この暗闇のせいだろうか。


    　なにより、こんな時間にどうしてこんなところに？


    「なにか……あったのかね？　名な瀬せ龍たつ彦ひこくん」


    　そう言われた瞬間に、俺はポケットからリボルバー式の拳銃を抜き去り、初老の男に突きつけ立ちあがった。


    「なんで、俺の名前をッ」


    　初老の男は臆することなくにっこりと微笑ほほえむだけで、その質問には答えなかった。


    「〝魔眼バロール〟の宿し子よ。銃を収めたまえ。わたしが武器などを持っていないことは君が一番よくわかっているだろう？」


    「……どうして、俺の拡張士エクステンシヨンの名前を知っている」


    「信用しろとは言わないが、君に危害を加えるような存在ではないとだけは言っておこう」


    「……武器を持っていないから、人を殺すことができないわけじゃないよ」


    「疑り深いな。まあ、それも当然……かな」


    　男は思し案あんげに目を細めた。


    　確かに、今この男から明確な殺意などは感じない。


    　だが〝魔眼バロール〟のことまで知っているなんて……一体この人は。


    「そういうアンタは……何者だよ。〈細セ胞ル〉の刺し客かくか？」


    「少なくとも、私は〈細セ胞ル〉の人間ではないな。昔そうであった時期は確かにあるがね。人は私のことを〟ドクター〝と呼ぶ。君も気が向いたらそう呼んでくれればいい」


    〝ドクター〟と名乗った男は、そう言って、にやりと笑った。


    「ドクター……だって？　そのお医者さまが、一体俺になんの用だよ」


    「君のことを救ってやりたくてね。こうして、直接に馳はせ参さんじたわけだ」


    「……救う？」


    「そう。私は人の行き場を失った欲望を埋めて治ち療りようし、救きゆう済さいするドクターなのさ」


    　ドクターはいたって大おお真ま面じ目めな顔で、意味のわからない言葉を吐いた。


    「どういう……ことだよ」


    「今の君に光射さす道への案内役を買って出ようということだよ。けっして悪い話ではないと思うがね。もちろん、身の安全も保障しよう」


    「…………」


    　男の真意がまるで読めなかった。


    　どこまでも見み透すかしてしまいそうな漆しつ黒こくの目。


    　魔眼バロールで確認してみても、発はつ汗かんもなく、心しん拍ぱく数も一切変わらない。


    　銃を突きつけられているというのに、顔からは口元を軽くあげた薄い笑みを崩さない。


    「少なくとも今の君に、ほかに選択肢はないように思えるがね」


    　ドクターが、傘を持つのとは逆手の白衣の左ポケットから一枚の写真を取りだした。


    　それを見た俺は、目を丸くして叫んだ。


    「り、璃り奈なッ！」


    　それは、円えん藤どう璃奈がいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらをしているところを捉えた写真。どこから撮影したのか、その背景から察するに下校途中の彼女だろうか。おそらく、最近のものだ。


    　その隣となりには俺や、たっちんや、うじちゃんが映っているはずの。


    「璃奈になにをしたっ」


    　リボルバーのトリガーを発射ギリギリまで絞る。


    「おやおや、勘違いしないでほしいな。私は、彼女に危害など加えていない。むしろ、君にこの少女にも会えるようにしてあげようというんだ。会いたいのだろう？　彼女に」


    　その言葉に、どくんっと心臓が一つよけいに波打った。


    「なんで……それを」


    「言っただろう？　私は人の欲望を救きゆう済さいするドクターだ。好意というものは、最も人の欲望に直結するものだ。それを知る程度、造作もないことだ」


    「……俺の欲望だって？」


    「そう。たとえば、彼女の記憶を操作して、君のことを慕したう彼女にしてやることもできるんだが。どうかな？」


    「……。あんた、俺になにをさせようっていうんだ」


    「ふっ……察しがいいな。君は私が思っていた以上に優秀かもしれん」


    「なんだと……」


    「これを見たまえ」


    　同じポケットから、ドクターがもう一枚の写真を取りだし、差し出した。


    　銃は突きつけたまま、それを片手で受け取る。


    　灰色髪で、右目だけが灰色、耳にピアスをした整った面おも立だちの見知った少年が、そこに映っていた。


    「……たっちん？」


    「ああ、彼は拓たく真ま颯そう……といったかな。まだ完全なる確証があるわけではないのだが、彼は我々の計画を遂すい行こうする上で、非常に重要なポジションに位置づけられているのだよ」


    「…………計画？　なんの話だ」


    「ふむ、やはり君は知らなかったか。そこは私の睨にらんだ通りのようだ」


    「なにが言いたい……」


    「彼には、ＦＬＡＧフラグが埋め込まれている。それも、かつて難なん攻こう不ふ落らくと呼ばれ、とある重要な運命の鍵かぎを宿したＦＬＡＧフラグをね」


    「なっ……」


    　その言葉を、上う手まく自分の中に呑み込めない。


    　たっちんが……死んだ織おり花かと同じ──ＦＬＡＧフラグが埋め込まれたヒト。


    　殺されるべくして、生かされている存在。


    「そんな……ウソだ！　たっちんが……」


    「少なくとも我々の調べた情報を総合すると、ほぼ間違いないと考えているがね。彼の周囲にも、一般人に紛まぎれた守護ユニットが存在している。そう……君のようなね。わたしは、たまたまその守護ユニットのことを、よく知っていてね」


    　──ＦＬＡＧフラグ。


    　俺もＦＬＡＧフラグについて詳しよう細さいをくわしく知っているわけではない。だがそれは、この戦争における重要な要素『ヘキサゴン領りよう域いき』と結びつけられ、攻略の鍵かぎとなっている存在。便べん宜ぎ上そう呼ばれるようになったそれは、文字通り「旗はた」のような役割を担になっているモノでもあるらしい。


    　ＦＬＡＧフラグにはそれぞれヘキサゴン領域の占せん有ゆう権が設定されていて、それを所有することが占有権の獲得を意味する。


    　だから、奪い合う。


    　人間の体内に埋め込まれ、隠されている──ＦＬＡＧフラグを。


    　それが、この戦争の仕組みシステム。


    　それは理わ解かっている。理解りすぎるほどに。


    　でも、どうしてこの男は、わざわざ俺にそんな話を……そこまで考えて、ドクターと名乗る目の前の男が望みそうな行為が、一つだけ思い至った。


    「アンタ、まさか……俺に」


    「ご明めい察さつだ。君には……彼を消してもらいたい。君自身の未来と引き替えに、ね」


    　ドクターの背後で雷らい光こうが明滅し、それから数秒遅れてどおぉぉんっと盛大な落らく雷らい音が耳に届いた。


    「……たっちんは……たとえ、アイツが本当にＦＬＡＧフラグだとしても……俺の友達なんだ！　そんなことできるわけ──」


    「くっ、くくっ、ともだち……か。もちろん答えを早さつ急きゆうに求めるつもりはないがね。君にはそうは時間がないのではないかね？　自分が死んでしまっては、元も子もないだろうに」


    　そう言った男の表情は先ほどとはまるで別人だった。口元を大きく吊りあげて、そうすることによって心の中から憎ぞう悪おを発散しているかのように笑っている。


    「…………」


    「ＦＬＡＧフラグは、君が手を下さずとも、いずれ誰かに殺される。それは人間がいずれ死ぬのと同じくらいに変えることのできないこの世界の決まり事なのだから」


    「でも……そんなこと、俺は」


    「君がどうしてもできないというのなら、それでもいい。我々にはほかに代案もある。だが君は、自分の組織から逃れきる自信があるのかね？　もしも君が死に、我々の目的が達せられない場合、この写真の少女もどうなるか、それに関しては保証できかねるところだ」


    　ドクターはそう言って、璃り奈なの写真をちらつかせた。


    「てめぇ……」


    　ぎりぎりと奥歯を嚙かみ殺し、リボルバーのラバーグリップを握りしめる。


    　ドクターの目に、鋭するどい視線を突きつける。


    「これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだよ。すべてを失いかけている君にとって」


    「……ハナから、俺には選択肢なんてないってワケかよ。クソ野郎」


    「それは違うな。人の運命というものは、決意が必要な選択肢を選んだときにのみ行く末が決まるわけではないということさ。決意とは往おう々おうにしてその後押しに過ぎない。大たい抵ていの場合、覚えてもいないような些さ細さいな行動でその分岐点は生じてくる。君が思う以上にね。この選択は、君が選び取ってきたいくつもの些細な選択肢の集合体でしかない」


    「……なんで、たっちんなんだよ」


    「ＦＬＡＧフラグという存在、それ自身もそうだ。同じさ。膨ぼう大だいな選択肢の中で選ばれていく中で、摘つまれていくＦＬＡＧフラグ。それがやがて運命と名を冠することを許される意味ある流れを産み出して、奔ほん流りゆうになっていく」


    「……あいつは……いいヤツなんだ。俺に、歌を教えてくれて……そんな」


    「いいやつ、か。いいかい？　それでも、彼はＦＬＡＧフラグなのだよ。なにも悪いことはない。彼はＦＬＡＧフラグとしての役目を全まつとうし、君には新たな自由が訪れる。ただそれだけのことさ。それに……本当のところ彼は君にとっても、いないほうがいい存在ではないのかな？」


    「な……に？」


    「君自身は、拓たく真ま颯そうにある種の羨せん望ぼうと憧あこがれを抱きつつ──どこかで、嫉しつ妬としていたのではないのかな？」


    「ち、ちがうっ！」


    　俺は思わず狼ろう狽ばいし、叫んだ。


    　それは、あながち的まとはずれな指摘ではなかったから。


    　他人には、触れてほしくないコトだったから。


    「もしも彼がいなければ……そう思ったことが一度もないと断言できるかな？」


    「それは……でもッ」


    「君が思いを寄せる少女の心が本当は誰のことで占しめられているのか、それを痛いほど感じるのは、ほかならぬ君自身なのだろう？」


    　聞きたくない言葉。


    「やめてくれ！　なにも知らないくせにッ。たのむから……もう」


    　耳をふさぐ。


    　それでも、無遠慮な言葉が寄せては返す細さざ波なみのように打ち寄せる。


    「自分よりも色々なものを持っている彼が、心の中では君を見下していないかと、君は考えたことはないのかね？」


    「だけど、でも……。たっちんは……そんなやつじゃないんだッ！」


    「自分よりも優れた人間。そして、君が最もほしいモノを手に入れられる状態にあるような人間を、それでも君は本当の意味で、〝ともだち〟と呼べるのかな？」


    「やめろおおぉっ！」


    　パンッ！


    　叫ぶのと同時に、一発の銃声が轟とどろいた。


    　だが、ドクターは傘を差しだしたそのままの姿勢で微動だにせず、ほおにできた傷からじんわりと血を流しながら、にんまりと笑みを作っていた。


    「それでいい……。その銃口の矛ほこ先さきさえ変えてしまうだけ。カンタンなことだ」


    「あ……あ」


    　俺はその光景に、これまで感じたこともなかった言い知れない恐怖を覚えた。


    　じわじわと流れ続ける血すら意に介さずに、ドクターはさらに語気を強めた。


    「君も、もう本当はわかっているのだろう？　彼女を手に入れるためにはなにが必要で……なにが〝不要〟なのかをね」


    　今、自分になにが要いるのか、要らないのか。


    　──生きていくために。


    　──自分が望むモノを、手に入れるために。


    「……俺は」


    　今、そのために最高に自分勝手な、最低の選択を。


    　──生きていくために。


    　──自分が望むモノを、手に入れるために。


    「君が今、一番望んでいることを正直に心に聞いてみるがいい。たとえ、その中にマイナスの因いん子しがあろうともね。そうすれば、自おのずと答えは……君が進むべき道は、見えてくるはずだがね」


    　そんなのはただの欺ぎ瞞まんだ。わかっている。


    　それでも──今、確かに俺が一番ほっしていること。


    　璃り奈なが、自分のことだけを見てくれる存在になってくれる。


    〝我わが儘ままで独りよがりな欲望〟という積み荷を背負ってでも。


    　ほっすることすら許されない今までの反動のように。


    　その思いは、恥ずかしくなるほど強く強く自分の心に根を張り巡めぐらせていた。


    　そんな罪つみにおぼれてみたくて。


    　それに一番近い場所にいるのは、今自分ではないということ……。


    　それもまた、俺が世界で一番理解してる。


    「嫉しつ妬と、それ自体はけっして恥ではない。ヒトは本来、そうすることで自己を高めてきた存在なのだから。どれだけうわべを綺麗なもので覆おおい隠そうともね。そうやって、誰しもが望むモノを手に入れようとする」


    「俺の……望みを……手に……入れる」


    「そうだ。元々消える存在であるはずの彼だ。それを君がすこし促すだけで、君の望みは成じよう就じゆするのだ。そして、それはカンタンに終わり、いずれ忘れゆく。望めば、その記憶自体も私が隠いん匿とく処理を施ほどこしてあげよう。そうすれば、罪ざい悪あく感すら君には残らない。なかったことになる。これは、余談だがね、私は人という種の唯ゆい一いつの利点は、忘れることができるという利り己こ的な自己防衛機能にあると思っているよ。ヒトと機械との差は、意志とは関係なく自分自身で忘れることができるかどうか。そう思わないかね？　君が、ヒトである限り、君は忘れることができる」


    　そんな言葉で、立ち込めた罪悪感のすべてが消えたわけではなかった。


    　ただ、それは確かに文字通り悪魔の囁ささやきのようなもので。


    　ドクターを、もう一度ゆっくりと見あげて俺は、


    「……絶対に……約束は守るんだろうな」


    　そう、言ってしまっていた。


    　俺はその瞬間にはもう、悪魔の差し伸べた手にしがみついていたんだと思う。


    　この脆ぜい弱じやくに残った魂たましいすらも売り渡して。


    　手に入れたいモノの、代だい償しようとして。


    「君におあつらえ向きの新たな力も与えよう……バロールが産み落とせし破壊の力をな」


    　心のどこかが自己嫌けん悪おしたくなるほどに高こう揚ようしていて、だけど同時に吐きたくなるほどに沈みゆく気持ちを、俺は確かに感じていた。


    「これは……戦争なのだよ。名な瀬せ龍たつ彦ひこくん」


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    「電話でねえなぁ……龍たつ彦ひこのヤツ」


    　昼休み。大たい抵ていの生徒は教室で気の合う仲間と弁当をひろげるか、学食で昼飯を済ませている時間帯。このくらいの時間には、部室や特別教室が並んでいる第二校舎の屋上に来る人間など、ほとんどいない。


    　元々この屋上は立ち入り禁止で施せ錠じようもされているのだが、その鍵かぎは壊れていた。


    　コツはあるのだが、それさえつかめばすこしノブをがちゃがちゃと数回回してやるだけで簡単に開いてしまう。


    　誰も来ない屋上の床に直で寝そべり、頭の後ろで手を組んで枕まくらにし、空色の天てん井じようを仰ぎ見る。そこは雲の入り込む隙すき間まもないほどの蒼あおで埋め尽くされていた。


    　本当にムカツクくらいアホみたいな晴天ぶりだというのに、肝心の俺の心は一向に晴れない。


    　それどころか、むしろ心のどこかに釣り針みたいなものが引っかかっていて、気を抜くと、徐々に徐々に得体の知れない場所に引っ張られてしまいそうだ。


    （うーん。まあ、仕方ねぇのかなぁ。よくわからんけど）


    　すでに飲みきったコーヒー牛乳がわずかに間に残るストローを口にくわえて、ひょいひょいと上下させながら、携帯電話のディスプレイを眺めてみる。


    　が、やはりそこにはなんら変化がない。


    　それを確認したらディズプレイは閉じて、ストローを口に含ませて、ある程度時間がたったら新着メールの確認をしてみたりして。


    　しばらくはそんなことを繰り返していたのだが、次第にいらいらが募つのってくると、足が無意識のうちに貧乏揺すりを始めた。元来気の長いほうではない俺は、すぐに手持ち無ぶ沙さ汰たな気分になる。仕方なく、胸ポケットに忍ばせておいたデータカード差し込み型の携帯音楽プレイヤーを取りだし、移動時用の小さめなイヤホンを取りだした。


    　再生ボタンを押して、目を閉じ、曲を聴くのに没ぼつ頭とうしようとしたとき──


    「学校にそんなもん持ってきやがって、没収っ！」


    「おわっ！」


    　予想外に声をかけられたので、思わず飛び起きて、自分でもびっくりするくらいのスピードで携帯プレイヤーを後ろ手に隠した。


    　が、寝そべっていた俺に覆おおい被かぶさるようにして、のぞき込んでいたのは、璃り奈なだ。


    「……なんだよ、お前か」


    　自分の肝きもっ玉たまの小ささにも辟へき易えきするが、なによりもその瞬間を璃奈に見られたことに対する気き恥はずかしさと理り不ふ尽じんな怒りが入り交じる。俺にとって、この携帯音楽プレイヤーは少ない小こ遣づかいをやりくりして貯ため、なんとか買うことができた大事な一品だ。冗じよう談だんのタチが悪いってもんだ。


    「ふんっ。なんだとはご挨あい拶さつだね。例の彼女さんじゃなくて、残念でした」


    「ばっ、そういう意味じゃねえっつーの！　だいたい没収ってなんだよ。ガキか」


    「ふんっ。ボクはあんたのレベルにあわせてやっただけだよ。現に驚おどろいてたじゃんか、ガキレベルはどっちなんだか」


    「ぐっ……」


    　そう言われて二の句が継げないのが、尚なお更さらに悔くやしい。


    　璃り奈なは仁に王おう様のように胸のところで腕を組み、勝ち誇ったオーラを漂ただよわせた。


    （ったく、菜な月つきの爪の垢あかでも煎せんじて飲みやがれ）


    　俺がそんな悪態を心の中だけでささやかにつぶやいた──そのときだ。


    　なんの前触れもなく、今まで無風だった屋上に、ひゅ──っと空気が狭い空間を通り抜けたときのような音を伴った一陣の風が吹き抜けた。


    「あ……」


    　なにか薄いものが、ふわりと浮きあがった。


    　そして、それは、見えた。見えてしまった。


    　腕組みをしていた璃奈のスカートは、とてつもなく無防備で。


    　風の来襲に対抗する術すべをもたなかったらしい。
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    「お前……ピンクの縞しま柄がらなんて、意外と女の子らし──」


    



    　瞬間、ぐしゃっと容よう赦しやのない無言の瞬しゆん殺さつストンピングが俺の顔面に炸さく裂れつした。


    　俺のほうは俺のほうで、いかに幼なじみでそういう意識が薄いとはいえ、璃り奈なの予想可能範囲の凶行に対して、あまりにも無防備すぎたことを今になって後悔しているのだった。


    



    



    　エメラルドグリーンにコーティングされた金かな網あみのフェンスに背中を預け、痛みの残る箇か所しよをさすりながら、できる限り不ふ機き嫌げんな声色をだしてやる。


    「いつつ……。で……なんなんだよ。わざわざ幼気な俺を踏みつけに来たわけじゃねぇんだろ。お前がここ来るなんてめずらしいし。なんか用でもあんのかよ」


    　璃奈はふんと一つ鼻を鳴らし、逡しゆん巡じゆんするような表情を見せた。


    「別に、あんたに用ってわけじゃないよ。ただ、颯そうには……龍たつ彦ひこから、なんか連絡とか入ってないかなと思って」


    　そっぽを向きながらいつもよりもワントーンくらい小さい声で言った。


    「お？　なんだよ、お前。そんなに遊園地に行きたかったのか？」


    「アホ！　バカ！　そんなんじゃねえよ、この変態野郎！」


    　怒いかり心しん頭とうなのか、顔を真っ赤にして怒鳴り散らす赤鬼璃奈。


    　素そ朴ぼくな疑問を口にしただけで、ひどい言われようだ。


    「……なにもそんなにムキになって言わなくてもいいじゃねぇか。不可抗力なんだし、だいたい、見えたくらいで減るもん……じゃ」


    　そこまで言いかけたところで、璃奈の瞳に怪しい黒き炎が宿った……ような気がした。


    　これ以上、この話題を続けるのは危険だと判断する。


    「冗談だって……じょーだん」


    　璃奈はそんな俺の様子を見ながら、相変わらず腕組みをしたままで、ひとつわざとらしいため息を吐ついた。


    「もう、そうじゃなくてさ……。ちょっと気になるじゃんか、やっぱり。その……龍彦、例の先輩があんなことになったし。今日は学校、休んでいるみたいだし。でもボクは連絡先知らないからさ。颯なら知ってるんじゃないかと思って」


    「…………へぇ、意外。クールな璃奈さんでも、そんなこと思うもんなのな」


    　それは、本当に自分にとっては意外なことだったのだ。


    　龍彦とはそこまで仲良くなっていたということか、いつのまにか。


    　だが、当の璃奈には皮肉に聞こえたのか、ぎろりと射い抜ぬかれそうな視線を向けられた。


    「……あんた、ボクにそんなに喧けん嘩か売りたいワケ？」


    「いやいや、滅めつ相そうもない。つか、俺も一応待ってるわけ、連絡。けど、うんともすんとも言わねえんだよな。履歴は残ってると思うから、そのうち連絡はしてくると思うけど」


    　手に持った携帯電話のディスプレイを璃り奈なに見せながらそう言った。


    　また、屋上にすこし強めの風が吹き抜けて、璃奈の長い髪をばらばらと浮かせた。


    　璃奈は髪を右手で、スカートを左手で押さえながら、その風をしのいでいた。


    「まあ、待つことしかできねえな、今は」


    「……そっか。そうだよな」


    「おう。まあ、しょうがねぇだろ。電話でる気にもならねえかもしれねえし」


    　そこはかとなく、視線を空に泳がせてみる。


    　風に流されてきたのか、先ほどまで隙すき間ますらなかった蒼そう天てんの中に、薄うすい一筋の雲が浮かんでいた。


    　璃奈は、龍たつ彦ひこのことを心配している。


    　ある意味、当然だとは思う。


    　だが、俺はどうなんだろう。


    　もちろん心配はしているが、それよりも自分のなかでしっくりこない部分をはやく解決したくて仕様がないのだと、そう思う。


    　そして、そんなふうに思っている自分に気づいて、妙みように愕がく然ぜんとする。


    　先輩の死は──戦争とは、関係ない。


    　そんな言葉を聞きたい。


    　太た一いちのこともある。


    　昨日見たものは、それとは関係ないという言葉がほしくて。


    　強く、強くそういう衝動に駆られてしまう。


    「ねぇ」


    　なんとなくの沈ちん黙もくを破ったのは璃奈のほうだ。


    「ん～？」


    「昔はさ、颯そうとボクで、よく二人で学校さぼって抜け出したりさ……。小学校の屋上で昼寝したよなぁ。まだ太一もいなくて。あんたとボクが一番遊んでた時期」


    「なんだよ、藪やぶから棒ぼうに。別に感かん傷しようにひたるようなタチじゃねぇだろ。昔話をするには、僕らはまだ若いですよ？　璃奈さん」


    「…………ああ。そう、だよな。おかしい……よな」


    　フェンスの網あみ目めに指をかけ、どこか遠くを見つめているようだった。


    　それは、どこか憂うれいの込められた眼まな差ざし。


    「人ってさ、変わる……よな。変わっちゃう。昨日と今日も違ってて、あのころとか、もっと昔とか。もっと全然違ってて。なのに、急に明日がなくなったりして。おかしいよな。なんで、人って変わらなきゃいけないんだ？」


    　璃り奈なが一言一言、なにかを嚙みしめるようにつぶやいていく。


    　それはおそらく、俺に対して答えを求めているわけではないのだと思う。


    「楽しいなって思える場所くらい、せめてずっと変わらないでいてくれればいいのにって思わないか？　どうせ、いつか絶対に死ぬんだから」


    　きっと、今日起きたことに対する璃奈の自分自身への、問いかけ。


    「最初はさ、龍たつ彦ひことあのカスミ先輩って人も、もしかしたらもっと仲良かったんじゃないかって思うんだよな。あのときは逃げまくってたけど」


    「ん？　そうなのか？」


    「それをボクが……いや、それは自うぬ惚ぼれ過ぎか」


    「なんだよ。話が見えねえんだけど」


    　璃奈は俺のほうをじっと見て、ふっと笑った。


    「ちょっと羨うらやましくて、憎いよ。アンタのそういうとこ」


    　寂しげな笑顔。バカにしているわけでもない。呆あきれているわけでもない。


    　ただ、自分自身のなにかを諦あきらめているような。


    「ボクも……変わって。アンタも……みんな、変わってくんだなってこと。わかんない。怖いよ。変わって……ほしくない。いつか、みんな失っちゃうのかな。なくなっちゃうのか？」


    　ぎゅぅとフェンスにかけた手に力を込めながらうつむいた璃奈は、こちらを見ようとはしなかった。


    「意味すらなかったことには──ならないよな？」


    　結局のところ、それが誰しも怖いんだ──。


    　璃奈も、俺も。


    　今、自分たちが積みあげている途中のなにかは、とても大切だと思えるものになるはずだ。


    　それなのに、唐とう突とつな喪そう失しつを目の前に突きつけられると、どうしようもなく不安になる。


    　今の自分に、なにか意味があるのか？　──と。


    　それが、自分に近しい場所に振り落とされたなら、殊こと更さらにそうだ。


    　でも、絶対に失わないモノなんて、壊れないモノなんて。


    　きっと、この世の中にはない。


    　だから、人は未来の確実なソレから目を瞑つぶるんだ。


    　見ることができないようになっているんだと、そう思う。


    　もし、人が直接未来を知ったり、見たりすることができていたとしたら、それはきっと絶望とか、失望とか呼ばれるものにつながっていたんじゃないか。


    　俺は、璃奈の言葉にすこしだけ昔のことを思い出した。あのとき、失ったモノの大きさに潰つぶれそうになったこと。でも、失ったことで得たモノも、きっと、あったはずだ。


    「人ってさ、変わらないほうが……変わるよりよっぽど難しいことなんだよな、たぶん。でもさ、本当に大事なところが変わらないためには、どっかで変わり続けなきゃなんねぇんだと──まぁ、これ、死んだ父さんの受け売りだけどな」


    「颯そう……」


    「大切なものを喪うしなうのって、怖いし、痛いよな。しなくていい後悔も、たくさんしちまったり。俺も、あったよ。例の事故のとき、俺が目覚めたときに、俺の横には母さんしかいなかったんだ。それで、なんとなくわかった。いつもだったら絶対そばにてバカみたいに優しく笑ってくれてる父さんがいなくて。たぶん……父さんは、もうずっと、いないんだって。でも、そう認識しちまうのも怖かった。だから、しばらく父さんのこと、口に出せなかった。父さん、どうしたの？　ってさ。その一言が言えなくてよ」


    「そう……だよな。悪い、こういう話題あんまよくないよな。変なこと思い出させて」


    「別にいいって。でも、やっぱそればっか考えてたら、動けなくなる。囚とらわれて、マジで身動きできなくなっちまう。生きている意味なんてないんじゃないかって、本気でそう思ってたしな。父さんが死んだ、あの事故のあとしばらくは」


    「……そうだね。あのときの颯は、しばらく、ちょっと見てられなかった、な」


    「でも、それって損だって、間違いだって、思ったんだ。まあ、思えたのは、お前とか、太た一いちのおかげだったけど……きっと俺一人じゃ」


    「……なぁ、颯……」


    「ん？　なんだよ」


    「ボクさ……。アンタに言っときたいことが──」


    　璃り奈ながそこまで言ったところで、俺の携帯電話が電子音のメロディを奏かなで始めた。


    　ACIDRAGON というミクスチャーバンドの曲「FLY」だ。


    　その曲が示すのは──龍たつ彦ひこからの着信だった。


    　ディスプレイに「たつひこ」という登録名が表示されていた。


    「お、龍彦から……ぁ」


    　言い終わる前に、璃奈が強引に携帯電話を奪い取ってしまった。


    「龍彦！　ちょっと、大丈夫なのか？　え？　ボクだよ、わかれよ。円えん藤どうだ」


    　おーい、璃奈さん。そりゃ無茶だ。


    「うん、そう、うん。今、隣となりにいる」


    　どうやら、龍彦は俺のことを聞いたらしい。


    　まあ、俺の携帯にかかってきているのだから、当然だが。


    「そう、今日学校で集会があって……うん、え、風か邪ぜ？　今家にいるのか？　ほんとかよ。うん、まあ……思ったより声元気そうだな。……うん。颯にも替わる？　ああ、うん。わかったよ。え、ばか、なんで謝あやまるんだよ」


    　そこまで言って、璃り奈なは俺のほうに目め配くばせし、携帯を俺に手渡した。


    　俺は、それをすぐに耳のところまで持っていく。


    「龍たつ彦ひこか？」


    『たっちんか～、わりぃわりぃ。何回も電話くれてたのにさ』


    　璃奈が言っていたように、電話先の龍彦の声は、若じやつ干かんくぐもった鼻声のように聞こえはするモノの、いたって元気そうだった。


    「変な言い方だけどよ。無理……しなくてもいいんだぞ？」


    『へ？　なに言ってんだよ～、たっちん。無理なんてしてないって。つーか、たっちんこそ明日の件忘れてないよな！　ちゃんと誘ったか!?　彼女！』


    「は？　誘ったけど……」


    　予想以上の明るさに、思わずたじろぐ。


    『おッ！　さすがたっちん、色男は違うねぇ。ひゅーひゅー』


    「いや、つーか明日なんて……中止にしたほうがいいんじゃないか？」


    『あー？　なんでぇ。風か邪ぜなんて今日で治るって』


    「いや、風邪って……お前、今日風邪で休んでるのか？」


    『そうだよ』


    「マジか？　やっぱりほら……例の先輩の、お前も聞いてるんだよな？」


    『……あぁ』


    　やはり返事に紛まぎれ込む一いち縷るの負ふの残ざん響きよう。


    　だが、それを無理矢理に抑え込んだような声色で、


    『そのこと学校でも、もう発表されたんだってな。つーか、基本的に関係ないし。アイツと俺。なんかみんな妙みように勘ぐって、メールとか電話とかくれんだけどさ』


    　龍彦のいつものそれとは違う、どこか投げやったように言い放った。


    「関係ねぇって……そんな」


    　かといって、それ以上自分が横やりを突くような内容でもないことは明らかで。


    　俺が返答に窮きゆうしていると、肩を後ろからとんとんと叩かれた。


    　振り向くと、璃奈がなにか言いたげにこっちを見ている。


    　通話口部分を手で押さえて、璃奈のほうに向き直った。


    「なんだよ」


    「なあ、明日行こうよ。遊園地」


    　と、璃奈の口からやはり意外な一言が発せられた。


    「は？　なんでだよ。本気か？」


    「……ていうか、行ってあげたいんだ。あいつ絶対今無理してる。だから、ちょっとでも、一瞬だけでも、龍彦が楽しいって思うようなこと、してあげたいから」


    「璃り奈な……」


    「ボクのわがままかもしれないけどさ……たのむよ」


    　璃奈の強い意志を感じる目を見て、俺のほうの答えも自おのずと出た。


    「……わかった。そうだな」


    　携帯の通話用スピーカーから手をはずして、再び龍たつ彦ひこに話しかける。


    「もしもしー、わりぃな待たせて。わかった。行こうぜ、遊園地。楽しもうな。あ、それと風か邪ぜひいてんだったら、ちゃんと治せよ。うつされたら適かなわねぇから」


    『よっしゃ！　そうこなくっちゃな』


    「じゃあ、また……明日。十時に駅で待ち合わせってことでいいんだよな？」


    『おうッ。寝坊すんなよ、たっちん。じゃーなー』


    　電話を切ったのとほぼ同時くらいに、五時間目開始のチャイムが鳴り響いた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　携帯電話の通話ボタンを押して切ったあと、龍彦の顔からは表情と呼べる一切が消え失せた。


    　激しい自己嫌けん悪おが小さな軀からだ全体にあますところなく降り注いでくる。


    　そんな感覚で、頭も、心も麻ま痺ひしてくるようだった。


    



    『無理……しなくてもいいんだぞ？』


    



    　ほんとに、どこまでイイヒトなんだよ、たっちん。


    　龍彦の中に生まれ出ずる、迷い。


    　ドクターから手渡されたクスリを見つめる。


    



    『あいつ絶対今無理してる。だから、ちょっとでも、一瞬だけでも、龍彦が楽しいって思うようなこと、してあげたいから』


    



    　やめてくれよ。自分はそんなことしてもらうような、価値のないヤツなんだ。


    　龍彦にとって、その言葉を璃奈が口にしてくれたことは、うれしすぎて。


    　悔くやしくて、苦しくて。


    　涙が、止まらなくなった。


    　きゅっと結んだ唇が震え、やがて誰かに聞かれたら恥ずかしくなるような、激しい嗚お咽えつが漏れるが、そんなことを気にしている余裕もまた、なかった。


    　これは、きっと最期のヒトとしての涙。


    　迷いも、喜びも、悲しさも一緒くたにして流れ落ちた涙が、自分の仮面を剝はがしていく。


    　もう、決めたのだから。


    　闇の中に浸つかることでようやく捉えることができる暗き希望の光に、すがって生きることに。


    　明日で、終わる。


    　そして、変わるはずだ。


    



    　だから、その前に流してしまおう。


    　この涙と一緒に──今までの自分のすべてを。

  


  
    



    　　　４ｔｈ ＦＬＡＧ　真実が奏かなでるカリソメの鎮ちん魂こん歌か


    



    　優しく無む慈じ悲ひな真実の旋せん律りつに、耳をかたむけながら。


    　慈いつくしむように、死神はただ鎌かまを振り下ろし続ける。


    　そうすることで、多くの涙が流れようとも。


    　そうすることで、多くの笑顔もまた生まれると信じていた。


    　大切なものの笑顔を守るため──その至高なる我わが儘ままのために。


    



    「うぉえ……ありえん」


    　さすがに、注目を集める新興のテーマパークだけはある。


    　東とう都とドリーミングランドは、どこのアトラクションにいっても人だかり。


    　招待客のみのプレオープン期間だというのに、である。


    　確かにここは、戦争で財を成なしている企業のそれとは思えないような場所だ。


    　そもそも、この時間帯になっても、まだアトラクションを三つしか体験できていないあたりが泣けてくる。特に人気のアトラクションを選んだということもあるが。


    　自宅からバスで三十分くらいの比較的近場にできた遊園地としては、かなり上出来な施設だ。


    　正直、今日は〝いい天気〟といは言えないが、なんとか雨は降らずにもちこたえてくれている。


    　家族連れや俺たちと同年代くらいか、すこし上くらいのカップルなど客層も幅広い。


    　昨日この平たい良ら台だい市で戦争があって、誰かが死んだことなど、まるで噓のようで。


    　それが逆に、自分の中の違和感を鮮明にさせる。


    　園内の敷地は広大というほどではなさそうだが、アトラクションごとに余裕のある配置がそれを感じさせない。確かに事前に聞いていた通りヴァーチャルリアリティ系の体験型アトラクションが多く、それらは総じて室内型施設のようだ。


    　建物はアトラクションホール、と呼ばれているらしい。


    　さながら、昔の資料写真で見たパビリオンとかいうものが立ち並ぶ万ばん博ぱくのような雰ふん囲い気きだ。


    　そんなドリーミングランドの中央には、螺ら旋せん形がさらに四方に飛ひ散さんして空中で渦うずを描いている不思議で奇怪な形状をしたアトラクションが象しよう徴ちようのように鎮ちん座ざしていた。


    　あの塔は〈可か逆ぎやくの塔〉というらしい。


    　遊園地のアトラクションにしては仰ぎよう々ぎようしく、不可思議な名前だと思った。


    　ただ、まだ〈可逆の塔〉は準備中で、プレオープン期間は入れないとのことだ。


    「おぇ……ぅ」


    　そんなドリーミングランドの中でも、最もファンシー色が強いと思われるアトラクション「すぃーとしゅーたーず」の出口で、ふらふらと千ち鳥どり足あしになっている情けない男が約一名。


    　──それが俺だ、文句あるか。


    「うわ、だっせーたっちん。もうギブ？　ねぇ、ギブ？」


    　そう愉ゆ快かいそうに俺を指さして笑うのは、龍たつ彦ひこ。


    　誰だ、こいつを元気づけてあげたいとかぬかしたヤツは。


    　戦争のこととか、死んだ先輩のこととか。


    　聞きたいことはあるけれど、逆にこのくらい元気な──少なくとも表面上は──龍彦を前にすると、そのことすら憚はばかられてくる。


    　むしろ、今は俺が元気づけられたいくらいだ。


    　ビン底眼鏡めがねは相変わらずだが、今日はやたらと決めた格好をしている。


    　髪型もかなり手入れしている感じだし、すこしヒップホップ系が入った大きめのパーカーに、じゃらじゃらと色々なシルバーアクセがついたジーンズ。赤地のツバつきの帽子は、確かによく似合っている。（かなり子どもっぽく見えるのが玉にキズだが）


    「うっせー。なんであんなに……揺れるんだ。なにがすぃーとだ。逆誇こ大だい広告だろ」


    「だっさ……アンタ、あんな簡単なゲームでよくすべて失敗の道に進めるな。相変わらずのゲーム逆天才ぶりだな」


    　てめぇ、璃り奈な。


    　なんなんだ、その軽けい蔑べつがこもっていそうな眼まな差ざしは。


    　そもそも、お前は遊園地に来ているというのに、なんだそのラフすぎる格好は。


    　迷彩柄のぴったりとしたＴシャツに地味な色のだぶだぶカーゴパンツ。


    　普段は完全におろしている長い黒髪は、今日は白い無地のリボンで後ろで結ゆいあげている。


    　ただそれだけ。にもかかわらず、妙みようにサマになっているのが不思議だ。


    　どちらかというと、かっこいいお兄さん、みたいな雰ふん囲い気きだが。


    「……なんだよ、じっと見て。気色わるい、顔色青くしやがって。こっち見んなよ」


    　璃り奈なの辞書に、いたわり、という単語はきっと入っていない。


    　俺がそんなことを確信していると、


    「だ、大丈夫？　拓たく真まくん……。お水、持ってこようか？」


    　と、菜な月つきは俺の顔をのぞき込みながら、本気で心配げな声色と表情を見せてくれた。


    　あぁ、優しいのはお前だけか。


    　白を基調にしたフードつきのニットを羽は織おり、中はピンク地のＴシャツ。どういう名前かはわからないがフリフリのついたスカートがとても清せい楚そな雰囲気だ。


    　璃奈との対比もあってか、とても女の子らしくみえる。


    「ね。そうしよ。ほら、あそこのベンチでちょっと休もうよ」


    　今のアトラクション「すぃーとしゅーたーず」は、お菓子の国を冒険するシューティングゲームの要素を含んだアトラクションで、見た目は確かにファンシーなのだが、攻撃を受けると自分が乗っている乗り物が揺れるわ、道を間違えると滝から落ちるわ、クイズの答えを間違えると空に飛ばされるわ、宝物なんて探したくないと選択肢を選んだら罰ばつとして超高速の絶ぜつ壁ぺき滑かつ走そうトロッコに乗せられるわで、しかもそれらすべてが無駄なリアルさを伴っているもんだから、すっかり酔ってしまった。


    　根本的な原因は自分の天才的なゲーム下べ手たにありそうだが。


    　あれだけ並んで乗ったのに、なんでこんな思いをしなければいけないのだろうか。


    　なにかやりきれない不ふ条じよう理り感かんが、ふつふつと自分の中で湧きあがってくる。


    「はい。拓真くん、すわってすわって」


    　菜月に促されて、近場のベンチにすわり込むと、空を仰ぎ見て、はぁと大きく息を吸い込んで、ゆっくりと吐き出した。そのほうが、うつむいているよりは幾いく分ぶん楽になる。


    「お水、買ってこようか？」


    「いや、いいよ。わりぃ。しばらくこうしてれば治る」


    「そう？　なんかほしいものあったら言ってね」


    　心配そうな表情から、本当にうれしそうに笑顔になる。


    　思わず自分のキャラを忘れて抱きついてみたくなってしまう衝動を、なんとか抑えた。


    「よかったですなぁ、しっかりものの奥さんつかまえて」


    　と、璃り奈なが妙にキツい視線を俺に浴びせかけてきた。


    　なんだよ。なんでそこでお前が怒るんだ。


    「ってか、今のやつ俺かなり好きだなぁ。もう一回乗りたいなぁ」


    　怖い一言を今日のＶＩＰがぽそりとつぶやく。


    「あ、あたしもっ。でもなぁ、また並びの列がすごいかもしれないよ？」


    　思わず、ピクッと俺の顔が引きつった。


    



    「ボクはちょっとここで休んでく。ちと並び疲れたし」


    　璃奈がそう言って、俺の右みぎ隣どなりにどっかりと腰掛ける。


    「えぇぇぇ、マジでぇ。まだ三つめじゃん」


    　龍たつ彦ひこが、ビン底眼鏡めがねをくいっとあげながら、ぶーっとふくれた。


    「俺もパ～ス」


    　必要以上にだるそうな声をつくって、手を挙げた。


    「むぅ、たっちんまで！　いいよ、いいよ！　二人きりで行っちゃうから」


    「は？　おいちょっと」


    「じゃぁ、どうしようかなぁ。あんまり並ばないやつを……」


    　龍彦はごそごそとポケットからパンフレットを取り出した。


    　ドリーミングランドのパンフレットには、リアルタイムで現在の各施設における待ち時間が表示される機能がついているから、それを目安にするつもりだろう。


    「じゃあ……かなっち、これなんてどう？　待ち時間今なら三十分だって」


    「えっと……天国へと連つらなる螺ら旋せん階段を高速で駆け抜ける映像と実体験が交こう錯さくしたハイブリッドコースター。あなたは、この昇しよう天てん劇げきに耐えられるかっ……うわぁ、いいなぁ～」


    　……どこが？


    　菜な月つきは、そういうの──意外と好きなんだろうか。


    「だよねだよね。よかったー、かなっちは話がわかるっ！」


    　と、龍彦がぱちんとうれしそうに指を鳴らした。


    「あたしの弟も好きでねー、絶叫系の乗りものとか」


    「へー。かなっち弟くんいるんだー」


    　龍彦の中ではいつのまにか、そういうあだ名が成立しているらしい。


    （かなっち……って）


    　ホントにすぐあだ名をつけるヤツだな。


    　しかし、俺も苗みよう字じでしか呼んだことがないのに。そんなにあっさりと……。


    　なんだか、乗り物のことも含め、ほんのすこし複雑な気分になっている自分がいる。


    「じゃ、俺らだけでちょっくら行ってくるから。二人は、そこで待っててな。なんかあったら、携帯で連絡するわっ！」


    「いってきまーす、拓たく真まくんっ」


    　そう言うがはやいが、龍たつ彦ひこと菜な月つきは慌あわただしく目的地に走っていった。


    　ベンチに横おう柄へいな格好で寄りかかり、うなだれている俺。


    　昨日のこともあるし、正直ついて行きたい気持ちもあったが、今は体がついていかない。


    「無ぶ様ざまだな……」


    　璃り奈なは、そんな俺をちらりと見て、つぶやいた。


    「……うるせぃ」


    「そんなんじゃ、彼女に逃げられちまうよ？　しっかり男見せて捕まえときなよ」


    「べ、別に……あいつと俺とはそういうんじゃ」


    「アホ。あんたが、どう思ってるかなんて──そんなこたぁ見ればわかるんだよ、これでもつきあい長いんだから、あんたとは」


    「む……」


    「あー、やだやだ。龍彦がちょっと親しげに呼んだら、嫉しつ妬となんかしちまって。明らかに表情変わってたよ？　あのときのアンタ。ホント似合わないねー」


    「なっ……それは」


    　璃奈は、普段は全然女の子らしくなんかないくせに、妙みようなところで「女の勘」みたいなものを発動してくることがある。これも璃奈の七不思議のひとつだ、俺の中では。


    「違うのか？」


    　璃奈は、からかうようにすこしだけ口元をあげて笑う。


    　言いつくろっても、おそらく墓ぼ穴けつを自みずから掘り広げるだけだろう。


    「……見てるもんだな、意外と」


    　俺がそう言うと、璃奈が短いため息を漏らした。


    「見てるってかね、見えるもんなんだよ。ボクだけじゃなく女の子ってのは、そうなの。口にだして言わないことだって、本当はいっぱい気づいてる。明るさの後ろに見え隠れする痛みとか、無ぶ愛あい想そうっていうフタの裏側に隠れて貼りついてる優しさとかね。あの子だって、そうだと思うぞ」


    「よく……わかんねぇんだ、自分でも。そういうの考えるたびにさ、どうしても、思っちまうんだ。俺なんかが、人を──ってさ」


    「傷つけてしまうかもって？」


    「そう……だな。保証もない未来のことなんて、自信もてねえじゃねか」


    「アンタは、まず自分自身に対する自信がなさすぎだよ、颯そう。未来はただ夢見るもの、明日は自分がつくるものってな」


    「師し匠しようの口くち癖ぐせじゃねえか、そりゃあ」


    「懐なつかしいだろ？　相変わらずクサ言葉連発だぞ、毎日」


    「ああ。懐かしすぎて涙でるねぇ」


    　それは俺と璃り奈なが通っていた空から手て道場の師匠お気に入りの言葉で、事あるごとにそんなことを言われていた気がする。今のセリフ以外にも総じて「クサっ」と思わせるような直球の言葉が好きな人だったなぁと、なんとなく懐かしく思った。


    　ベンチに寄りかかりながら、そこはかとなく視線を泳がせる。


    　顔をあげたところで、唐とう突とつに、


    「ねえねえ、お兄さんたちは、コイビト同士ですか？」


    　ベンチの裏側、俺と璃奈のちょうど真ん中くらいから一人の男の子がひょっこりと顔を出した。


    「は？」「あ？」


    　俺と璃奈の声が合わさって、二人同時に後ろを振り返る。


    　きりっとした目の、利り発はつそうな顔立ちをした少年。


    　髪型もきちんと整えられていて、いいところのお坊ちゃんといったある種の風格が漂ただよう雰ふん囲い気きすらある。見た目、小学校の中学年といった感じだろうか。


    　当然、龍たつ彦ひこよりもさらに背は低い。


    　右手にドリーミングランドでマスコットが配っているピンク色の風船を手にしていた。


    「ボクたちがそう見えるか？　当ててみなよ」


    　璃奈がそう聞き返すと、その男の子はやたらと真ま面じ目めな顔つきになって、


    「ううん、どうかなぁ。第三者的にこの光景を見れば普通はそういうことだと言えそうだし、でも、そんなふうに聞くと言うことは違うという確率が高そう……。だから、コイビトではない！　どうどう？　名推理？」


    　どこぞで見かける名探偵の格好を真ま似ねたのか、小さな顎あごに手を添えながら言った。


    「なかなか鋭するどいね。きっと、このお兄さんよりは女性の心がわかるイイ男になるぞ、坊や」


    　璃奈はおかしそうにくくっと喉のどを鳴らした。


    「オイ……」


    　よけいなところで俺を引き合いにだすなよ、まったく。


    「ははっ、正解かぁ！　やった！」


    　それにしても、なんなんだ。この登場から小生意気全開フルスロットルのガキは。


    　そもそも、今どこから、いつのまに現れた？　まったく気配を感じなかったが。


    「じゃあ、今度は僕のほうから、ひとつクイズクイズ！　ね！」


    「ほら、アンタの出番だよ」


    「……クイズ？　あほくせぇ。そんなことして、なんになるんだよ」


    　そっぽを向いて興味なさげに吐き捨てたが、男の子はそれを気にした様子もなく続けた。


    「世の中で一番噓吐つきなヤツ、これ、だ～れだ？」


    「……はあ、噓吐き？　ワケわからんな。政治家……とかか？」


    「ぶー。ヒントはね、つかめないモノです、絶対に」


    「つかめない、ねぇ。雲とか」


    「それもぶー。本当に誰にもつかめないモノだよ？　たとえ、大切な人を失っても、護れても。そうするために、たくさん人を殺しても──」


    「……なに？」


    　こんな年齢の男の子から発せられるのには、違和感のある言葉にぎくりとする。


    「わからない？　答えは真実──ですよ。拓たく真ま颯そうさん？」


    　──どうして、俺の名を？


    「あなたは、近いうちに多くのそれを目にすることになる。でも、真実は噓吐つきだ。けっして、それは正しい方向というわけじゃないことを……忘れないでください」


    　ハっとして、男の子のいるほう振り返った。


    　だが──


    「い、いない……なんでだよ」


    　すでに、そこには男の子のいた形けい跡せきごと跡形もなく。


    　ただベンチの右端に、先刻まで男の子が持っていたピンクの風船が結びつけられているだけであった。


    「え？」


    　遅れて璃り奈なも振り返る。


    「ま、まじだ……。下に隠れてるとかじゃないのか？」


    　と言って、璃奈もベンチの下や横をきょろきょろと見回しているが、当然そんなことろから見つかるわけもない。


    「どういうことだよ……今の。なぁ、颯。あいつ、知り合いか？　お前の」


    「知るかよ。新種のアトラクションじゃねぇの？」


    　新種の狐きつねにでもつままれたような気分である。


    　二人でしばらく呆ぼう然ぜんとしていると、今度は颯の携帯がヴヴヴと揺れた。


    　園内は音がうるさいので、着信音ではなくバイブレーションにしてあったのだ。


    「な、なんだよ今度は。びびらせんな」


    「……龍たつ彦ひこじゃないの？」


    　ディスプレイを開けて、着信のネーム欄らんを見てみる。


    「……ご名めい答とう」


    「ど、どうせつまらないことだろ？」


    「だろうな……」


    　いきなりねじ込まれた非現実感の余よ韻いん醒めやらぬままに。


    　どんなふうに話してやろうか。


    　信じないかもしれないが、だが、今現実に起こって、璃り奈なも見ていることだ。


    　共有して、霧む散さんさせてしまいたくて、ぴっとボタンを押す。


    「龍たつ彦ひこ、聞いてくれよ、今さー……なんつーのかな」


    　元々のだるさも相まって、半分くらい機能停止している頭で、今起こった奇怪な出来事を話し始めた俺の気分は、


    



    『た、たっちん！　助けて！　ヤバイんだッ！　助けてくれっ！』


    



    　悲ひ愴そう感のある龍彦の救いを求める声で、一気に現実に引き戻されることになる。


    　これは、あの少年の言う「もうすぐ目にする真実」と、なにか関係があるのだろうか。


    　まだ、目覚めきっていない脳が、至し極ごく勝手にそんなことを頭の中に刷すり込んでいた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　──菜な月つきが怪しい連中に拉ら致ちされた。


    　また同じ連中か？　


    　やはりなにか目的があって菜月を狙ねらっているのか？


    　頭より先に、身体が反応した。俺はすぐに駆けだしていた。文字通り全速力というやつで。


    　自分でも、こんなに足がはやくまわるものかと驚くほどに、俺は園内の人波を縫いながら駆け抜けていた。


    　だいぶ後方には、璃奈もついてきているようだ。璃奈は事情が呑み込めていないだろうから、今ごろ混乱中だろう。まあ、あとで謝あやまっておけばいい。


    「龍彦！　ほかに目印は！」


    『わ、わかんねぇ。なんか工事中で立ち入り禁止になってるところがあって。隠された裏口みてえなとこから入って。えっと……塔だな。あー、もうっ。なんでこんなことに』


    　電話口の龍彦の声も焦しよう燥そうからか混乱しているようだった。


    　龍彦と菜月がトイレで離れたほんのわずかの間に、ということらしい。


    　龍彦は、今その連中のあとを追っている。


    「塔？　あの妙な形の塔か！」


    　目標を再設定し、なおも駆ける。


    『あ、ああっ。そこの東側に工事中のところがあって、緑色のドアがあるんだ。たぶん、スタッフ専用みたいな感じの。そこに連れ込んで入ってった』


    「わかった。できれば、遊園地の職員……とか、アテになるかわかんねぇけど、声かけてみてくれ！　警察も呼んでくれってたのんでくれよ」


    『おう。わ、わかった。ごめんな……ごめん、たっちん』


    「馬鹿野郎！　今はそんなこと言ってる場合じゃねぇだろ」


    『そ、そうだよな。わりぃ』


    　そこまで聞くと、俺は携帯を耳からはずし、走ることだけに全神経を注いだ。


    　右目が見えないせいか、走ることだけに意識を集中しているせいか、人に何度かぶつかりながらも。


    　とにかく、今は一刻でもはやくあの塔へ。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    「ここか……？」


    　螺ら旋せん形がさらに四方に飛ひ散さんして空中で渦うずを描いている不思議で奇怪な形状。


    〈可か逆ぎやくの塔とう〉の東側にある、工事中のエリア。白塗りの背の高い金属製の壁で囲まれた場所があった。立ち入り禁止の札をくぐり、その中に入り込む。


    　緑側の小さなドアが確かにあった。スタッフ専用とある。


    　少ない情報だけに確証がもてるわけではなかったが、おそらくここだろう。


    　龍たつ彦ひこの姿は見えない。先に入ったか、助けを呼びに行ったのか。


    （菜な月つき……）


    　どうして、菜月が狙ねらわれなければいけなかったんだろう。


    　わからない。どういうことなんだ。


    　だが、理由はどうあれ事実は事実なわけで、今は自分にできることをやるしかない。


    　ふーっと二、三度深呼吸をして、走ってあがった息を整える。


    　ドアに鍵かぎはかかっておらず、なんの抵抗もなく、ドアノブを回すことができた。


    　なるべく音を立てないように慎しん重ちようにドアを開き、身体をすべり込ませる。


    　同じようにしてドアをゆっくりと閉じたが、閉じる間ま際ぎわに小さくキィという音が鳴ってしまい、どきりとする。


    　しばらくそのまま静止していたが、特にそれに対する反応はなく、気づかれたりはしていないようだった。


    　そのドアの中の空間は意外にも薄暗く、そのかすかな光こう源げんとなっているのは、小さな窓から差し込む自然光だけだ。


    　学校のそれよりも一回りくらい狭い廊ろう下か。そこの壁の右端に、色々なラックや荷物などが無造作に置かれている。壁自体は一面真っ白なようだが、梅つ雨ゆの雨あがりのような、湿気と埃ほこり臭くささが同居した臭いを漂ただよわせていた。


    　あまり使われていないのか、床はうっすらと一面に埃の絨じゆう毯たんが敷かれている。


    （足跡があるな……真新しいのか……？）


    　徐々に薄暗さになれてきた目をこらすと、床に複数名の足跡らしきものが残っているのがわかった。これをたどっていけば……。


    　俺は、曲がり角があるたびに慎重にその先の気配をうかがいながら、足跡をたどっていった。


    　しばらく行くと、広々とした場所にでて、そこで足跡は終わっていた。


    　大きな段ボール箱や木箱が山積みになったその場所は、どうやらなにかの倉庫らしかった。


    「……ここは」


    「ん……んぐ」


    　かすかに誰かの声が聞こえた。


    　近くだ。声のする方向に、向かって周囲の気配をうかがいながら慎しん重ちように歩いていく。


    （この後ろか？）


    　積み重ねられた俺の背せ丈たけよりも高い箱から、わずかに顔をだす。


    　すると、柱に白い太ふと縄なわでくくりつけられ囚とらわれている菜な月つきの姿が目の前に飛び込んできた。


    「菜月っ！」


    　思わず、認識したその瞬間に叫んでいた。


    「んぐっ！　んぐぐっ」


    　菜月も俺に気づいたらしい。


    　菜月は口をガムテープのようなものでふさがれていた。


    　震えている。


    　あたりには今誰もいないようだ。すぐに助けなければ。


    　俺は菜月に走り寄って、まずは口をふさいでいるガムテープを取り去った。


    「た、拓たく真まくんっ」


    「大丈夫だからな、菜月。今助けてやっから」


    　続けて、菜月を柱にくくっている白縄を解いてやる。


    　と、そのときだ。


    　ガシャンとなにかが降りるような軽い金属音がしたかと思うと、一いつ斉せいに倉庫内のライトが点灯し、俺という存在と菜月を、白光の下もとにさらした。


    　ややあって、ぱちぱちと、簡かん素そな単音の拍はく手しゆが聞こえてくる。


    「囚われのお姫様の救出完了、おめでとう。いや、見事な勇気だな。だが、利り口こうとは言えないな。くくくっ」


    　音のしたほうにを振り返ると、髪をオールバックにした、五十代くらいの初老の老人と、黒服にサングラスの男が数名、今俺が入ってきたはずの唯ゆい一いつの入り口の前に立っていた。


    　そいつらと俺たちのいる場所からは、だいたい距離にして十五メートルくらいだろうか。


    　黒服の男たちは、全員銃らしきものを手に携たずさえていた。


    　不気味なほどに、その黒服の男たちは、微動だにしない。


    　生きているのか、精せい巧こうにできた人形なのかの判断がつかないほどに。


    「くっ、あんたらか。こんなことしたのは」


    「それは、私から説明しよう」


    　そう言ったのは、菜な月つきを囚とらえていた集団の中では一人異彩を放っているエンジ色のスーツ姿の初老の男だ。そこで俺ははたと気づいた。


    「あ、アンタは……あのときの」


    　龍たつ彦ひこがここのチケットを引き当てたときの、クジ引きのオヤジじゃないか。


    「わたしは、ドクター。人の欲望を救きゆう済さいするモノ」


    　あのときとは、ずいぶん雰ふん囲い気きが違っているように思える。


    　笑い声は出さず、だが顔は笑みを形作っていた。


    　それは俺が今まで見たどんな笑顔よりも、禍まが々まがしい臭しゆう気きが漂ただよっているように思えた。


    　見るだけで──吐き気を催もよおすほどの。


    　菜月も、怖いのだろう。


    　俺の横にぴったりとくっつき、手を握ってきた。


    　こんな形で、まさか初めて手をつなぐことになるとは思わなかった。


    　ドキドキしているような余裕もないが、そのぬくもりが、手の中にじんわりと拡がっていく。
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    「いやぁ、お待ちしていたよ。難なん攻こう不ふ落らくのＦＬＡＧフラグ──拓たく真ま颯そうくん」


    「……な」


    　また……俺の名前を知っている？　こいつも、さっきのガキも。


    　それになんだよ、ＦＬＡＧフラグって。


    　俺を待っていた……だと？


    　じゃあ、菜な月つきはなんのために。


    



    「難攻不落のＦＬＡＧフラグ……？　なんだよ、それ」


    「まあ、君自身がご存じないのも無理からぬことなのだがね。君は君という個人の意志に関係なく、我々にとって存外に重要な存在でね」


    　このオヤジの言っていることの意味が、まるでつかめない。


    「重要……？　なにを言って」


    「くくっ……これは失礼。まったく意味がわからないといった顔をしているな」


    「…………」


    　なんなんだ？　この男は。


    　菜月をわざわざさらって……俺にこんな話を、どうして。


    　いや、違う。そもそもの目的は……。


    「ＦＬＡＧフラグ、ニュースなどで聞いたことがないかい？　くくっ、君くらいの年ではニュースなど興味はないかな。領りよう域いき移い管かんのときに必ず発生する陥かん落らくという言葉だよ。ＦＬＡＧフラグは戦争を行うための目印であり、指し針しんであり、次の行動を決める分岐点でもある。そういう存在。ヒトであり、ヒトならざる存在なのだよ。君は」


    　なにを……言っているんだ？


    　頭がおかしいんじゃないのか。


    「これに似たもの、見たことがあるだろう？」


    　男はそう言って、右の手のひらに青々とした『紺こん碧ぺき』の炎を宿した液体が揺らめく硝子ガラス球を手にした。握にぎり拳こぶしくらいの大きくも小さくもない球体だ。


    　どうやらそれは、手のひらにのっているのではなく、空中にぷかぷかと浮いているようだった。


    「ヘキサゴン領域の……識しき別べつ球」


    「そう。ただし、あちらは見せかけ……というか、システム的に連動はしているが、本体ではない。今ここにあるのが、まさしく本体のＦＬＡＧフラグであるわけだ」


    「……」


    「美しいだろう？　文字通り、ヒトの命の炎そのものであり、揺らめきの具ぐ現げん化かだよ」


    　初老の男は、うっとりした目つきでＦＬＡＧフラグと呼んだそれを見つめた。


    「なにが……言いたいんだ」


    「くくっ、まあ、そう急せくな。さて、このＦＬＡＧフラグ。色々な機能……と言っていのかな、役割があってね。我々、戦争屋にとっては大変重要なものなのだ。これを手に入れることは、即、支配領りよう域いきの拡大を意味する。それだけでなく、ＦＬＡＧフラグを集めることにはもうひとつ重要な意味を有しているがね」


    「戦争屋……？　あんたらは……」


    　初老の男は、声を一層張りあげて、


    「このＦＬＡＧフラグ……元々はヒトの体内に、〝命〟として組み込まれるモノなのだ。このＦＬＡＧフラグは昨日手に入れたばかりでね、まだ受け皿が見つかっていないのだが。このＦＬＡＧフラグを手に入れたことで、開けたのだ。君というＦＬＡＧフラグへと至る道、がね。この少女のＦＬＡＧフラグが、君の奪だつ還かんには必ひつ須す事項だった」


    「…………なに？」


    「以前の受け皿は、少女でね。君よりすこし上の年代かな。彼女は昨日、消えてしまったのだ。まあ、私の優秀な戦略の上での出来事だがね。消えてしまったといっても、最初からなかったことに戻るだけなのだがね」


    　心臓が、どくりとひとつ大きく脈打つ。


    「このＦＬＡＧフラグは、一見ただの硝子ガラスのようにも見えるが、実は謎の組そ成せいをしているのだ。現代の科学では解明不可能なね。人間はそれを利用しているにすぎない。この戦争がこの世界に定義された瞬間から、これは確かに在って、使い方が決まっていた。おかしな話だ」


    「使い方……だと？」


    「そう。〈楽園〉により産み落とされた運命の宿し子。それがＦＬＡＧフラグだ。運命というものをよくヒトは勘違いをしているが、けっして単一のものではないのだ。複雑に、有機的に絡からみ合った事象が運命という流れを[image: ]る。その事象が、このＦＬＡＧフラグ自身さ。命を落とした存在に、このＦＬＡＧフラグを埋め込んで、奪い合う。また隠すために埋め込む。ＦＬＡＧフラグを埋め込まれた人間にとっては、カリソメであっても命を与えられてうれしいだろう？　というワケだ。本来人間にないはずの二度目の命をね。それは〈楽園〉で行われていた理想の戦争とはなにかを模も索さくする上で[image: ]られたプログラムの一つだった」


    　楽園？　二度目の命？　一体この男はナニを……。


    「ヒトは戦争をなくせない。だからこそ模索された、〝理想の戦争〟の模索形態のひとつ。自みずからの望む運命そのものを手に入れるための戦争。ひどいエゴだとは思わんかね？　なぁ、拓たく真ま颯そうくん」


    　自分のことをドクターと名乗った初老の老人は菜な月つきのところから離れて、こつ、こつっと乾いた靴底の音を鳴らしながら、近づいてくる。


    　動どう悸きが高鳴っているが、なぜかその場所から一歩も足を動かすことができなくなっていた。


    　口の中が、どんどんと渇いてくる。


    　握ってくれている菜な月つきの手を、ぎゅぅと強く握り返した。


    「もうおわかりかな？　君の体内にも、もう動いていない心臓のかわりに、これと同じモノが埋め込まれているんだ、くくっ」


    「う、噓だっ！　そんなの、俺には」


    「噓ではない。ほら、現実に」


    　近づいてきたドクターは、硝子ガラス球を持っているのとは逆のほうの手を、俺に向かって差し示した。その手の先にあるのは──


    「わたしは、君の二度目を殺そうとしている」


    　小さな拳銃だった。


    　死ぬ……のか？　俺は。意味も、理由も、つかめないままに。


    「そして、ＦＬＡＧフラグを手に入れる。これがね、この世界の戦争のシカタなのだよ。拓たく真ま颯そうくん。無意味で、無慈じ悲ひな、強制的な死。だが、それが戦争なのだ。それこそが普ふ遍へん。できうるならば、私を恨うらまないでいれてくれるとうれしいが」


    「くっ」


    　それは、本能だったんだと思う。


    「きゃっ」


    　菜月を、抱き寄せると、引き金が引かれる直前、俺は近くにある荷物の隙すき間まめがけて、横っ飛びで飛び込んだ。


    　ガウンッという銃声が反響して室内に響き渡ったのは、その刹せつ那なだ。


    　放たれた銃弾は俺の足をわずかにかすめ、そこから一瞬痛みが走る。


    「おやおや、レディは丁てい重ちように扱わなければいけないな。くくっ」


    　心臓が飛びださんばかりに高鳴っている。


    　噓でもない。夢でもない。だが、現実とも信じがたい。


    　痛み自体はたいしたことはないが、その放たれたものの結果としてのこの傷跡が、奇妙なほどに明確なリアルを刻んでいるようで、怖くなる。


    　もう一度、銃声が聞こえた。


    　だが、それは脅おどしの一発だったようで遠く離れたところに着弾していた。


    　深呼吸をする。


    　落ちつけ、落ちつけ。考えろ。なにか、使えそうなモノはないのか。


    　荷物だらけの周囲を、くまなく見回す。


    　目についた異種のものといえば、非常ベルと、その下に備えつけられている消火器が二つくらいか。とても、あんな銃に対抗できそうな手段は見当たらない。


    　だが──


    （やらないよりは……マシか）


    　小さな抵抗にでることを決意すると、すぐさま立ちあがった。


    「菜な月つき……悪かったな。なんかよくわかんねぇけど、俺のほうが巻き込んじまってたみてぇだ」


    　すがるような目で俺のほうを見あげる菜月に囁ささやき声で耳打ちした。


    　菜月は、ふるふると無言で首を横に振った。


    　そんな菜月を見ていて、俺は、今こんなところで死んでしまうわけにはいかない──と、今までの人生の中でないくらいに、強く、強くそう思っていた。
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    　ドクターは、獲え物ものをあえて追いつめるでもなく、ただ、じっとしていた。


    　追いつめられた小動物が、そのままでいられるはずはないのだ。


    　必ず、なにかしらの行動を起こす。正気を失って、泣き叫び出すかもしれない。


    　ドクターは、わざとそれを待っていた。


    　見たかったのだ。


    　それこそがこの腐った世界への、遠回しな復ふく讐しゆうでもある。


    （そろそろ……かな）


    　そんな感かん慨がいを抱いたのと、ほぼ同時にそれは起こった。


    　ジリリリリリィと、けたたましいほどの火災警報が鳴り響く。


    （ふむ……そうきたか）


    　おそらく、非常ベルを押して助けが来るのを期待でもしているのだろう。


    　笑いが止まらなくなりそうなほどに、哀あわれで浅はかな知恵だ。


    　非常ベルのあるほうを目指して、歩みを進める。


    　ゆっくりと、ゆっくりと、わざと足音が響くように。


    　と、妙みような空気の揺れを感じて、足を止めた。


    （……これは）


    　プシュ──と、空気が炸さく裂れつする音とともに、白い煙がドクターの視界を遮さえぎった。


    　近く。おそらく、倉庫に陳ちん列れつされている木箱の上に登ったのだろう。


    （ふふん……めくらましにして、時間を稼かせいで逃げるつもりかね）


    　だが、それでもドクターは微動だにしない。


    　普通であれば目を開けることも困難なほどに、消火器からの噴射液が直撃しているにもかかわらず、まばたきすらせずに、銃口の狙ねらいをその噴射されてくる角度にあわせた。


    （さようなら、だ。難なん攻こう不ふ落らく）


    　引き金を絞ろうとした、そのときだった。


    「くそがぁぁぁぁぁああああ！」


    （なにっ!?）


    　なんと拓たく真ま颯そうは、その消火煙に紛まぎれて、直接上から飛来してきたのだ。


    　性格にドクターの頭めがけて、重い消火器が振りおろされる。


    　ゴグッンと、鈍にぶく、気味の悪い、破は砕さい音がした。


    　どうやら、首の骨が折れたらしいと、ドクターはうつぶせに倒れたそのままの姿勢で判断した。


    （まさか、直接消火器を振りおろしてくるとは……大胆なことを。くくっ、ガキめが。拓真一かず樹きにそっくりだな……やはり親子ということか。だが、悪くない）


    　遠隔操作兵士リモートソルジヤーを動かして、捉えようとしたが、どうやら種に指揮伝達をするためのの〈水やり〉機能そのものが今の一撃で機能不全になっているようで、修復には手間取りそうだった。


    （……これは、予想外だな。だが、まだ、保険は我が手の内にある）


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　息が、くるしぃ。


    　こんなものでヒトを殴る感覚は、もう二度と味わいたくない。


    　それは格闘技などで味わう殴る感覚とはまったく異質なものだった。


    　まだ非常ベルは鳴り響き、まき散らした消火煙も残る中、ドクターと名乗った男は、明らかに首のところでくの字に曲がっていて。


    　絶命しているように見えた。


    （俺……殺しちまったのか）


    　いや、今はそんな悔かい恨こんをしている場合ではない。


    　ドクターにつき従っていた黒服の男たちは、視線を見当違いの場所に向け、まさしく人形のように静止していた。よくわからないが、この男がいないと動けないのだろうか？


    　とにもかくにも、儲もうけものには違いなかった。


    　俺は菜な月つきの待っているはずの場所に駆け戻った。


    「菜月っ」


    「そ、颯そうくん。大丈夫？」


    「ああ、行こう。逃げるんだ」


    「うんっ！」


    　俺たちは手をぎゅっとつなぎ合い、目一杯走っていく。


    「拓真くん……ありがとぅ……ごめんね……」


    　今にも泣き出しそうに震える菜月の手を、ぎゅぅっと強く握りしめる。


    「あほ。なんでお前が謝あやまんだよ……」


    　とにかく、こんな場所からははやく抜けださなければ。


    　もし、あいつの言っていた言葉が〝真実〟だというなら。


    　俺が、ＦＬＡＧフラグとかいうものだとしたら。それは、戦争に利用されているもの、ということになる。あいつが口にしていた戦争屋、という言葉。


    　それはこの遊園地を運営する〈東とう都と〉そのものではないか。


    　結びつけるな、と言うほうが無理のある話だ。


    　少なくとも、あいつらは「俺」という人間のことを認識して、「俺」を殺そうとしていたということは間違いのない事実なのだから。


    　家に帰るべきか？　家にいれば、学校で普段通りの生活をしていれば安全なのか？


    　どこが安全とか、そういうことはよくわからないが、とにかくここは危険なのではないか、と。そう感じていた。下へ手たをすれば、また菜月を巻き込むかもしれない。


    　かといって、今この手を離すようなことはできなかった。


    　どこかに、どこか安全な場所に身を隠さなければ。


    　すぐに追っ手が来ないとも限らない。


    （どうする……どうすればいい）


    　答えは出ないままに、〝塔〟の出口は近づいてきている。


    　そして、そこには見慣れた人影が待っていた。


    「龍たつ彦ひこっ！」


    　見慣れた顔を見て、ようやくわずかだが安あん堵ど感が得られた。


    「たっちん！　かなっちも、無事か!?」


    「ああ、大丈夫だ。ちっと怪け我がしたくらいだ」


    「マジかよ。大丈夫か？」


    　入り口で待ち構えている龍彦。


    　後ろに数人の作業着を着た人間たちがいる。


    　龍彦が呼んできた遊園地の職員かなにかだろうか。


    　ようやく、〝塔〟の外にでることができた。


    　いつのまにか、なんとかもちこたえていた空から、ぽつりぽつりと雨粒が落ちてきていて、ひんやりとした空気が鼻をくすぐった。


    「ああ。龍彦、お前もすぐ遊園地出たほうがいい。わりぃけど、今日はお開きにしよう。璃り奈なにも携帯で連絡を……」


    「それは……困るなぁ、たっちん」


    「……はぁ？　お前こんなことがあったってのに……！」


    　振り返った先にいる龍彦は、


    「たつ……ひこ？」


    「どうして……龍彦くん」


    　リボルバー式の拳銃を、こちらに向けて構えていた。


    　それに呼こ応おうするように、作業着の男たちも一いつ斉せいに拳銃を取り出して構えた。


    　完全に包囲されていて、逃げ場はなかった。


    「それじゃ、困るんだよなぁ。ＦＬＡＧフラグの……拓たく真ま颯そうさんよ」
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    　円えん藤どう璃り奈なは、混乱の最さ中なかにいた。


    　ワケがわからなかった。


    　龍たつ彦ひこから電話がきたと思ったら、颯が急に血相を変えて走り出したのだ。


    　今までに見たことのないような、表情をしていた。


    　焦あせり。心配。俺でなければ──そんな感情がない交ぜになったような。


    「…………なんだってんだ」


    　颯は背後を振り向くことすらなかった。


    　悔くやしかった、とてつもなく。


    　いや、今日だけではない。ずっと、ここ最近ずっと、悔しかったのだ。


    　颯自身は自覚していないかもしれない。


    　颯が、今までにない思いや、表情をするようになっていた。


    　ずっと颯を──颯だけを見てきた自分だから、わかる。


    　それは明らかにあの子の……菜な月つきカナデという女の子の影響で。


    　自分にはもう、できないことなのだろうか。


    　いくら、思いを焦こがしても。


    　しばらくは急に走り出した颯を追いかけていたが、どこに向かっているのかもわからない中で、あれだけ全速力で人込みを駆け抜けるやつを追いかけるのは難しかった。


    　追いつこうと、なんとか肩を並べてやろうと思っても。


    　結局こういうところは、どんなに頑張っても追いつけないのであろうことを、イヤでも実感させられる。


    　肩を並べるだけでは、いつまでも隣となりを歩くことはできないのだろうか。


    　颯のことを見失ったあと、璃奈はある程度アタリをつけて探すことにした。


    　だが、そこで見つけたのは、颯ではない、ここにはいるはずのないある友人だった。


    「あれ？　太た一いち……？」


    　バンド仲間でもあり、颯の一番の親友だ。


    　そういう服を着せれば、たぶん女の子に間違えてしまいそうなくらいに中性的で、華きや奢しやな風ふう貌ぼうに茶ちや褐かつ色しよくのさらさら髪。


    　そして、璃奈にとっては彼もまた悔くやしさの対象でもあった。


    　颯そうにとって自分以上の親友であるひと。


    　一番の親友でもなく、異性として大切な存在でもないボクは──颯にとって、なんなのだ。


    　そう思ってしまうようになった、そんな自分がイヤになるくらい。


    　いつも見ている顔だし、見間違いようがない。


    　だが、どこか違和感があった。


    　いつも浮かべている笑顔が今はまったくなく、どこか険しい──。


    　いや、冷たい表情をしていたように思う。


    「太た一いちっ！　おーい、聞こえないのか！　たいちー！」


    　だが、太一がその呼びかけに振り向くことはなかった。


    　あっというまに背中が小さくなっていく。


    　太一は、迷いなくどこかを目指しているように、璃り奈なには見えた。


    （なんなの……）


    　太一は雑ざつ踏とうの中でスピードをあげた。


    　走っているわけでもないように見えた。


    　平然とした涼しい顔のままで、大きなアクションもなく、ただ歩いているかのような見た目のままで、すさまじいまでにそのスピードだけがあがっていく。


    （な、なに。なんだってゆーの！）


    　理屈とか、理由があるわけではない。


    　だが、太一は颯のもとに向かっているのではないだろうか。


    　根こん拠きよはない。でも、それ以外には考えられない。


    　状じよう況きようが自分を必要としてないという疎そ外がい感を、強く感じた。


    　必要とされなくなるのは、怖い。


    　自分自身に虫むし酸ずが走るほどに、なにかにつけて必要とされていないとイヤなのだ。


    「ざっけんじゃない……ッ」


    　璃奈は自分自身に向けてそう吐き捨てて、再び走り出した。


    　颯と一番つきあいが古いのは、自分なのに。


    　颯のことを一番わかっているのは……きっと自分なのに。


    　だから璃奈は、意地でも太一──と思おぼしき人物──についていくことにしたのだ。
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    　周囲を囲まれている人間すべてに銃を突きつけられるなんていう体験が、まさか自分の人生に降りかかってこようとは、ついぞ思ってもみなかった。


    　さらに、その中心にいるのが、龍たつ彦ひこである。


    　龍彦はその低い身長から見あげるような形で、俺たちに銃を突きつけていた。


    　塔自体そして、工事中の壁が邪魔をしてかなりの死角になっているうえ、立ち入り禁止になっている場所。もはや助けは望めないかもしれない。もっとも、こんな状じよう況きようを助けられる人間なんて、いやしないだろうけど。


    「ＦＬＡＧフラグ、ＦＬＡＧフラグって……お前もかよ、龍たつ彦ひこ」


    　当の龍彦の表情はビン底眼鏡めがねに隠れてうかがい知ることはできない。


    「そうだよ」


    　龍彦のそれとは思えないほどに、冷たい言葉。


    　絶体絶命という言葉は、こんなときのためにあるんだろう。


    　龍彦が本気で裏切っているのだとしたら、最も早はや、どう考えても助かる方法はないように思えた。ならばせめて、菜な月つきだけは俺の巻き添えにしたくはない。


    「わかったよ。そんなに俺の命……いや、ＦＬＡＧフラグか？　とかがほしいんだったら、もってけばいいだろ！　でもな、菜月はぜってぇ巻き込むな、関係ねえんだから」


    「た、拓たく真まくん。そんな……」


    「あぁあぁ、おアツいことだね」


    「なに？」


    「ははっ、俺は君のそんな……そんなところが……大嫌いだったんだっ！」


    　龍彦は激げつ高こうして、唾つばを吐きながら叫んだ。


    「どうしてそんなにイイヒトになれんだよ。そうやってほしいモノを手に入れちまうんだよ！　自分の気持ちにだってニブいくせに！　なにも心からほっしてないくせに！」


    　一発の乾いた銃声が轟とどろく。


    　その銃弾は俺の肩をかすめていった。


    「た、拓真くん！」


    「くっ。た、龍彦。お前、なにを言ってんだよ……どうしたんだよ」


    「……なぁ、たっちん。俺はさ、これまでほんのすこしも……ほしいモノすら望めなかった人間だったんだ。でもそれでもよかったんだ、絶望もなかったから。そこにはなにも……なにもなかったから。でも、それが変わっちゃったんだよ、あのときから。アンタが俺に声をかけてくれた、あのときから」


    　今度はゆっくりと、ゆっくりと絞りだすように言葉を紡つむいだ。


    　俺の認識している龍彦の見えない後ろ側に、一体なにがあったというのか。


    　今はそれを推おし量はかることすらできないでいた。


    「アンタは、俺に……希望と絶望を一緒に持ってきちまったんだよ」


    　龍彦が、ポケットから薬ビンを取り出した。


    　中にはなにかしらの錠じよう剤ざいが入っている。


    「だから、終わらせてほしいんだ──この絶望だけを。俺のワガママ聞いてくれる？　そのイイヒトさ加減でさ！」


    　すっと正確に狙ねらいをつけられた銃口が突きつけられる。


    「……もう迷わない。手に入れるんだ、俺は。手に……手に」


    　俺は覚悟して、目をつむった。


    　撃げき鉄てつの引き起こされる音がする。そして、引き金が引かれた。


    　パァン。


    　ヴァゥン。


    　腹のあたりに力を込めた。


    「…………？」


    　だが、確かに銃声が響いたのに、残ざん響きよう音が消えても、その銃弾は俺に届いていなかった。


    「ぐっ……そんな、そんなバカなっ」


    　銃声のかわりに聞こえてきたのは、龍たつ彦ひこの声。


    　ゆっくりと目を開けると、俺と龍彦の間に誰かが立っていた。


    　それは、


    「……た、いち」


    　後ろ姿だけでもわかる。見慣れている後ろ姿。


    　龍彦のかわりに俺の目の前に立っていたのは、太一の顔をしたアイツだった。


    「……颯そう。ごめんね……僕は君に」


    　俺のほうには振り返らないまま、ゆっくりと言葉を紡つむぎ始める。


    　知り合ってから、いつも俺の隣となりにいたヤツの声で。


    「噓を、吐ついていた」


    　聞きたくない、言葉。


    　いつも通りの穏やかさで俺に語りかけてくる。


    　だがそれは確実に、どこかが違っていた。


    　手に重々しく握られている拳銃が、その違和感を際きわ立だたせていた。


    「龍彦くん、動かないでね」


    「銃弾で、発射した銃弾を撃ち落としたっていうのか。あの……うじちゃんが？　ど、どういうことなんだよっ、これは」


    　龍彦は憎々しげに銃を振りあげ、太た一いちをにらみつける。


    「僕と君は同種の存在、と言えば一番理解がはやいかもね。龍彦くん」


    　太一の右手に握られているそれもまた、しっかりと龍彦の頭に狙ねらいが定められていた。


    「なっ、まさかアンタが……たっちんの守護ユニット？」


    　龍彦の目が驚きよう愕がくで見開かれた。


    「守護ユニット？　なんだよそれ……なんなんだよ」


    「颯そう……。色々聞きたいことはあると思う……けど、説明はあとにしよう。今はとりあえず、目の前の状じよう況きようを排はい除じよする。僕はそのためにいる」


    「は、排除……って。ははっ……もしかして、太た一いち、お前も俺がＦＬＡＧフラグがどうとかっていう話に関係してるっていうのか？」


    　太一は一瞬躊ちゆう躇ちよしたようなそぶりを見せてから、コクリと頷うなずいた。


    「俺は……もうなにがなんだか。ははっ」


    　自じ嘲ちよう的な笑いが自然と溢あふれてきてしまう。


    　太一の顔に刹せつ那な的に感情が宿り、とても哀しそうな目で俺のほうを見て言った。


    「……本当は、君にはこの姿を見てほしくはなかった。見せたくはなかった。本当に、僕の立場ではありえないことなんだけれど、できるだけ君の友達の氏うじ家いえ太一である僕のままで居続けたかった。でも、僕は兵器なんだ。戦争のための殺人兵器なんだよ、結局はね」


    「なにを……なにを言ってんだよ、太一ぃ」


    　俺はそのとき、あまりにも情けない声を出してしまったと思う。


    　いつもはすっと入ってくる太一の言葉が、上う手まく呑み込めない。


    　また太一の顔から感情が消え失せた。


    「見てしまったら……イヤでも信じる」


    　そうして、再び前に向き直った太一。


    「はは、いくらうじちゃんが守護ユニットだろうが、そう簡単にはいかない。終わらせるわけにはいかないんだ、俺はぁああ！」


    　再びジャキリと銃を突きあげる龍たつ彦ひこ。


    「そうだね。でも僕もそれは同じだ。僕は護ると決めた。なにがあろうと」


    　太一は左手にも銃を構え、すっと目をつむって二挺ちようの拳銃を顔の前でクロスさせた。


    　ひゅんひゅんと銃を回転させ始める。


    　その音で空気が凍るようにピーンと張りつめた。なにかが起こる前触れ。


    　津つ波なみの前の──引ひき潮しおのように。


    「その構えは……まさか〈ラスト〉……の」


    　それを見た瞬間、龍彦が再び驚愕に表情を崩した。


    「マズい。みんなはやくこいつを撃て！　撃てぇぇえええ！」


    　龍彦が叫ぶのと同時に、俺たちを取り囲んでいた作業服の男達が一いつ斉せいに発砲を始めた。


    



    「ディヴァイン・ブラウザ……起動。拡張士エクステンシヨン〝蒼そう穹きゆうの死神鎌タナトス〟展開」


    　太一の謎めいた言葉が途切れ、銃の回転が止まったその瞬間から、それは始まった。


    　なにが起こっているのか、俺の視覚能力では限界があり、たぶん正確な認識はできないのだと思う。


    　作業服の男達が繰りだす発砲音により、そこはさながら戦場と化していた。


    　太た一いちが携たずさえる二挺ちようの銃は、まるでそれ自身が意志を持っているかのように、縦じゆう横おう無む尽じんにその矛ほこ先さきを変え、四方の敵を確実に屠ほふっていく。


    　太一が作り出す銃弾の刃やいばに、作業服の男達はなすすべなく切り裂かれていく。


    　的確に頭や手を破は砕さいしていく銃弾に、思わず俺は目を逸そらす。


    　太一はそれと同時に、撃ち込まれる弾丸を流れるような動作で回かい避ひしていた。


    　位置は最初に立っていた場所からほとんど変わっていないのに。


    　さらに、その回避した動作の結果として生まれた体勢での最大効率での反撃。


    　回避・攻撃・反撃・銃弾補充。すべての行動とその結果が意味をなして連結し、最大の効率で攻撃対象の命を陵りよう辱じよくしていく。


    　空間を死神がコンダクトする輪りん舞ぶ曲きよく。


    　太一の奏かなでるオートマチックな銃声音もリズミカルに響き渡る。


    　たとえるならば、それは輪りん舞ぶに近いかもしれない。


    　だが、限りなく実利的・実践的な動きを集合させた結果そうなった、一切の無駄がないそれである。事実、これだけの人数に銃弾の雨を浴びているにもかかわらず、太一に銃弾は一つも当たっていないのだ。


    　しかもその間、太一は一切目を開けていなかった。


    　その場にいた作業服の男達が、血みどろになり、全員が動かなくなるまでかかった時間は、わずか十数秒。


    　それはあまりに芸術的で美しいまでに完成された──殺さつ戮りくだった。


    　その輪舞でずっと宙を舞っていた太一が着ている濃緑のファーつきジャケットコートがふわりと落ちつき、


    「さあ……まだ打つ手はあるのかな？」


    　もはや、冷たさすらない無色の声色で、太一は龍たつ彦ひこに再び銃口を向けた。


    　今の龍彦の顔に浮かんでいるアレは、やはり絶望なのだろうか。


    　奥歯で感情を嚙み殺しているように見える。


    「なんで……なんで、みんなたっちんなんだよ。なんで」


    「龍彦……俺は」


    「うるさいっ、うるさい！　言い訳も、お優しい同情も聞きたくないんだよっ。特にアンタからのなんてまっぴらゴメンだ！」


    　龍彦の構える小さな拳銃の銃口が今度は太一に向けられた。


    「俺は力だって……手に入れたんだ。あの〈ラスト〉だって、倒せるくらいのね！」


    　龍彦はビンに入っていたクスリを一気に飲み干した。


    　すると、すぅっと龍彦の顔から感情が消え失せていく。


    　ビン底の眼鏡めがねを取り外し、棄すてた。


    　そこにあるのは、殺意だけを宿した赤しやつ光こうの瞳。


    　一気に険しくなった太た一いちの顔が、龍たつ彦ひこの尋じん常じようではない状じよう況きようを暗示していた。


    　そして、


    



    「ディヴァイン・ブラウザ……起動。拡張士エクステンシヨン〝闇に帰す龍クロウ・クルーアツハ〟展開」


    



    　龍彦がそう意味不明の言葉を囁ささやくと、まわりにあるコンクリートの地面が隆りゆう起きした。


    　そして、その瞳の赤光がより輝きを増したかと思うと、


    「くっ」


    　太一がなにかを察して跳ちよう躍やくした。


    　その直後、太一がいた場所の地面が、ごっそりと抜け落ちた。


    　破壊された、とかそういうわけではない。抜け落ちたそこは、空間ごと消えてしまったとしか思えないような空白になっていた。


    　闇から現れ、闇に消えゆく巨大なかぎ爪にえぐり取られたかのように。


    　ガッ、ガッ、ガッと疾走する太一を追うようにして、そこにある「景色」ごと、見えないかぎ爪が刮かついでいく。


    　太一もわずかなスキをかいくぐって反撃を試こころみた。


    　高速で疾走しながら龍彦に向かって幾いく度ども銃撃する。


    



    「ディヴァイン・ブラウザ……起動。拡張士エクステンシヨン〝半眼の魔眼バロール〟展開」


    



    　龍彦がそう叫ぶと、原理はよくわからないが、太一の放った銃弾がそのまま太一のもとに裏返された。


    　太一は、タイミング的にそれを避よけるのは難しいと判断したのか、銃弾でそれを撃ち落とそうと再度発砲した瞬間。


    「龍彦！　あ、あんたら、なにやってんだよ！」


    　最悪のタイミングで太一の背後から聞こえてきたのは、璃り奈なの声であった。


    「璃奈ダメだ！　こっちに来るな！」


    　俺が叫ぶと、はっとしたようにその場に立ち止まる璃奈。


    「な、なんだ……？　これ」


    　璃奈も状態の異常は把は握あくしたらしい。それはそうだろう、太一が積みあげた屍しかばねがそこかしこに散乱しているのだから。


    　と、呆ぼう然ぜんとしている璃奈の身体から──ぱぁァッと血ち飛沫しぶきが舞いあがった。


    「……え？」


    　璃り奈なはそのまま言葉を発することもなく仰向けに倒れた。


    　俺の思考回路は、目に映った事実と認識とを脳に伝達することを拒否していた。


    「くっ……円えん藤どうさん、なんてことだ」


    　見ると太た一いちも二の腕のところから血を流し、負傷していた。


    　龍たつ彦ひこの反撃を抑え切れなかったということなのか？　そうなのか？


    　そして、それが璃奈にも……。


    「龍彦ぉおおおお！」


    　俺は完全に頭に血が昇り、我われを忘れて龍彦に詰め寄り、胸ぐらをつかみあげた。


    「てめぇ、なにをやってんだよ！　俺を狙ねらうんだろ!?　俺のＦＬＡＧフラグがほしいんだろ！　なんで、なんでこんなことになるんだよっ！」


    　俺の言葉に、ようやく正気に返ったかのような顔をした龍彦。


    　龍彦の瞳から、禍まが々まがしいばかりの赤しやつ光こうは消えていた。


    「ちがう……こんなはずじゃ」


    「こんなはず？　はずで済むのかよ、これが！」


    「ちがう……俺は……俺はただ」


    　震える声。


    「俺は璃奈を……護りたかっただけなのに。この手で……」


    　思考回路ごと焼け落ちたかのようにがくりと力なく膝ひざから崩れ落ちた龍彦を、俺は怒鳴りつけることも、殴りつけることもできないままに。


    　ただ空に向かって「くそぉおおお」と叫ぶことしか、できなかったんだ。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　首が折れ曲がったままの男は、〈可か逆ぎやくの塔〉の屋外にある最上階からそれを眺めていた。


    「そろそろ……だな。くくっ、この姿はなかなか気に入っていたのだがな。仕方がない。ラストと難なん攻こう不ふ落らくよ、君らは最後の関門を乗り越えられるかな？」


    　初老の男の姿をしたドクターは、両手を大きく広げその指先をパチンと鳴らし、その音でリズムを取っていた。


    　風の中に溶かすようにして口笛でメロディを吹き奏かなでる。


    　そして、ワンフレーズを演奏し終わると同時に──


    　最上階から、落下した。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    「璃奈……おい、璃奈！」


    　璃り奈なに話しかけるが、反応がなかった。


    　太た一いちが応急処置をし、幸さいわい撃ち抜かれた箇か所しよは急所は外れているようだったが、出血があまりにもひどい。


    「どうだよ、太一。助か……るよな？　コイツがこのくらいで……」


    「颯そう……」


    「拓たく真まくん……大丈夫だよ」


    　そう言って、菜な月つきが俺を落ちつけようと、ぎゅっと手を握ってきた。


    　とても温かな手で、すこし心が落ちついたような気もするけど。


    　ただ、それはどこか後ろめたいような気分にもなった。


    「とにかくはやく病院に連れて行かないと」


    「だ、誰か遊園地の客の中に医者とかいるんじゃねえかな？　ほらよくあるんじゃん、飛行機とかでさ」


    　と、そのときだ。


    　この場所を取り囲んでいる白塗りの背の高い金属性の壁がドンドンッ、ドンドンッとなにかに押されて、揺れ始めた。


    「……なんだよ、今度は」


    「まさか……ドクター」


    　次第に揺れが大きくなってきたかと思うと、やがてそれは倒壊した。


    　一枚が倒壊してから、連れん鎖さ的に取り囲んでいた壁がドォォンという轟ごう音おんと地響きを立てながら消え失せていく。


    「マジですか……」


    　作業服の男たちとは比べようもないほどの大勢の人の波が、ゆっくりと、ゆっくりと押し寄せてきているのである。手には銃火器こそないものの、思い思いのものを武器にして、光のない目で、明らかに俺たちをただ一心に目指していた。


    　どこかを突とつ破ぱ口こうにすること自体が不可能、人間それ自身が壁になって迫ってくる。


    「この数。まさか、客全員を……遠隔操作兵士リモートソルジヤー化したのか……」


    「な、なんだよそれ」


    「平たく言えば、この人たちは全員生きていない……操あやつり人形みたいなものってこと」


    　太一がそうつぶやいてから、振り向いて言った。


    「颯。円えん藤どうさん、かつげる？」


    「あ、ああ。大丈夫だ。どうするつもりだ？」


    「あの塔に登ろう。もうすぐ迎えが来るはずなんだ」
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    　俺は璃り奈なを背中に乗せると、じんわりと湿った血の感触が伝わってきた。


    　焦しよう燥そう感ばかりが募つのってしまう。


    　菜な月つきが先頭、その次が俺と璃奈、そしてシンガリを太た一いち。


    　龍たつ彦ひこは、気がついたときにはどこかへ消えていた。


    　塔の最上階へと連つらなる非常用の螺ら旋せん階段を昇っていく。


    　追っ手は確実に迫ってきていた。目の光を完全に失った人々が、ただ本能で植えつけられたかのように、俺たちを目指して階段を昇ってくる光景というのは、できれば一生拝おがみたくなかったような代しろ物ものだった。


    　太一はときおり、銃を撃ち放って追ってくる奴らの勢いを止めようとするが、それは本当に一瞬のことで、動かなくなった人間をなんの躊ちゆう躇ちよもなく踏み越えて、前以上の勢いで迫ってくる。


    「くっ、キリがないよ。数が多すぎる」


    「太一、大丈夫か！」


    「うん。颯そうこそ、重くない？」


    「それさ、璃奈が起きてるときに聞いたら、ケリ食らうぞ？」


    　俺が意地の悪い笑みでニヤリと笑うと、太一は目を丸くして、


    「そうだね。きっと、そうだ」


    　すこしだけいつもの笑みを取り戻して、笑ったように見えた。


    　正直なところを言えば、今にも膝ひざがガクガクと笑い出しそうだったが、なんとか踏ん張って階段をできる限りの全速力で駆けあがる。


    　と、外から風を裂くような駆動音が聞こえてきた。


    「こ、今度はなんだよ」


    「颯、大丈夫。あれは迎えだよ」


    「拓たく真まくんっ、屋上みたい！　ドアがある」


    　前を行っている菜月が叫んで、そのドアを開け放つ。


    　俺と太一も続けてそこへ駆け込んだ。


    　それと同時にすさまじい風圧が全身に襲いかかってきて、思わず目を細める。


    　軍事用と思おぼしき、厳いかついフォルムのヘリコプターが、ローターを勢いよく回しながら


    今まさに着地しようとしたところだった。


    　急いで駆け寄ろうとしたところで、菜月が立ち止まっていることに気づく。


    「どうした？　菜月」


    　菜月の視線の先に目をやると、そこにはすでに、一人の先客の影があった。


    「龍たつ彦ひこ……」


    　名な瀬せ龍彦が、銃をこちらに突きつけて対たい峙じしていた。


    「龍彦……たのむよ、そこを通してくれ」


    　俺の懇こん願がんに、龍彦は無言のままで銃を向けている手をおろした。


    「はやく行きなよ……璃り奈なを、助けなくちゃいけないんだろ？」


    　俺と菜な月つきと太た一いちの三人は目め配くばせし、ヘリコプターに乗り込んだ。


    　背後には目の光を失った死人の群れが押し寄せ、迫ってきている。


    「ラストっ！　すぐに出しますよ！　準備いいですか！」


    　ヘリの操縦席から、それを操縦している人間の容よう貌ぼうとは思えないような、ライオンみたいな髪型をしたピアスを大量につけている男が叫んだ。


    「ええ、出してください」


    「ま、待ってくれ、太一！　龍彦が」


    　俺は返事を聞かないままにヘリから半身を乗り出し、龍彦に向けて叫んだ。


    「龍彦、お前も来い！　はやくっ！」


    　亡もう者じやの群れは、もう龍彦の眼前まで迫っている。


    　龍彦は後ろを振り返って、ローターの回転音の中で叫んだ。


    　それはとても、子どもじみた笑顔で。


    「ばかたっちん。どこまでイイヤツ気取るつもりだよ！」


    　そう言った瞬間、龍彦は死人の波の中に消えた。


    「……！」


    「ラスト、限界です、限界っ！　はやくっ」


    「颯そう。もう無理だ！」


    　太一は俺を強引にヘリコプターの座席に押し込め、横滑りの扉とびらをバタムと一気に閉めた。


    　ヘリはすぐさま飛び立ち、あっという間に上空に旋回。


    〈可か逆ぎやくの塔〉はどんどんと小さくなっていく。死人の大群が、カラフルなアリのようにわらわらと眼下で蠢うごめいていた。


    「なんだよ……なんでこんなことになっちまうんだ」


    　俺が呆ぼう然ぜんとその光景を見つめながらつぶやいていると、突然に異変は起きた。


    　さっき見たのと同じような〝かぎ爪〟が〈可逆の塔〉そのものを屠ほふっているのだ。


    　闇から現れ、闇に消えゆく、すべてをえぐり取るかぎ爪は〈可逆の塔〉の根こん幹かんを、瞬またたく間まに刮こそぎ取っていく。


    「あれは……龍彦がやってるのか？」


    　やがて地響きとともに、大きな土煙を噴きあげて、塔は崩壊を始めた。カラフルなアリの大群がバラバラと落下しているのも見える。


    　やがて、塔の崩壊はすべてを呑み込んでいった。


    　──名な瀬せ龍たつ彦ひこを、その痕こん跡せきと残ざん骸がいで一緒くたにして。

  


  
    



    　　　AFTER AFFAIR REMIX ～finale～


    



    　まだ昼間だというのに、カーテンを閉め切った薄暗いリビング。電気もつけずに、ソファーに深く沈み込んで、ただ膝ひざを抱かかえている情けない自分がいた。携帯プレイヤーから流れる音楽はさっきから同じ曲をリピート再生。俺も、ここからじっと動けずにいる。ただ、テレビから垂れ流されている国営放送の淡々としたニュースキャスターの声だけは、うっすらと耳に届いていた。と、昨日の遊園地の一件について、ニュースで触れはじめた。


    



    〝事故のあったアトラクション〈可か逆ぎやくの塔とう〉は事故当時、工事中となっていて、周囲一画の立ち入りが禁止されていたため、幸い近くに入場客等はおらず、この事故による負傷者はおりませんでした。捜そう査さ当局は、工事受注業者の手抜き工事が、事故の主な原因と見て捜査を進めるとともに、全面的な施設の安全管理の見直しを求めていく方針で──〟


    



    　負傷者はおりませんでした。おりませんでした。おりま──。


    　漫まん然ぜんと聞き流しながらも、その一言だけは、俺の心に染しみついて離れなかった。


    　すこし刺激的な日常のスパイスでしかない、日々大量に垂れ流される情報の断だん片ぺんとして。


    　やがて新たに生じてくる刺激的な情報に押し流されていくだけ。


    　多くの人間にとって、無関係で、無関心であるもの。戦死者ゼロの戦争と、同じように。


    「なんだよ、手ぇ込みすぎだろ。こんなの」


    　璃り奈なは、あれから病院に運ばれてなんとか一命をとりとめたものの、まだ予断を許さない状態にあるらしい。詳しい状況は、俺には教えてもらえなかったが。


    　龍たつ彦ひこは、塔の崩壊に巻き込まれて行ゆく方え知れずだ。


    　太た一いちは、今もどこかで、俺のことを守っているというのだろうか。


    　今までの現実は、波にさらわれた砂の城みたいに、あっというまに形を崩くずし、俺の指の間をすり抜けて、もう元の姿には戻りそうもない。


    　戦争って、なんなんだ？　なんなんだよ。


    　俺は──。ＦＬＡＧフラグってのは、一体どういうものなんだ。


    　わからない。わかりたくもない。なにもかもが、理解の範はん疇ちゆうを超えていた。


    　答えが見つけられないまま、同じ思考がぐるぐると頭の中をループする。


    　気持ちの悪さに耐えきれなくて、逆にすこしでも確かなものを、この目で確認したかった。


    　携帯電話を手に取ると、薄暗い部屋の中で、省電力モードから復帰したディスプレイが俺の手や顔に、ぼんやりと光を照らす。アドレス帳から「菜な月つきカナデ」の文字を表示したところで手を止め、すこし躊ちゆう躇ちよしながらも通話ボタンを押した。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　相も変わらず薄うす曇ぐもりの灰色で染そめ抜かれた空。いつ降りだしてもおかしくなさそうだった。


    「悪かったな、昨日きのうあんなことあったばっかなのに。付き合わせて」


    　俺と菜月は、東とう都とドリーミングランドの入り口の前に立っている。昨日感じた賑にぎわいとは打って変わって、東都ドリーミングランドの入場口は人の気配がまったく感じられず閑かん散さんとしていた。すべての入場ゲートには、黄色の鎖くさりがかけられていて「閉園中です。またのご来場をお待ちしております！」という、ファンシーなキャラクターが描かれたボードがぶらさがっていた。本来の機能を完全に停止している遊園地は、奇き妙みようなほどに静かすぎて。


    「変な感じだな。昨日あったことなんて、全部なかったことみてえだ」


    「……そう、だね」


    　ただ、昨日と確かに違うのは、ここからでも、遊園地の中心にそびえ立っているのが一目でわかるほど巨大だった〈可か逆ぎやくの塔とう〉が、ごっそり、なくなっているということ。


    　ニュースの映像で見る限りは、たった一日しかたっていないのに、ほとんどガレキは片付けられ更さら地ちのようになっていて、まさしく跡形もない──といった状態だった。


    「いっそ最初から全部夢だったらいいのにとか……思うな。死にたいとか、そういうんじゃなくて。俺なんて……この世界に最初からいなかったことになればいいのに。そうすれば、さ。もしかしたら、いろんな不幸が起きなかったかもしれねえ」


    　確かにあったはずのものがなくなっていることで、確かにあの出来事は起こったのだと強く認識させられる。


    「龍たつ彦ひこだって、璃り奈なだって……俺のせいで」


    　奥歯を嚙かみしめてうつむく俺のほおに、菜な月つきが横からそっと手をあてた。


    「……拓たく真まくん、そんなに自分を責せめちゃだめだよ。シカタないことだったんだもの」


    　俺は、ほんのりとぬくもっている菜月の手を、握りしめる。


    「そんなこと、ないんだ。俺が、どこかで間違わなければ、どうにかできたんじゃないかって。そう思っちまうんだよ」


    　菜月は、わざとらしいくらいに明るい笑顔で、俺の手を握り返した。


    「ねえ。あたし、拓真くんの行きたいところ付き合ってあげたでしょ？　だからさ、今度はあたしの行きたいところに付き合ってくれないかなっ！」


    「……へ？　行きたいところ……って」


    「えっとね、駅前のゲームセンターとか……あ、あと、いい占うらないのお店ができたんだって！　そこもチェックしたかったし。ね、いいでしょ？　気分転換にもなると思うし。行こ！」


    　菜月が一番かわいく見える無む邪じや気きな表情に、抗あらがう術は俺にはない。でも……。


    　俺の腕をぐいぐいと強引に引っ張っる菜月の笑顔を、俺は複雑な思いで見つめていた。


    　そのあと、菜月に誘導されるがままに、ゲームセンターで遊んだり、怪しげな占い師に二人の相性を占ってもらったりした。途中で本屋によって、俺がギタースコアの載っている雑誌を見ていると、菜月は不思議なものを見るような顔つきで覗のぞき込んでいた。


    　カラオケにも行った。菜月は俺が歌うと、とても喜んでくれた。中にいると気がつかなかったが、カラオケ店を出るころにはいつのまにか陽ひは完全に落ちていて、ザーッという絶え間ない雨音が、響き渡っていた。俺と菜月はぱしゃっぱしゃっと水みず溜たまりを蹴けり上げながら、繁はん華か街がいを走り抜ける。しばらく走ったところで、閉店した古書店の店頭を覆おおっている古びた赤いビニールルーフの下に菜月がもぐり込んだ。俺もその隣となりに立ち、不ふ機き嫌げんにぐずつく空を見上げる。


    「ははっ、なんか雨ばっかりだね。でも、楽しかったー。拓真くんの歌も聴けたし」


    「悪かった……な。今日はなんか、気を遣わせちまってさ」


    「むー、拓真くん。気を遣うってことは、その人に悪いなって思わせたら失敗なんだよ？」


    「あ、わ、わりぃ。そういうつもりじゃ」


    　俺が狼ろう狽ばいして謝あやまると、菜月はおかしそうにくすくすと笑った。


    「うーそ。冗じよう談だんだよ。あたしが好きでしたことだから、気にしないで」


    　龍彦がいなくなって。璃奈が苦しんでいて。こんなことを、していていいのだろうか。


    　そうも思う。でも、菜月の笑顔を見ているだけで、俺の心を苛さいなんでいた重荷が、少しだけ軽くなったような──そんな気がしたことは確かだった。


    「それにね、氏うじ家いえくんにも頼まれてたんだ、ホントは」


    「……太た一いちに？」


    「颯そうのこと、元気づけてやってくれませんか？　って。わざわざ、電話くれたんだよ。びっくりしちゃった、あたし」


    「あんの……ばか。余よ計けいなことを」


    「ふふっ。でもさ、いいなぁって思って。そんな親友がいて。あたし、そういう人いないから」


    「そんなの……親友だとかじゃなく……必要だからそうしてるんじゃねーの？」


    　吐き捨てるように言ってしまった自分の言葉に、自分でひどく気分が悪くなる。


    「違うよ……きっと。わかるもん、なんとなく」


    　俺には本当にわからない。今はそれをわかりたくもなかった。


    　だからあえて、話題をそらしてみた。


    「……雨、しばらくやみそうにないな」


    　すると、菜な月つきが少しうつむき加減になって、なにかを言い辛そうにしているようだった。


    「ねぇ、あのさ……。颯くんって、呼んでもいい？」


    「え？　あ、ああ……。いいよ」


    「……あたしのウチ、おいでよ。今日も……誰もいないから」


    　髪かみをしっとりと濡ぬらした菜月が、ほおを赤らめながら、うるんだ瞳ひとみで俺を見つめる。


    　そうして、そっと握られた手を離すことなど──俺にはできなかった。


    



    
      ──D.C（da.capo）

    


    



    「颯くんは……あたしのこと、必要？」


    　俺は、ゆっくりと頷うなずいた。


    「……いいんだよな？」


    　そう聞かれた菜月も、こくん、と小さく頷いた。


    　風が強めに吹き込んできたとき、窓にかけてあるハンガーがカーテンにあおられて床にコトリと落ちたのと同時に、目の前にちょこんとしおらしく座るカナデを、俺は抱きしめていた。


    　愛いとおしく、壊こわれないように、大切に。


    　そっと、そっと。


    　菜月の細い両腕が俺の背中にまわり、肩けん胛こう骨こつのあたりで止まった。


    　彼女を包んでいたタオルケットが、はらりと落ちる。


    　肌と肌が触れあい、どこか暖あたたかく、くすぐったいような感じが、身を包んだ。


    　手を背中から髪にうつして顔を近づけると、栗色の髪から漂ただよう香気が鼻をくすぐった。女の子の匂においだ、と俺はふと思う。と同時に、そんなことを思ってしまった自分に赤面してしまう。


    　次にどうすればいい、なにか声をかけていいものか、名前で呼んでみたいけど、いきなりそんな変えるのも──いや、ここは男らしく色々とリードしたほうがいいに決まっている。でも、もしかしたら、そういうのはあまり好きじゃないかも。もっと自然に……などと、自分なりにフル回転で散々悩んだ挙あげ句く、たいした案が浮かぶはずもなかった。


    　ただ、そんな妄もう想そうとは別のところで「このときが永遠に続けばいいのに」と、心底感じてもいた。永遠という言葉の意味を知らないほど俺は子どもではなかったし、人の生が続く限りという意味においても、よほどの僥ぎよう倖こうがない限りそういうことはないことも知っていたが。


    　それでも、もし許されるのなら、このままずっと彼女という存在を手放したくはない。


    　だから、俺はせめて笑ってみることにした。


    　普段、無ぶ愛あい想そうな顔しかできない自分が、彼女にだけ見せられる精一杯で。


    　すると、菜な月つきは顔を赤らめてうつむいてしまった。


    「な、なんだよ」


    「……初めて見た……かも。颯そうくんの、そんな優しそうな笑顔って」


    「そ、そうか？　や、やっぱり変……だよな」


    　そう言って無愛想顔に戻ると、菜月は大きく首を左右に振った。


    「ううん、すごい……びっくりしたけど、なんかかわいい」


    　菜月は、きゅっと顔を俺の胸にあわせ、今まで以上に寄り添う。


    「か、かわいいって……あほ」


    　そう言いながらも、俺自身、精一杯、身体いっぱいに。ぬくもりを感じていたかった。


    　現実につきまとう問題、未来の不安など、今はどうでもよかった。


    「ねぇ、この傷……どうしたの？」


    「ああ。昔ちょっとな。事故っつーか」


    「そっか。痛かったりとか……しない？　大丈夫？」


    　傷口に沿って手を動かしながら言われると、いつも聞いているはずの菜月の声が、妙になまめかしい響きに聞こえて心拍数が高まってしまう。俺はそれを無理矢理に押し殺して、


    「ははっ、もう痛みなんて全然ねーって。何年も前の傷だし」


    　なんでもないかのように笑ってみせ、菜月の頭を撫なでた。


    「そう……だよね」


    　やや沈黙の間があったあと、菜月は顔をあげてしっかりとした口調で言った。


    「ねえ、それって二年前？」


    「ああ、そうだけど……俺話したか？　そのこと」


    「そう。……やっぱりそうなのね」


    　菜月の声のトーンが、すこし沈んだような気がした。


    「え？　やっぱりって……あ」


    　言い終わる前に、菜な月つきは俺の左目を、その小さな手で覆おおう。


    「……やめろよ。俺、そうするとお前のこと、見えなくなるんだ……」


    「傷だらけなんだね……。颯そうくんは。ごめんね」


    　暗い世界の中で、そんな菜月の声だけが聞こえる。


    「あほ、なんでお前が謝あやまんだよ」


    　ただ、その言葉は俺を少なからず不安にさせた。


    「やっぱ……嫌いやか？　こんな変な傷もって、片目見えないヤツなん──」


    「ちがうっ、そうじゃない。そうじゃないよ」


    　俺の口から堰を切って流れ出したそうとした言葉を塞ふさぎ止とめるかのように、そっと俺の唇くちびるに、菜月のそれが重ねられた。


    「……ん」


    　やわらかい感触。


    　そのやわからさをほかのなにかで形容することは容よう易いな気もするが、たぶんそのどれもが当てはまらないだろう、唯ゆい一いつ無む二にな不思議な感覚。


    　たぶん、この想いをカタチにする言葉がないんだ。


    　菜月の手は若じやつ干かんずれたものの目に添えられたまま。


    　そのためか、やや不自然な体勢になってしまっていたが、そんなことは俺にとって重要なことではなかった。閉じ忘れていた見えない右目の瞼まぶたもおろし、その甘さに酔よう。


    　実際のところ、何秒くらいであっただろうか。


    　愛いとしさで胸中の空白部分が満たされかけたころ、二人はぴったりの呼吸で、ゆっくりとお互いの唇くちびるを解離させた。


    「違うの。あたしが、あなたの傷を……心の傷も、身体の傷も癒せるような存在であればいいなって、そうあれたら、どれだけ良かっただろうって」


    　それだけ言って、菜月は言葉に詰まる。


    「あたしは、傷を増やすだけ……それだけしか」


    　ややあって、菜月は俺の左目に添えていた手をゆっくりとどけて、身体を離した。


    「そんなこと……ねぇよ」


    　しばらく押さえられていたためか、見える方の目にも白みがかかって、ぼやけていた。


    　夜の闇も手伝って、まだ視界はほとんど開けていない。


    「ほんとに綺き麗れいな目」


    　その言葉は、俺にとって一番うれしい言葉だったのかもしれない。


    　たった、それだけの言葉が。俺の心を落ちつかせていく。


    「透き通ってて……まっすぐで、そのくせ触れたら壊こわれてしまいそうで」


    「菜月──」


    「あたしのすべてを見透かしてくれそうな」


    　徐々に、視界のピントが正常に戻ってくる。


    　まず見えたのは、寂さびしさを感じさせる菜な月つきの笑顔──ほおを伝う、涙。


    「人が……噓うそをつけない生きものだったら、良かったのにね」


    　声の震えが、伝わってくる。


    　どうしたんだ、なんで急にそんな顔をするんだ。


    （……？）


    　同時に気づいた、違和感。


    　まだ上手く視界が戻ってきていないのかと、左目をこすってみる。


    「なんでお前、そんな……銃なんて、持ってるんだ？」


    　その瞬間に、俺の中でどういう思考回路が働いたのかわからない。


    　本物なのか、とか。どう使うのか、とか。それでどうするつもりなのか、とか。


    　──どうしてその銃口が、自分に向けられているのか、とか。


    　大事なことがすっぽりと抜け落ちたまま、考えるよりもはやく、俺は咄とつ嗟さに菜月に向かって手を伸ばした。


    　だが、


    　「……サヨナラ」


    　愛しさと冷たさが同居したような、涙混じりの別れの言葉とともに、一発の乾いた銃声が部屋の中に轟とどろいた。


    「ぐは……っ。かはッ」


    　放たれた弾だん丸がんは、確かに俺を撃ち抜いた。撃たれた左胸のあたりに、焼けただれるように痛みが走る。呼吸するたびに、どくどくっと血流が勢いを増して噴きだした。


    「な……なんで……お前まで……かよっ！」


    　菜月の目からは、堰せきを切ったように大粒の涙が溢あふれでていた。


    　うずくまる俺を、裸体のまま見下ろす菜月は、どこか妖よう艶えんな魅力すら漂わせていた。


    「あたし、本当はね、颯そうくんを助ける方法知ってるの」


    　菜月は子どものように泣きじゃくりながら、言葉を続けた。


    「それはね、あたしの弟のＦＬＡＧフラグを奪うばうこと。あたしの弟も……ＦＬＡＧなの。あたしの弟を殺せば……そうすれば、颯くんは助かるかもって。逆にね、颯くんがそのままだと、弟はきっと殺されちゃうんだって。だから、その前に……こうするしかないの」


    　もう一度銃声が響き、身体に痛みが走る。


    　息を吸うことというより、息を上手く吐き出すことができない。


    「あたしの弟ね、ずっと病気で入院してたの。命にかかわる病気で……もう、だめかもしれないって言われてた。でもね、あるとき急に……本当に不思議なくらい急に元気になって」


    　視界が二重にぼやけ、かろうじて保っていた意識が、急速に朦もう朧ろうとなっていく。


    　言葉ももう「音」でしかなく、その意味を正確に認識できない。


    「あたし、そのときすごく嬉うれしかった。大切な、たった一人の弟だもん。奇跡が起きたんだって、神様にお礼まで言ったんだよ？」


    　どうして。


    「でも、違った。本当はＦＬＡＧフラグとかいうもの宿して、生き返った……だけだったんだ」


    「な……つ、き」


    「なんで……なんで、こうなっちゃったんだろうね。颯そうくん、本当に……ごめんね」


    　これはたぶん、幸せで残ざん酷こくな夢。


    　そこから、唐突に追い出される、その瞬間なのだ、きっと。


    　目を閉じれば、またなにも……なにも変わらない、朝がくる。


    （そうじゃなきゃ……ありえねえ……よ……）


    　三度目の銃声が聞こえたとき、俺の意識は──途と絶だえた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　外に出てからも──ほおを伝う涙は、止まりませんでした。


    　本当は泣くつもりなんて、なかったのです。そのはずでした。


    　あたしは自分で思っていた以上に、颯くんのことを……。


    　だからこそ、あたしは自分の手で、それを壊したかったのかも──しれません。


    「菜な月つき……さん？」


    　夜の闇からすっと現れ、声をかけてきたのは氏うじ家いえくんでした。


    「きゃっ」


    　氏家くんが、いきなりあたしの腕をつかみあげました。


    「この銃……どうしたんだ。なんで君が」


    　低い声色で。氷のように冷たい目をしていました。


    「これはね……シカタないことだったんだよ」


    　氏家くんは、銃をもったあたしの手を乱暴に振り落とすと、あたしが出てきた建物に向かって走っていきました。


    　瞬間、あたしの髪をばらばらと舞いあげながら吹き抜けていく、すこし冷えた夜の風。


    



    
      GAME OVER 〉〉〉 TO BE CONTINUED?

    

  


  
    　　　あとがき


    



    　はじめまして。このたび、第一回小学館ライトノベル大賞にて、なにをどう間違えたのか、佳作という身み分ぶん不ふ相そう応おうすぎる賞を頂いてしまいまして、本当はどこかに高飛びしてしばらく姿を消していたほうがいいんじゃないかとか、しばらく本気で悩んだ壱い月つき龍りゆう一いちと申します。


    「いちがつ」とかではなく「いつき」と読みます。読むんです。読んでください。


    　実は先日行われた贈呈式で、色々とガイドをしてくれたお兄さんが、受賞者の座る席の指定をする際、おそらく俺の名前が記入されているであろう箇所を見ながら「えっと、次は……この、名前が読みにくい方」などと呼んでくださったおかげで軽く卑ひ屈くつモードに陥おちいったので、まずは注釈させて頂きました。


    　いきなりですが、すこし本編の内容にも触れさせて頂くと、この話の設定の根こん幹かんには、いわゆるゲーム的な要素を取り入れています。戦争がゲーム、映画のように感じる──と言われることはまれにありますが、じゃあゲームのような戦争システムや、フラグという物語を司つかさどるものが現実に入ってきたらどうなるか、と考えたのが発想の大おお本もとです。元々ゲームクリエイター志望だったりしたので、この手の設定のお話で賞を頂けたことは、なんだか人生無む駄だじゃなかったなーと思えて感無量だったりします。……が、今回、受賞以後にがっつり改稿した結果、文量が増えに増え、幸か不幸かデビュー作なのに①とつけて頂きましたので、今回描き尽くせていない設定なども含め、今後さらなる怒ど濤とうの展開をご用意して、続編をなるべく早めにお届けできればと思っています！　……思わせてください。


    　最後になりますが、ここで、お世話になった方々に謝しや辞じを記させて頂きます。


    　まずは、拙せつ作さくを選んでいただいた審査員の先生方。おかげさまで、夢の場所の末まつ端たんに立つことができました。この場所から振り落とされないよう、必死でがむしゃらに精しよう進じんしていきたいと思います。


    　担当編集のＧ様。数々のご指摘に、一文に込めなければいけない〝こだわり〟を改めて痛感させられました。まだまだいろいろと至らなすぎるヤツですが、これからもご指導ください。


    　それぞれのキャラの特徴と、作者のツボを見事に捉とらえまくったイラストを描いてくださったイラストレーターのスドウヒロシ様。いつかお会いして、直接お礼を申し上げたいです。


    　家族、親族の皆様、マイ同居人さん。こんな俺に付き合ってくれる、物好きな友人たち。


    　また、この本の出版に関わり、ご尽力くださった多くの方々。


    　そして、今まさにこの瞬間に本を手に取り、この文章を読んでくれている、あなたに。


    　ありったけの感謝を捧げたいと思います。


    　一言で表現しきれる気持ちではありませんが、本当に本当にありがとうございます。


    　この物語が、すこしでもあなたの心に留れるものであることを、願ってやみません。


    
      五月某日　外で雀すずめが鳴き始めた早朝の自宅より　壱月龍一

    

  


  
    壱月龍一


    RYUICHI ITSUKI


    



    高校のころから本名は全然違うのに、リューイチと呼ばれ続け、もはや半分本名と化していたりする。基本的に暗がりを好む夜行性で、月と龍と日本酒をこよなく愛する妄想大好きな24歳。寝起きはどうにも人格が変わるのが長年の悩み。
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